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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　始まりも終わりも、表も裏うらも、定かではなく。

　みずからの尾おを咥くわえた蛇へびのように、無む限げんの円えん環かんめいて繫つながった。

　抜ぬけ出だすことのできない、メビウスの輪のような。

　それは──そんな事じ件けんだった。




　　　　＊　＊　＊




　──やあ、お友達。

　この本は、『ダブルクロス The 3rd Edition』（以下『ＤＸ３』）というゲームをプレイした記録を、編へん集しゆうし、読み物としてまとめたものだ。

　ゲーム、つまりは、囲い碁ごや将しよう棋ぎ、人生ゲームなどの一種なのだけれど、この『ＤＸ３』は、「物語を作るゲーム」であるＴＲＰＧテーブルトーク・ロールプレイング・ゲームと呼よばれるモノのひとつだ。

　ＴＲＰＧとは、プレイヤーがオリジナルのキャラクターを作成し、そのキャラクターを操あやつって冒ぼう険けんするゲームのことだ。その中でも、『ＤＸ３』は、現げん代だいを舞ぶ台たいに、特とく殊しゆなウィルスに感かん染せんすることで異い能のう力を手に入れた、超ちよう人じんたちの活かつ躍やくを描えがくシステムである。

『ＤＸ３』のプレイヤーは、それぞれ、異能力を持ったキャラクター（ＰＣ＝プレイヤー・キャラクター）を通して、事件を調ちよう査さし、時に戦せん闘とうを行ない、物語を進めていく。

　そして、物語の舞台を提てい示じし、ＰＣたちの行動を判はん定ていするのが、ＴＲＰＧの司会役であるゲームマスター（ＧＭ）だ。本書では、著ちよ者しやでありＧＭである中なか村むらやにおと、四人のプレイヤーによるゲームセッションの記録が綴つづられている。




　本書で行なわれたセッションは、少々風変わりなものだ。

　主人公の少女は、関東の小都市、刻ときヶが峰みね市で起こる不ふ可か解かいな事件を解かい決けつすべく、舞台となる学園に潜せん入にゆうする。

　そこで他のＰＣと出会い、協力することになり……しかし、他のＰＣたちは全員が、事件に関わる〝秘ひ密みつ〟を持っており、その中には、事件を引き起こす〝裏うら切ぎり者もの〟がいるという。

　それぞれの秘密と、事件の真相を解とき明あかすことができるか。そして、学園に潜ひそむ〝裏切り者〟とは、一体誰だれなのか。

　その答えは──実じつ際さいにページをめくって確たしかめて欲ほしい。

　それでは、ゲームを始めよう。







『ダブルクロス The 3rd Edition』用語集




レネゲイドウィルス：二〇年前に世界に拡かく散さんした、超ちよう常じよう現げん象しようを引き起こすウィルス。

オーヴァード：レネゲイドウィルスに感染したことで異能力を得た超人。

侵しん蝕しよく率りつ：オーヴァードがレネゲイドに侵蝕されている割わり合あい。大きいほど強い力を持つが、同時に精せい神しんもレネゲイドの影えい響きようで変へん貌ぼうしていく。

ジャーム：レネゲイドの侵蝕が限げん界かいを超こえ、怪かい物ぶつと化したオーヴァード。

ＵＧＮ（ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク）：レネゲイドの存そん在ざいを隠かくし、その脅きよう威いから世界を守るために作られた秘密組そ織しき。構こう成せい員いんにはオーヴァードも一いつ般ぱん人じんもいる。

ＦＨ（ファルスハーツ）：オーヴァードで構こう成せいされたテロ組織。それぞれの欲よく望ぼうのために破は壊かい活動を行なう、ＵＧＮの天てん敵てき。構成員にはジャームも多い。

ＰＣ（プレイヤー・キャラクター）：プレイヤーが担たん当とうするキャラクター。ひとりのプレイヤーにつき、ひとりのＰＣを担当する。『ＤＸ３』のＰＣはオーヴァードである。

ＮＰＣ（ノン・プレイヤー・キャラクター）：ＰＣ以外のキャラクターたち。ＧＭが担当する。

ダイス：ＰＣの行動の成せい否ひを判定するのに使うダイス（サイコロ）。『ＤＸ３』では、１から10までの出目を示しめす十面体ダイスを使用する。複ふく数すう個このダイスを使用する場合、●Ｄ、と表記する（３Ｄなら「三個この十面体ダイスを振ふる」という意味になる）。
















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆ダブルクロス──それは裏切りを意味する言葉




やにお：そんなわけで、〝秘密〟のあるセッションがしたいのだ！

矢野：うん。全然わからん。最初から説明しろ。




　二〇一二年某ぼう日じつ。わたくし、中なか村むらやにおは『ＤＸ３』のリプレイ新シリーズ──つまり、本書の打ち合わせに来ていた。

　お相手は、『ＤＸ３』のゲームデザイナー、矢野俊策やの・しゆんさく。作家、ゲームデザイナーであり、現げん在ざいは作家・水野良みずの・りようとのコンビで新作ＴＲＰＧ『グランクレスト』を制せい作さく中。

　その理知的な言動、ツッコミの鋭するどさから〝クレバー矢野〟の異い名みようを持つ男だ。




やにお：主人公以外のＰＣがみんな〝秘密〟を持ってて、敵てきか味方かわからない感じの話。

矢野：ふむ……。それ自体はＯＫなんだが、何の目的で、その仕し掛かけをするかだな。

やにお：うん。主人公にね、佐藤有世さとう・ありせさんを呼よぼうと思うんだ。




　佐藤有世さんは、アトミックモンキー所しよ属ぞくの声せい優ゆうさん。『機動戦士ガンダム00』のクリスティナ・シエラ役、『D.C.[image: Ⅲ] ～ダ・カーポⅢ～』の美み琴こと役などで活躍中。個こ人じん的てきには、劇げき場じよう版ばんも最高だった『ストライクウィッチーズ』の山川美千子やまかわ・みちこ（みっちゃん）役が印象深い。




やにお：有世さんには、前作『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・アカデミア』シリーズでヒロインのひとりをやってもらったわけだけど、すごく面白い人なんだよね。

矢野：うん。主人公に一ひと目め惚ぼれした時のセリフ「どっきんマイハート！」を始め、素すっ頓とん狂きよう……じゃない、ユニークな発言を繰くり出だす人だね。言うことがいちいち面白い（笑）。

やにお：そう。その有世さん演じる主人公が、秘密や謎に挑む話をやりたいんだよね！　言ってみれば──「探偵、佐藤有世」みたいな感じ！

矢野：お、お前それ、ものすごい素っ頓狂な探偵になるぞ!?（笑）

やにお：ユニーク。

矢野：そう、ユニークな探偵になるぞ！

やにお：有世さんてさ、面白いだけじゃなくて、ストーリーやイベントへの反応がビビッドで、感情表現がすごく豊かじゃない。

矢野：そうだね。だから主人公に向いている、というのは俺もそう思う。

やにお：うん。それと、ストーリーに対する勘がものすごく鋭いんだよね。

矢野：……確かに、直感で真実に直進する、みたいなところはあるな……。

やにお：まあ、明後日の方向に直進したりもしますけどね！

矢野：そっちの方が多いよなぁ……（笑）。

やにお：まあ、どっちに転んでも面白いでしょ（笑）。

矢野：確かに（笑）。ふむ、探偵役か……そうなると、秘密や謎は多い方がいい。他のＰＣが〝秘密〟を持つ──っていうのも、面白くなりそうだ。

やにお：でしょ。

矢野：ただ、その場合、他のプレイヤーの人選が重要になってくるね。〝秘密〟を匂わせつつ、うまく立ち回るような……。

やにお：うん。プレイヤーのひとりは、片かた岡おかあづささんにお願いしようと思ってる。




　片岡あづささんは、81プロデュース所属の、こちらも声優さん。『プリティーリズム』の高たか峰みねみおん役、『超ちよう速そく変形ジャイロゼッター』の篠しの田だマルティーヌ役など、また舞台でも活躍されている。個人的には『探偵オペラ ミルキィホームズ』の来くる栖すソニア役で、チョココロネ（髪かみ）が取れた瞬しゆん間かんが印象深い。アレ、着ちやく脱だつ可か能のうだったんだ……。




やにお：あづささんも、『アカデミア』に出てもらったんだけど、有世さんとは対照的に、鋭い読みと計算で、設せつ定ていや行動を緻ち密みつに組み立てていくタイプ。なので──。

矢野：〝秘密〟を持ったキャラクターをやってもらうのには最さい適てき……だな。そう思う。

やにお：うん。そんでね、この事件の舞台となる学園には、〝裏切り者〟がいるんだ。

矢野：〝裏切り者〟！　すごい響ひびきだな。

やにお：主人公はその〝裏切り者〟を探さがすんだけど、みんな〝秘密〟を持っているから、誰が〝裏切り者〟かわからない。もちろんＰＣじゃなくてＮＰＣかもしれないけどね。

矢野：他のＰＣも容よう疑ぎ者しやなわけか……でも、〝裏切り者〟って、具体的には何してるんだ？

やにお：実は、その学園に起こっている事件ていうのは──（あれこれ説明する）。




　事件や背景の説明しばし。




矢野：（ひとしきり聞いて）……なるほどね。その事件を起こしているのが、〝裏切り者〟か。

やにお：そういうこと。誰が〝裏切り者〟かは、ＧＭと、その本人にしかわからない。

矢野：全員怪あやしく見える、か……いいね、〝秘密〟を持ってるＰＣやるの楽しそうだ。

やにお：でしょ。だからプレイヤーのひとりは、矢野にお願いしようかと。

矢野：お？　今、けっこう事件の話聞いちゃったけど、大だい丈じよう夫ぶなの？

やにお：うん。実は、矢野のＰＣが知っている範はん囲いの話しかしてない。

矢野：そうなのか！　ってことは……ふーむ。……もうひとりのプレイヤーはどうする？

やにお：天てんがいいな、って思ってる。




　天こと田中天たなか・たかしは、わたくしと同じくフリーのライター。近作に『アリアンロッド２Ｅリプレイ・キャプテンＲＥＤ』『アルシャードセイヴァーＲＰＧ リプレイ３ スタンド・バイ・ミー』等がある。剃そり上あげた禿とく頭とうと髭ひげ面づらの大男で、溢あふれ出でる妄もう言げんの面白さとスピードは他者の追つい随ずいを許ゆるさない、ＴＲＰＧ界の怪かい人じん。




矢野：いいんじゃないかな。あいつ、こういうの大好きだし、それに──。

やにお：天と有世さんが同どう卓たくするの見てみたい（笑）。

矢野：だよなぁ（笑）。……後は、誰が〝裏切り者〟になるか、か。

やにお：それは、プレイヤーに、個こ別べつの設定と資し料りよう──そのＰＣの知ってる知ち識しきや〝秘密〟の情じよう報ほうを渡わたす時に、本人にだけ伝えるよ。──矢野かもしれないよ！

矢野：そいつは楽しみだ！（笑）




　そんなわけで、企き画かくは無事にスタート。セッションに向けての準じゆん備びが始まった──。







◆Preplay02◆全員集合＆有世ノートの巻




　矢野との打ち合わせから、しばし後。いよいよ、セッション当日となった。

　この間に、各プレイヤーには、ＰＣに与あたえられる設定を渡わたし、ＰＣ作成について相談してある。準備は万ばん端たん。果たして、どんな物語が見られるだろうか──。




矢野：──って、有世さんが、既すでに挙きよ動どう不ふ審しんになっているんですが（一同笑）。

天：すごいそわそわして、人の顔じーっと見たりしてるね（笑）。

有世：あの、今日はみんな、〝秘密〟を持ってるって聞いて、もうドキドキしてるんです！

あづさ：だからって、人の顔見ても何も書いてないよ（一同笑）。




　今日のセッションに先立って、有世さんには、「他のＰＣは〝秘密〟を持っている」と伝えてある。

　それを聞いた有世さんは──。




有世：ふぅ～♡　あづっち～♡

あづさ：なんか、すごいベタベタしてくるんだけど（笑）。

　──妙に、周囲にニコニコと笑いかけていた。




有世：そんな秘密なんてやめようぜぇ～（一同笑）。

あづさ：いや、私の一存ではやめられないなぁ（笑）。

有世：も～……みんなの秘密が超気になります！　教えて♡

やにお：教えて欲しいから、さっきからやたらと周囲にニコニコしてるんですか（笑）。

あづさ：ちゃんと、ゲームの中でＰＣが調べようね（笑）。

有世：うん。今日は、あたしもがんばりますよ。何しろ、エリートですから！

やにお：はい。「ＵＧＮのエリートエージェント」というＰＣをお願いしました。




　ＵＧＮ（ユニバーサル・ガーディアン・ネットワーク）とは、異能力を持った超人──オーヴァードの手で、事件を解決し、世界を守る組織だ。

『ＤＸ３』では、ＰＣは基き本ほん的てきにこのＵＧＮに所属、あるいは協力するキャラクターとなる。なお、対立する勢せい力りよくとして、オーヴァードによるテロ組織、ＦＨ（ファルスハーツ）がある。




やにお：そのエリートエージェントが、異い変へんの起きた学園に派は遣けんされ、調査する……という、探偵やスパイのような導どう入にゆうですよ、と有世さんに伝えたところ──。

有世：スパイ！　あたし、スパイやります！

やにお：──と、いうことになりまして。今回は、有世さん演じる主人公である、エリートエージェントのスパイが、〝裏切り者〟を捜す話になります。

あづさ：で、その〝裏切り者〟は、わたしたちの誰だれかかもしれない、と……ふふふ。

有世：あ、あづっち……（肩かたを摑つかんで）裏うら切ぎらないで!?

あづさ：そいつは約束できないなぁ（一同笑）。

やにお：はい。あづささんの言う通り、〝裏切り者〟はＰＣの中にいるかもしれません。もちろん、学園にはいろいろなＮＰＣがいるので、その中にいるかもしれません。

有世：はぁ……もう大変！　でも、がんばります！　スパイなんで！

天：「スパイ」って言葉から既にヤバイ香かおりがしている……（笑）。

有世：あたし、スパイのこと色々調べてきたんですよ♡　図書館で本読んだり。

やにお：おお、すごいですね。

有世：お友達に「スパイの知り合いいる？」って聞いてみたり。

あづさ：いやそれはおかしいでしょ（一同爆ばく笑しよう）。もし「いる」って言われても、それ絶ぜつ対たい本物のスパイじゃないから！（笑）

矢野：どういう流れで聞いたんですか、それ（笑）。

有世：普ふ通つうに、お友達とご飯してる時に……「ところでスパイの友達いる？」って。

天：す、すごい発想だ……（笑）。返事はなんと？

有世：「あんたスパイの意味わかってんの？」って言われました……（一同爆笑）。

やにお：相変わらず、有世さんのお友達は理り性せい的てきで安心できます（笑）。

有世：──で、エリートとかスパイって、全然知らない世界なんで、色々調べて……ノートに書いてきました！（ノートを広げる）

天：これが噂うわさの「有世ノート」か！（一同笑）




　有世さんは非ひ常じように勉強熱心で、毎回、セッション前に、必要そうな内ない容ようをノートにまとめてきてくれる。だが──その内容はいつも、こう、なんというか……ズレた感じなのだ。

　毎回のテーマに合わせた、下調べと（お友達への）聞きき込こみ。テーマはまともなのに、段だん々だんと異い次じ元げんに迷まよい込こむ。それが有世ノートである。




矢野：今回は、「エリート」と「スパイ」がメインなんですね。

有世：そうです！　どっちも、普ふ段だんはよく知らないから、調べてみようって！

やにお：では、せっかくですので、有世ノートをみんなで見てみましょう。




◆Ｗｈａｔ？　エリート？

　今回、私わたしはなんとまさかのＵＧＮトップエージェント、敏びん腕わんエリートに挑ちよう戦せんすることになりました。ところで、エリートってどんな感じだろう？

　私のイメージだと……。

・バリバリパキパキしている。

・ポマードぴっちり七三分け。

・思わず「フゥ～♡」って言いたくなる。

・朝食は洋食。息はミントの香り。




あづさ：待って……待って……っ！（一同笑）

矢野：いかん。これ全部突つっ込こんでたら、それだけで本が終わるぞ！（笑）

やにお：矢野の言う通りだ。言う通りなんだが……エリートはフゥ～♡って言わないでしょ！（一同笑）　いやまあ言うエリートもいるだろうけど（笑）。

有世：あ、それは言う方じゃなくて、言われる方です。

あづさ：言われないよ！　あと和食派のエリートに謝あやまれよ！（一同笑）

天：はぁ……はぁ、やばいね。これ、生で見るとすごいなんか来るよ……（笑）。




　ちょっと心配になってきたので、お友達に聞いてみた。

　エリートのイメージは……。

・プライドが高そう／理り屈くつっぽい、冷たい／自じ慢まん話ばなしが多い／お金ガッポガッポ♡

　悪口ばっかり！

　でもお友達は口を揃そろえて言う──「結けつ婚こんしたい」と。




やにお：うん、あの、このお友達はですね、医者とか弁べん護ご士しの話してます。

有世：ほんまや！（一同笑）

あづさ：エリートとかスパイの話をお友達に聞くのはよくないんじゃないかな（一同笑）。

有世：そうかも。でもちゃんと映えい画が見たり、想そう像ぞうしたりして勉強したよ！

やにお：想像……（笑）。その結果が、次のコーナー──スパイについてですね。

天：おお、すごいな、この「Topsecret スパイ'sアイテム」！　イラスト付きで、スパイアイテムがいっぱい並ならんで……（見る）……スパイ、アイテム？（一同笑）

矢野：なんか葉っぱとか描かいてあるぞ（一同爆笑）。

有世：これは、あたしのキャラクターが持ち歩いてるカバンの中に入ってるアイテムです！

あづさ：意味のわからないものがいっぱい入ってるんだけど（笑）。

やにお：順番に見て行きましょうか。……サングラス、双そう眼がん鏡きよう、ボイスレコーダー、盗とう聴ちよう器き、カメラ……おお、いいですね、このへんはちゃんとスパイっぽいじゃないですか。

有世：でしょ！　ちゃんと勉強してきたんです♡

あづさ：でもその次にあるのがバッテンマークのついたマスクなんだけど（笑）。

有世：あのね、スパイって、秘密を守らないといけないでしょ？

あづさ：そうだね。

有世：だから、これは秘密をつい喋しやべっちゃいそうになった時に着けるの。

あづさ：なんでそうなるの！（笑）

やにお：これ、あれですよね。クイズ番組で、答えを間ま違ちがえた人が、次の問題の間解かい答とうできませんよ、ってなる、あのマスクですよね（一同笑）。

矢野：ま、まあ、いい。次に行こう……（笑）。




　数々の謎のアイテムが収しゆう納のうされたスパイの鞄かばん。

　すべてをご紹しよう介かいするのは難むずかしいので、以下、ハイライトをご紹介しよう。




天：糸電話。

有世：それは内ない緒しよ話ばなしに使います♡

あづさ：うん。使えないと思う（一同笑）。

やにお：あんパンと牛ぎゆう乳にゆう。

矢野：これ、スパイじゃなくて、刑けい事じのアイテムですよね（一同笑）。

天：ケチャップとかマヨネーズとか、やたら調味料が入ってるぞ（笑）。

有世：ケチャップとマヨネーズは、あとで理由がわかります！

あづさ：伏ふく線せん！　マジか……!?




あづさ：携けい帯たいゲーム機は、まさか遊ぶためじゃないよね？

有世：違ちがうよ！　カモフラージュに使うの。見み張はってるんじゃなくて、ゲーム中だよ、って。

やにお：おお、すごい。スパイらしいですね。──この、携帯用オセロは？

有世：オセロが好きだから、いつでも遊べるようにです。

あづさ：感心して損そんしたよ！（一同笑）




やにお：さて、いよいよ、矢野先生大注目のアイテム──大きな葉っぱ。

あづさ：私これ、多分わかります。……隠れるためじゃないかな。

矢野：いや、葉っぱで隠かくれてたら余よ計けいに目立つでしょう！（笑）

有世：あづっちが正せい解かい！　隠れるために使います。こう、ささっと♡

天：明らかに顔しか隠れてない……!!（一同爆笑）

やにお：スリッパは、なんであるんですか？

有世：足音を出さないためです！

やにお：しますよね音。ペッタペッタペッタペッタ音しますよね（一同笑）。




　その他にも、対象を誘ゆう惑わくするための勝負下着、逆ぎやくに対象（イケメン）からの誘惑をシャットアウトするためのアルミホイル（なんで？）、ミントガム（エリートだから……？）、グローブとボール（野球が好きらしい）など、役に立つグッズが目め白じろ押おし。そして──。




あづさ：なんか、コスプレグッズがやたら充じゆう実じつしてるんだけど。

有世：それは、潜入捜そう査さのために使うんだよ♡

あづさ：ありさんは、くのいちやメイドやチアガールの格かつ好こうで、どこに潜入するつもりなの？　なんのお店なの？（一同笑）




やにお：……というわけで、これでアイテム編へん、終わりです。

矢野：ふぅ……。やばいね……相変わらずの破は壊かい力りよくだ……。

やにお：──では、続いて、スパイの心得をまとめたコーナーです。題して「スパイ大作戦００９」──なんで００９なんでしょう。サイボーグなんですか？（一同笑）

有世：心得が九個あるからです♡




◆スパイ大作戦００９

①眼がん力りきを鍛きたえたまえ!!

　注意して見ることが大切だ。瞬まばたき禁きん止しのスナイパーズEye!!

②地じ獄ごく耳みみになりたまえ!!

　すべてに耳をかたむけることが大切だ。羽ばたけダンボEar!!

③トレーニングしたまえ!!

　この仕事は体力勝負だ。いついかなる時もサッと動ける肉体を作らなければならない。二度見も歓かん迎げいパーフェクトBody!!




あづさ：これ……。ものすごくグイグイ語りかけてくるんですけど（笑）。

有世：自分に言い聞かせてるんだよ。部屋の壁かべとかにも貼はってるよ♡

やにお：③は体力の話が途と中ちゆうからスタイルキープの話になってますよね（笑）。




④空気になりたまえ!!

　個こ性せい的てきだと人目をひき、敵に怪あやしまれる可か能のう性せいがある。

　いいか？　目立つな。目立つんじゃない！

⑤色気をつけたまえ!!

　異い性せいのハートを鷲わしづかみ、情報を手に入れる方法もある。

　ちょっとだけだぞ、チラ見せ素す敵てきランジェリー！




あづさ：でも、ありさんの描いた勝負下着のイラスト、おへそまで隠れてたよ（笑）。

有世：が、画力が足りなかったの。

あづさ：画力より、勝負下着に関する知識の少なさがヤバイよ（一同笑）。




⑥逆に異性には気をつけたまえ!!

　騙だまされてどうするんだ!!　超ちよう絶ぜつ美男子がいたとしても、揺ゆれ動うごいてはいけない。

　なってみせます鉄の女!!

⑦役者になりたまえ!!

　潜入する時、その場にあった役やく柄がらを演えんじなければならない。

　仮か面めんをかぶれ！　でも紫むらさきのバラの人には期待するな!!

⑧食物には注意したまえ!!

　毒を入れられる可能性もある。人から食べ物をもらうんじゃない！　自給自足だ!!




やにお：ケチャップとマヨネーズが入っていた理由が今明らかに！（一同爆笑）

矢野：いや、なんで自給自足の手しゆ段だんがケチャップとマヨネーズなんだよ！（一同笑）




⑨おしゃべりはほどほどにしたまえ!!

　これが一番心配だ。スパイだということは絶対に言ってはいけない。

　もしバレそうになったら、まよわず口笛を吹ふくんだ!!




あづさ：口笛吹いてどうするの。

有世：ごまかせるかなって♡

やにお：このアイテムとか心得は、実際にＰＣが持ってるって設定なんですよね。

有世：そうです！

やにお：なるほど。じゃあ、そろそろ有世さんのＰＣ紹介をしてもらいましょう。

天：や、やっとか……あー面白かった（笑）。







◆Preplay03◆誕たん生じよう、エリートスパイエージェント！




やにお[image: →]ＧＭ：では、いよいよ本ほん格かく的てきにセッションの準備です。俺おれの名前の表記もＧＭに変えます（一同笑）。──まずは、有世さんのＰＣを紹介していきましょう。

有世：はい！　キャラクターの名前は緋蜂ひばち・紅くれない。十六歳さいの、女子高生！
















ＧＭ：おお、かっこいい名前ですね。で、コードネームが──〝レッドホーネット〟。

有世：はい！　自分の血で、赤い弾だん丸がんを造つくって撃うつんです。それで、〝レッドホーネット〟って呼ばれてます！　あと、髪が真っ赤で、それもあって。

あづさ：おおおお、かっこいいじゃん……！

有世：うふふ……♡　しかも今回は、おっぱい大きいんだよぉ！

あづさ：あー……『アカデミア』では貧ひん乳にゆうキャラだったから、「次はおっぱい大きいキャラやりたい」って言ってたもんね（笑）。

有世：そう！　今回はね、セクシーなの♡

ＧＭ：オーヴァードとしての血けつ統とう、シンドロームはブラム＝ストーカーと、モルフェウス。

矢野：血けつ液えきを操あやつるブラム＝ストーカーシンドロームと、物ぶつ質しつ生成を行なうモルフェウスシンドロームか。だから、血液を弾丸に変える能のう力りよく者しやなんですね。

有世：そうなんです。で、ワークスが「ＵＧＮエージェントＢ」、射しや撃げきタイプです。




『ＤＸ３』では、キャラクターは、能力の分類を表わす「シンドローム」、職しよく業ぎよう的てき能力を表わす「ワークス」などのデータを持つ。これによって、超常能力である「エフェクト」や、各種の技ぎ能のう、そして能力値ちなどが決定するのだ。




有世：あたしのＰＣは、「エリートだから」っていう理由で、経けい験けん点を50点追加でもらってるんで……相当強くてかっこいいですよ♡

天：いいねぇ、50点あると、かなり成長できるよな（笑）。

あづさ：そうですね（笑）。

有世：でしょ～♡　演えん出しゆつ用ようの、便利なイージーエフェクトも取ったの。《ブラッドリーディング》があるから、相手をペロペロすると感情とかわかるよ！

あづさ：ペロペロ……できると、いいね（一同笑）。

有世：あと、Ｄロイスが「対抗種カウンターレネゲイド」で、血に特殊な力がある、みたいなイメージです。

ＧＭ：ああ、対たい抗こう種しゆの血を弾丸に変えているのか。いいですね。かっこいい。




　Ｄロイスとは、特殊な設定を表わすデータである。「対抗種カウンターレネゲイド」は、オーヴァード相手に追加のダメージを与あたえる代わりに、自らもＨＰを犠ぎ牲せいにする、という効こう果かだ。




有世：えへへ……。で、両親もＵＧＮのトップエージェントで、すごいスパイなんです！　なので、背はい景けい──ライフパスの出自は「名家の生まれ」です！

ＧＭ：出自が「名家の生まれ」で、境きよう遇ぐうは「伝説」。これは任にん務むでの活躍かな？

有世：そうです。あらゆる任務を成功させる、任務達たつ成せい率りつ[image: 100]％のエリート！

天：[image: 100]％とかすごい（小学生並なみの感想）。

有世：ダディも、マミィも、すごいスパイなんで、自分もがんばらないと、って思ってます。

あづさ：両親の呼よび方かた、ダディとマミィなんだ（笑）。

矢野：血液を操る能力も、ダディとマミィ譲ゆずりなんですか？

有世：あ、いえ……それは違ちがいます。

ＧＭ：外見とかの設定も決まってるんですね。

有世：はい！　真っ赤な髪は、目立っちゃうからちょっと困こまってます。背せはちょっと高めで、すらっとしてて、おっぱいは大きいんで、読者の方にはいっぱいアピールしたい♡

ＧＭ：がんばってください（笑）。作るのは弾丸だけで、拳けん銃じゆうは自分で持ってるんですね。

有世：そうです。ちゃんと隠して。あと、いつも大きなトランクを持ってます。

あづさ：スパイ'sアイテムが入ってるんだ（笑）。

有世：そう！　趣しゆ味みはオセロと野球。性せい格かくは人なつっこくて、真っ直ぐな女の子です！　日にち常じようとか、周りの人をすごく大事にしてます。任務でも、ただ解決するんじゃなくて、関わった人の心もちゃんと救いたい、って考えてます。

ＧＭ：はい。そのへんが、ノートにも書いてありますね。




◆私の信念　Keep The Faith

　ダディは言う。

　人間には白と黒の部分があって、でも、私たちの敵は〝黒〟一色だと。

　だから、決して容よう赦しやはしてはならないと。

　でも、私はそうは思わない。

　オセロみたいに、ひっくり返ることで、たまたま黒になってるだけのこともある。

　挟はさまれて、色が変わったり、またひっくり返って、戻もどったりすることもある。

　だから、諦あきらめない。きっと、救えるはずだから。それが私の仕事。




矢野：ダディはクールな性格なんですね。

天：ダディだからな。

有世：そうなんです！　でも、紅はもっと気持ちとかを大切にしたいんです。

ＧＭ：それにしても、すごいオセロ推おしてきますね（一同笑）。

有世：オセロと野球が好きなキャラなんです♡

あづさ：……あとなんか、隅すみっこに矢野先生へのコメントが書いてある。

矢野：ほえ？

あづさ：「ダブルクロスについて生意気言ってごめんなさい、クローバー矢野先生」

有世：そう。ゲームの設定とかがちゃんとあるのに、自分の考えを勝手に、ばーん！　って書いちゃったから。ごめんなさい！　って。

あづさ：そこじゃなくて……なんでクローバーなの？　なんか、四つ葉のクローバーのイラストまで描いてあるんだけど。どうしてこれを描いたの？

有世：それね、矢野先生のアダナなんだよ、クローバー矢野先生、って。多分、四つ葉のクローバーみたいに貴き重ちような存在っていう意味だと思う！

矢野：…………。（[image: ←]まろやかな笑顔になっている）

あづさ：クレバーね。

有世：えっ？

あづさ：矢野先生のアダナは、クレバー。

有世：え？　……じゃあ、クローバーって何？

あづさ：知らないよ!?（一同爆笑）




　クレバー矢野、王子など、様々な異名を持つ矢野だが、クローバー呼よばわりは初めて見ました。なんだか優やさしい感じがする……。




ＧＭ：さて、いよいよノートも最後のページですが……。

有世：あ、それは、やにお先生しか見ちゃダメです！

ＧＭ：お？　コーナー名は──「秘密の花園　Nobody Knows」……ですか。

有世：はい！　あの、みんな秘密を持ってるって聞いてたから、あたしだけないのも寂さびしいんで、自分で秘密を考えてきました！

天：面白い！　すごい発想だ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、こっそり、俺だけ見せてもらいます……。




　──そして、わたくし、愕がく然ぜんといたしました。

　そこに描えがかれていたのはいくつかの〝秘密〟。そのひとつは──。




・このバストは偽ぎ造ぞうである（パッド三枚まい入り）。




矢野：や、やにおがすごい表ひよう情じようになっている……（笑）。

天：一体何が書いてあるんだ……！

有世：うひひ♡　色々です！　ダディとマミィのコードネームとか書いてありますよ……知りたいですか？

天：あ、それは別にいいです。

有世：なんで!?（一同笑）




　書かれていた秘密は、バストの謎（笑）や、両親のコードネーム。

　他にも、小さなネタから、大きな秘密まで、並んでいる。

　──面白い。

　これは、ちょうどセッションにも活かせる。さらに、次の巻で拾えるような、キャラクターの根こん幹かんに関わる設定もあった。

　──やっぱり、有世さんを主人公にして正解だった。

　そう思いながら、ノートを閉とじる。このセッション──シリーズは、きっと面白くなる。




ＧＭ：はい、了りよう解かいしました。いくつかは、今回のシナリオで明らかにできるかもしれません。いいですね、「秘密」。すごく面白いです。

天：なんかさっきすごい顔してたけど（笑）。

ＧＭ：うん、まあね……（笑）。そんなところで、ＰＣ①「ＵＧＮエージェント」である、〝レッドホーネット〟緋蜂紅の紹介でした。

矢野：面白かった……（笑）。

有世：他のＰＣも楽しみです！

ＧＭ：うん、実は、ここでは他のＰＣの紹介はしません（笑）。

有世：ええっ！

ＧＭ：実際に、セッションの中で紅が出会ったところで紹介します。そして、秘密がありますので、セッションを通して、徐じよ々じよにＰＣの設定がわかっていく、という感じになります。

有世：なるほど……よし、がんばって調査しますよ！

ＧＭ：なので、今回はＰＣ間でのロイスも取得しません。




　ロイスとは、人間関係を示すデータである。

　たとえば「ロイス：緋蜂紅　■Ｐ：友ゆう情じよう／□Ｎ：嫌けん悪お」のように表記する。

　これは、紅に対して、ポジティブな感情である友情と、ネガティブな感情である嫌悪感を同時に感じており、かつ、友情のほうが表に出ている、メインである、という内容になる。

　ロイスはセッション中や、あるいはシナリオ開始前に取得出来る。

　通つう常じよう、ＰＣ間ではシナリオ開始前にロイスを取得するが、今回は紅以外のＰＣは登場するまで不明──ということで、その処しよ理りを省しよう略りやくしているのだ。




矢野：ロイスまで少ないと、かなりスリリングなセッションて感じするよな（笑）。




　レネゲイドウィルスにより超常能力を得たオーヴァードは、しかし能力の使用などにより、徐々にレネゲイドに侵蝕され、人間の心を失っていく。

　それを、日常に引ひき戻もどす──繫つなぎ止とめるのが、人と人との絆きずな「ロイス」なのだ。




有世：みんなのＰＣがどんな人なのか、どんな〝秘密〟持ってるのか、気になる～！

あづさ：まあ、どんなＰＣで、どんな秘密かは──お楽しみに、ということで。

天：いやぁ～、なんか楽しいな。俺たち全員ＧＭみたい（一同笑）。

ＧＭ：はい。それでは、セッションを開始しましょう。よろしくお願いします。

一同：お願いしまーす！







　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆緋蜂紅




　都内某ぼう所しよに存そん在ざいする、とあるビル。表向きは多た国こく籍せき企き業ぎようのオフィスビルとなっているそこが、日本におけるＵＧＮの中ちゆう枢すう、ＵＧＮ日本支し部ぶである。

　緋蜂紅は大きなトランクを引きずって、その最上階──支し部ぶ長ちよう室のドアを開いた。




ＧＭ：──と、いうわけで、紅のシーンです。ＵＧＮ日本支部の支部長、霧谷雄吾きりたに・ゆうごに呼よばれ、支部長室にやってきたところですね。

[image: ]

有世[image: →]紅：（元気よく）失礼します！

ＧＭ：大きな窓まどのブラインドに指をかけ、外を見ていた霧谷が振ふり向むきます。「……わざわざ来て頂いただいてすみませんね、緋蜂さん」

紅：全然大だい丈じよう夫ぶです！　今回はどんな任にん務むなんですか？

舞ぶ台たい裏うらの天：いつも霧谷から直ちよく接せつ任務受けてるんだな。確たしかに腕うで利ききっぽいぜ。

ＧＭ：霧谷はデスクの上の資し料りようを手に取りながら、言います。「今回の任務ですが……緋蜂さんには、ある学園に潜せん入にゆうし、調ちよう査さをして頂いただきます」

紅：潜入……スパイですね！（一同笑）

舞台裏のあづさ：すごいドヤ顔……（笑）。

ＧＭ：「そうなりますね。貴方あなたに潜入して頂きたいのは、刻ときヶが峰みね市にある、私し立りつ刻ヶ峰学園です」──霧谷は資料を広げ、説明します。




　刻ヶ峰市。関東地方に存在する、人口数万人程てい度どの都市だ。

　その刻ヶ峰市で、レネゲイド濃のう度どの異い常じような上じよう昇しようが計けい測そくされたという。

　レネゲイド濃度とは、空気中のレネゲイドウィルスの量を表わすもの。

　そして、刻ヶ峰市でも特に高い数すう値ちを示しめしたのが、市内にある刻ヶ峰学園だという。




紅：レネゲイド濃度が高いと、何が起こるんですか？

ＧＭ：一いち概がいには言えませんが、オーヴァードに覚かく醒せいしたり、覚醒後に暴ぼう走そうする可か能のう性せいが高くなります。もし今後、極きよく端たんにレネゲイド濃度が上昇した場合、住人が次々にジャーム化する……といった現げん象しようもありえます。

紅：大変！　こりゃ、なんとかしないとだ！

ＧＭ：「そうですね。また、恐おそらくはレネゲイド濃度の上昇と関連してでしょうが、刻ヶ峰市では《ワーディング》が使用できない──という報ほう告こくもあります」




　《ワーディング》は、周囲の非ひオーヴァード──一いつ般ぱん人じんを無力化する能のう力りよくである。

　オーヴァードが、その超ちよう常じよう能力を隠かくして活動するためには、欠かせない能力だ。




紅：なんだか、色々起こってるんですね。調査って、私わたしひとりでやるのかな？

ＧＭ：「現げん地ちのＵＧＮ支部と協力して頂いただくことになります。支部は刻ヶ峰学園の内部にありますので、調査には都合がいいでしょう」

紅：支部があるんですね。なのに、わざわざ私を呼よんだのは……。

ＧＭ：「そうですね、貴方をお呼びしたのには、理由があります。十日ほど前に、現地のエージェントがひとり、失しつ踪そうしたのです」

紅：失踪！

ＧＭ：「エージェントの補ほ充じゆうは既すでに行なったのですが、失踪の原げん因いんは不明、そして異常現象の調査も進んでいない。何か、おかしな事じ態たいが進行している……そう考えました」

紅：なるほど。……わかりました！　任まかせてください、ばっちり潜入してきます♡　──トランクからサングラスを取り出してかけます。

ＧＭ：霧谷は不安そうになります（一同笑）。

紅：どうして!?

ＧＭ：「……えー、こちらのエージェントが失踪したということは、現地に敵てき対たい的てきな勢せい力りよくが潜ひそんでいる可能性があります。《ワーディング》が使えないことからも、くれぐれも慎しん重ちように、正体を隠して潜入しなければなりません……わかりますね？」

紅：（サングラスをクイっとして）バッチリです！

ＧＭ：「…………」

舞台裏の天：霧谷すごい不安そうだぞ（一同笑）。

ＧＭ：「……エリートである貴方のことは、もちろん信しん頼らいしていますが、一いち応おう、念のため、少し練習しておきましょうか」

舞台裏の矢野：……練習って何するんだ？

ＧＭ：「私が担たん任にんの先生になりますから、緋蜂さんは転校生として挨あい拶さつしてください」

紅：わかりました！　ばっちこい！

一同：……？

ＧＭ：「では始めましょう……ガラガラガラ（[image: ←]教室の扉とびらを開ける音）──（教きよう師しになって）みんなおはよう、今日は転校生を紹しよう介かいするぞ。緋蜂、入れ」

紅：はい！　黒板の前まで歩いて……こんにちは！

ＧＭ：「じゃあ緋蜂、自じ己こ紹介をしてくれ」

紅：わかりました！　──転校生の緋蜂紅です。スパイをしています。

ＧＭ：霧谷は無む表ひよう情じように手元のブザーを鳴らします。ブッブー。




舞台裏の天：コントじゃねえか！（一同爆ばく笑しよう）

舞台裏のあづさ：（苦しそうに）なんだこれ……なんだこれ（笑）。




ＧＭ：「緋蜂さん……スパイは、自分からスパイとは言いません」

紅：あ！　そうですよね、その通りです！

ＧＭ：「スパイであることは隠してください」

紅：もちろんです！

舞台裏のあづさ：言われなくてもやろうよ！（一同笑）

ＧＭ：「……では、もう一回やってみましょう」

紅：わかりました。まかせてください！。

ＧＭ：「ガラガラガラ（[image: ←]教室の扉を開ける音）。みんなおはよう。今日は転校生がいるぞ。緋蜂、自己紹介をしてくれ」

紅：はい！　みなさん、私はスパイではありません！（一同爆笑）

ＧＭ：「……そ、そうだな。いいかみんなー、緋蜂はスパイじゃないぞー」

紅：私はスパイじゃなくて……くのいちです！

舞台裏の天：何言ってんだよ!!（爆笑）

ＧＭ：ブー。ブブーッ。霧谷がブザーを連打します。ブブブー。

紅：……あれ？　ごまかしたのに～。

ＧＭ：「緋蜂さん……緋蜂さん！」

紅：はい♡

ＧＭ：「まず、『スパイじゃない』って言わないでください。普ふ通つう、誰だれも、スパイが教室に入ってくると思ってないですから、言わなくていいです」

紅：なるほど～！

ＧＭ：「本当はあの時点で止めるべきだったかもしれません。……そして、緋蜂さん」

紅：はい！

ＧＭ：「くのいちは転校してきません」

紅：ダメですか、くのいち。

ＧＭ：「ダメです。……いいですか、緋蜂さん。貴方は普通の高校生として転校してください。スパイでも、くのいちでもない、普通の高校生、普通の転校生です」

紅：はい！　普通の転校生ですね、わかりました！

ＧＭ：「貴方、さっきから返事だけはすごくいいですね」（一同笑）

紅：（自信満々に）大丈夫です、次はバッチリです！

ＧＭ：「では、いきますね。……ガラガラガラ、みんなおはよう。転校生の緋蜂だ。緋蜂、自己紹介をしてくれ」

紅：はい！　転校生の緋蜂紅です！　私は、みなさんと仲良くしたいです！

ＧＭ：「いい。いいぞ緋蜂。すごく普通だ」（一同笑）

紅：任せてください！

ＧＭ：「じゃあ、自己紹介だから……そうだな、趣しゆ味みはなんだ？」

紅：趣味はオセロと野球と、人間観察です！

ＧＭ：「なかなか多た趣しゆ味みだな。いいぞ～緋蜂、次は特とく技ぎを教えてくれ！」

紅：はい！　特技は人を盗ぬすみみ見ることです！

ＧＭ：「緋蜂、人を盗み見るんじゃない」（一同爆笑）

紅：あ、そうか、すみません！

ＧＭ：そこで、霧谷が振ふり向き、手を挙げて言います。「先生、僕ぼくも質しつ問もんしていいですか」そしてまた振ふり向むく。「いいぞ加か藤とう、質問してみろ」

舞台裏の天：誰だ加藤（笑）。

舞台裏のあづさ：生徒役もやるんだ、霧谷さん（笑）。

ＧＭ：「（生徒になって）緋蜂さんの、得意なエフェクトはなんですか？」

紅：えっと……（キャラクターシートを確かく認にんして）《ブラッドバーン》です！




　《ブラッドバーン》。全身の血流を操そう作さすることで身体能力を強化し、大ダメージの攻こう撃げきを行なうブラム＝ストーカーのエフェクトである。




ＧＭ：ブー。霧谷は無表情にブザーを押おします。

紅：あれ、間ま違ちがえた？　えっと（キャラクターシートを確認して）……あ、間ま違ちがえちゃった。──得意なエフェクトは、《カスタマイズ》です！




　《カスタマイズ》。武ぶ器きや道具を自分専せん用ように改かい造ぞうし、判はん定ていのダイスを増ぞう加かさせる、モルフェウスのエフェクトである。




ＧＭ：「緋蜂さん。普通の転校生には得意なエフェクトはありません」

紅：そっか……じゃあ、聞かれたらどうしたらいいですか？

ＧＭ：「『え？　なんのこと？』と答えてください。とぼけてください」

紅：なるほど！　とぼける……覚えました！

舞台裏の矢野：いや、そもそも聞かれないだろ（一同笑）。

ＧＭ：「そもそも聞かれない……などと油ゆ断だんしてはいけません。先ほども言いましたように、現地には敵てき意いを持った相手が潜入している可能性があります」

紅：はい！

ＧＭ：「その場合、貴方の正体を暴あばこうと『得意なエフェクトは何ですか？』『シンドロームは何ですか？』などと質問してくるかもしれないのです」

紅：恐おそろしいトラップですね！　でも大丈夫です。私、バッテンマスク持ってますから。

ＧＭ：「バッテンマスク？」

紅：はい、これです！（マスクを着けるジェスチャー）

ＧＭ：「それ、クイズでお手つきした人が着けるやつですよね。次の問題には解かい答とう権けんがありません、っていうやつですよね」

紅：これでバッチリ秘ひ密みつを守りますよ！

ＧＭ：霧谷は疑うたがわしそうな顔になりますが、溜ため息いきをついて頷うなずきます。「わかりました。それでお願いします。……練習はこのくらいでいいでしょう」

舞台裏の天：おい、霧谷の奴やつ、諦あきらめたぞ（一同笑）。

紅：任せてください、私、スパイですから。

ＧＭ：「そうですよね……貴方は、腕うで利きのスパイ。設せつ定ていにもそう書いてある」（一同笑）

紅：はい！

ＧＭ：「信頼しています。信頼していますとも……なぜか、任務達たつ成せい率りつも高いですしね」

紅：えへへ……（照れ）。

舞台裏のあづさ：「なぜか」って言っちゃった（笑）。

ＧＭ：「確認しましょう。貴方の任務は、刻ヶ峰学園に潜入し、現地におけるレネゲイド濃度の異常な上昇、エージェントの失踪について調査すること。……それと、もうひとつ。失踪したエージェントが残したメッセージがあるそうです」

紅：メッセージ？　手がかりですね！

ＧＭ：「ええ、ただ……あまりに漠ばく然ぜんとしすぎているので、手がかりといえるかどうか。ともあれ、伝えておきます。内ない容ようは──」




　その時──。紅の背せに震ふるえが走った。

　それは、予感だったかもしれない。

　この先に待つ、困こん難なんな事じ件けんと──悲劇に対しての。




「『この学園には〝裏うら切ぎり者もの〟がいる』──と」
















◆Opening02◆鳩はと宮みやアンゼリカ




ＧＭ：さて、続けて紅のシーンです。刻ヶ峰市に到とう着ちやくした場面、朝の駅前です。

紅：はい！　トランクがらがら引いて、刻ヶ峰市にやってきますよ！

ＧＭ：では──気がつくと、キミはそこにいます。




　早朝、刻ヶ峰市の駅前。周囲に人ひと影かげはない。

　どこからか、川の匂においがした。




紅：川があるんだ。どこかなー？（きょろきょろ）

ＧＭ：都心に向かう通つう勤きんの流れが一段だん落らくし、駅前には人気がありません。紅は、ここにＵＧＮ刻ヶ峰支部の人間が迎むかえに来る、と言われています。

紅：どんな人が来るのかなーって、すっごくそわそわしてる！

あづさ：……じゃあ、そこで、紅の脳裏に直接、声が聞こえる。「間ま抜ぬけな顔をしてるのです」──と。そして、目の前に白い羽根が一いち枚まい、ふわりと落ちてきます。

紅：あ、あれ？　なんだろ、この声。それに、羽根……？




　真っ白な羽根は、まるで天使の羽根のようで、

　紅は口を開けて空を見上げる──初夏の空は、雲ひとつなく晴はれ渡わたっていた。

「何もいない……う～ん？」

　きょろきょろする紅に、背はい後ごから声がかけられた。

「お待たせしたのです」




あづさ：身長一四〇センチくらいで、足下まであるふわふわの金きん髪ぱつに、緑の目の女の子です。で、「ＵＧＮ刻ヶ峰支部の、鳩宮アンゼリカなのです」と言います。

紅：あづっちのＰＣだ！　あ、迎えに来るっていってた人……？

あづさ[image: →]アンゼリカ：はいです。

紅：すごい、天使みたい、かわいい！
















アンゼリカ：（さらりと）よく言われるのです（一同笑）。

紅：私が大事にしてるフランス人形の幸さち子こそっくりだわ！

舞台裏の天：幸子!?（一同笑）

紅：うん、幸せの子って書いて、幸子。

舞台裏の矢野：いや、漢字を聞いているわけじゃないです（一同笑）。

舞台裏の天：なんでフランス人形なのに幸子なんだ……（笑）。

アンゼリカ：それはスルーします。──では、学園に向かいましょうなのです。

紅：あ、待って幸子！

アンゼリカ：アンゼリカなのです（一同笑）。

紅：あ、ごめん、じゃなくて、えっと、さっき「間抜けな顔」って言った？

アンゼリカ：（さらりと）言ってないのです。

紅：え、あれ、じゃあ勘かん違ちがいかな……あれって褒ほめてるの？　って聞きたかったのに。

アンゼリカ：褒めてないです（一同笑）。……いえ、わたしは言ってないですけど。

紅：そっかぁ……幸子の声と違ちがったのかな。なんか、直接聞こえたんだよね。

ＧＭ：種明かしをすると、《声なき声》という、直接声を送おくり込こむ、ソラリスシンドロームのイージーエフェクトですね。ソラリスは化学物質を生成して操あやつるシンドロームです。

アンゼリカ：はい。でも、言ってないですよ、ってとぼけておきます（笑）。

紅：私は気づかない！　あ、そうだ、私は緋蜂紅、スパイをしています！

アンゼリカ：す、スパイですか。

紅：そうなの！　あ、言っても大丈夫だよね？　同じＵＧＮのエージェントだもんね？

アンゼリカ：ええ、（小声で）どうでも……（普通の声で）いいと思うです（一同笑）。

紅：うん。じゃ、よろしくね幸子！

アンゼリカ：アンゼリカなのです（一同笑）。

紅：わ、ごめん、そっくりだからつい……。アンゼリカ……アンちゃんって呼んでいい？

アンゼリカ：……ご自由にどうぞなのです。それよりも緋蜂さん、そろそろ行かないと、学校が始まってしまうのですよ。──と、すたすた歩き出します。

紅：あ、待って待って、でっかいトランク、がらがら引ひっ張ぱって追いかけるよ！

ＧＭ：そうそう、このシーンから、ふたりとも侵しん蝕しよく率りつ上げてくださいな。




　オーヴァードが、レネゲイドウィルスにどれほど侵蝕されているかを示しめす「侵蝕率」は、通つう常じよう、シーンに登場するたびに１Ｄずつ上昇していく。これは、レネゲイド関連の事じ件けんに巻まき込こまれたことで、体内のウィルスが活かつ性せい化かしているのを表わしている。




舞台裏の矢野：前のシーンは上げなかったんだね。まあ、コントしてただけだしな（笑）。

紅：よっと……（ダイスを振ふって）10が出た！　初期が31％だから、41％になったよ。

アンゼリカ：９を振って38％になったのです。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、場面を進めましょう。




　すたすたと歩くアンゼリカを、トランクを引きずった紅が追いかける。

　目的地の刻ヶ峰学園は、駅から徒歩で二〇分ほど、小さな山の中ちゆう腹ふくにある。




ＧＭ：というわけで、駅からしばらく歩くと、行く手に森深い山が見えてきます。その手前に、けっこう大きな川があって、橋がかかっていますね。

紅：あ、さっきの川の匂い、ここだったんだ。大きな川だね～！

アンゼリカ：……そうですね。




　可愛かわいらしい外見とは裏うら腹はらに、アンゼリカの受け答えはそっけない。

　それでも紅はめげずに、そしてなぜだか、やたらとニコニコしながら話しかける。




紅：アンちゃんは、ご趣味はなんなの？

アンゼリカ：……鳩と遊ぶことなのです。

紅：ほっほー、平和だね！

アンゼリカ：そうですね。鳩は平和の象しよう徴ちようなのです。

紅：休みの日は、何してるの？

ＧＭ：グイグイ来ますね（一同笑）。

紅：ふへへ……だって、アンちゃん、すごい可愛かわいいんだもん！　もう興きよう味み津しん々しん！

アンゼリカ：休みの日は……鳩と遊んでいるです。

紅：そっか！　とにかく鳩が好きなんだね！　あ、だから鳩宮さんなの？

アンゼリカ：それは生まれた時からの名字です（一同笑）。

紅：あ、そっか。そうだよね！　私の趣味はね、野球とオセロ！

アンゼリカ：……そうですか。

紅：それからね、お休みの日は、ダディとマミィと一いつ緒しよにピクニックに行くの！　幸子……あ、フランス人形の方の幸子も一緒！　でも学園に潜入したら家にはそうそう帰れないじゃない？　だから今度、お休みの日に一緒にピクニックに行かない？

アンゼリカ：（即そく座ざに）遠えん慮りよしておくのです。

紅：ええっ!?　なんで？

舞台裏の天：すっごい意外そうだ（一同笑）。

アンゼリカ：……ピクニックには、特に興きよう味みないのです。

紅：えー、楽しいよ、ピクニック！

ＧＭ：グイグイ来るなー（笑）。──さて、そうやってキミたちが話しながら歩いているとですね、橋の下──川で、子犬が溺おぼれて、流されているのに気づきます。

紅：（即座に）飛とび込こんで助けます！

アンゼリカ：……（溜息）。




「大変！　あの子、溺れてるよ！」

　紅は叫さけぶと同時、一〇メートル以上あろうかという高さから、躊ちゆう躇ちよなく飛とび降おりた。




ＧＭ：川も浅く、普通なら怪け我がするところですね。オーヴァードだから平気、でもいいですが……ま、判定してもらいましょうか。〈回かい避ひ〉の判定をどうぞ。難なん易い度どは５です。




『ＤＸ３』でＰＣの行動の成せい否ひを求める際さいに行なうのが、判定（行こう為い判定）だ。

　能力値ちの数だけのＤ10、十面体ダイスを振り、もっとも高い出目に、対たい応おうする技ぎ能のうのレベルを足して達成値を求める。達成値が難易度を超こえていれば成功である。




紅：〈回避〉は【肉体】だから２個こ振って、４と８！　〈回避〉の技能は０で、達成値８！

ＧＭ：いいダイス目ですね。──では、紅は橋から川に飛とび込こみますが、特にダメージを受けることはありません。オーヴァードの常じよう人じん離ばなれした身体能力ですね。

紅：よっし！　どぼーん！　って飛び込んだよ。わんちゃんはどこかな？

ＧＭ：そうですね……（ちら、とアンゼリカを見る）。

アンゼリカ：周囲に人影はありますか？

ＧＭ：ないですね。

アンゼリカ：……では、《テレキネシス》で助けておくのです。

舞台裏の天：おー、物品を動かす、オルクスのイージーエフェクトか。

ＧＭ：では──ずぶ濡ぬれになった紅の前で、子犬がふわふわ浮ういています。

紅：よかった、わんちゃん、助かったんだね！

舞台裏の矢野：飛び込んだのが無む駄だだったことは、気にしないんですね。

紅：うん。全然気にしないよ！

アンゼリカ：……紅の腕の中に犬を降おろします。

紅：無事でよかったねー……あ、そうだ。犬……犬は──。

ＧＭ：──（ノートに目を落として）そうですね。




　有世ノートに書かれた「秘密の花園」、そのひとつは──。




・犬が大好きだが、近づくだけでじんましんが出てしまう。




紅：くちゅん！　くちゅん！　う、うう、じんましん出る……でも我が慢まん！

舞台裏の天：そんな秘密だったのか……（笑）。

ＧＭ：俺おれもさっき知ったんで、イベントで犬が出たのは偶ぐう然ぜんなんですけどね（笑）。




　紅は、ずぶ濡ぬれのまま、子犬を抱かかえて川岸に上がる。

　橋を渡わたり終えたアンゼリカは、どこか憮ぶ然ぜんとした表情で、紅を待っていた。




紅：よ、よかったねー、わんちゃんが溺おぼれないで。うう、くちゅん！

アンゼリカ：……どうして、後先考えず飛とび込こむですか。

紅：だって、助けないと……溺れちゃうから。

アンゼリカ：先に相談すれば、わたしの能力で助けられたのです。紅が濡れたり、飛とび降おりたりする必要などなかったのです。

紅：そっか、心配してくれたんだね。ありがとう！

アンゼリカ：……話にならないのです。

紅：アンちゃん何怒おこってるの？　──あ、そうだ。このわんちゃん、飼かい犬いぬかな？

ＧＭ：首輪はないし、野良のようですね。

紅：ね、アンちゃん、この子も一緒に学校に連れてっていいかな。

アンゼリカ：……誰が面めん倒どう見るのですか。

紅：なんだかお母さんみたい（一同笑）。──わ、私が見るよ！

アンゼリカ：そんなに蕁じん麻ま疹しんが出ているのにですか？

紅：うん……でも、放っておけないじゃない？

アンゼリカ：……まったく論ろん理り的てきではないのです。呆あきれたのです。

紅：あ、待ってよアンちゃん──あのね、

アンゼリカ：なんですか。

紅：ありがとね、わんちゃん助けてくれて！　あ、あと、「緋蜂さん」じゃなくて「紅」って呼んでくれて嬉うれしかった。これからよろしくね！

アンゼリカ：…………そういうところです。

紅：え？　何？　どういうところ？

アンゼリカ：なんでもないのです。早く学校に行かないと、遅ち刻こくするのです。

紅：そうだ！　急がなくちゃ、遅刻したら目立っちゃう！（一同笑）




　ずぶ濡れの紅を背に、アンゼリカは一いつ瞬しゆんだけ足を止め、目を閉とじる。

　その瞬しゆん間かんだけ、時間が止まったように、時間を止めたいように。

　ふたりの行く手には緑に覆おおわれた小さな山、その中腹に見える建物。

　そこが刻ヶ峰学園。──この捻ねじれた運命の中心だった。


















オルクス　周囲の空間を〝領域〟として支配し、操作するシンドローム。









◆Opening03◆墓守清正はかもり・きよまさ




　刻ヶ峰学園は、小さな山の中腹にある。周囲を森に囲まれた、閑かん静せいな学園だ。

　ミッション系けいの私立高校らしく、白を基き調ちようとした建物は、どこか古い修しゆう道どう院いんを思わせる。

　門や建物には、校章──みずからの尾おを嚙かむ蛇へび──が刻きざまれていた




ＧＭ：さて、ふたりが学園に到着しますが……一度寮りように寄よってから校こう舎しやに行きますよね。

アンゼリカ：紅がずぶ濡れなので、そうするしかないのです。

紅：寮ってどんなところかなぁ……くちゅん！（一同笑）

アンゼリカ：わたしと同室なのです。……と、面めん倒どうくさそうに言う。

紅：どうして面倒そうなの!?（笑）

ＧＭ：では、ふたりは寮に向かう、森の中の小道を歩いています。これは門から寮に直接行く道ですね。門や寮から校舎へ向かうルートとは違ちがうので、今は人影がありません。

天：じゃ、ここで仕掛けるか。──横の森から、男子生徒がひとり出てくるよ。ニット帽ぼうを被り、制せい服ふくを着き崩くずした感じの、柄がらの悪い兄ちゃんだ。

紅：え、誰？　──あ、天さんのＰＣだ！

ＧＭ：はい、そうです。

アンゼリカ：じゃあ、その男子生徒を睨にらんで、呟つぶやくのです。……二年Ｃ組。墓はか守もり清正・きよまさ。

天[image: →]墓守：お？　なンだ白いの。俺とあンた、知り合いだっけ？

アンゼリカ：……いいえ。目立つ生徒なので、覚えていただけなのです。

舞台裏の矢野：面白いなこれ、普通、セッション前の自己紹介とか、セッション中ならＧＭが説明することを、ＰＣが知ってて説明してる（笑）。

紅：私、全然知らないよ！（一同笑）　じゃあ……アンちゃん、知ってる人？　って聞こう。

アンゼリカ：刻ヶ峰学園の生徒なのです。

ＧＭ：さて、そこで墓守の横から、なんかボサボサの頭をした、小こ柄がらな女子生徒が顔を出します。「あ、あ、マスター！　あれですよ、間ま違ちがいないです！　ＵＧＮのエリートエージェント！　〝レッドホーネット〟です！」

紅：ええっ！　私のこと知ってるの!?




　驚おどろく紅に取り合わず、不意に現あらわれたふたりは、互たがいに言葉を交わしている。

「はン、じゃ、あいつが本命ってわけか、ネズミよォ」

「はいマスター。ＵＧＮでもトップクラスの力を持つオーヴァードです。能力はわからないですけど、超ちようすごいのは間違いないです。間違いなさすぎです！」

　ネズミ、と呼ばれた少女は、興こう奮ふん気味にそう言って、墓守の横で身み構がまえる。




アンゼリカ：紅、気をつけるのです。一いつ般ぱん生徒が、紅の正体を知っているわけがないのです。

紅：そうだよね、私、スパイだもん！

ＧＭ：「ふふふ、知ってますよ。知りすぎてますよ」ネズミはスマートフォンを掲かかげます。

紅：ＩＴや！（一同笑）

ＧＭ：「この『モバイルオーヴァード』を見れば一発です。〝レッドホーネット〟……Ｓレアカードになるくらいのエージェントです。超ちよう強つよいです。強すぎます！」

紅：モバイルオーヴァード……？

舞台裏の矢野：それ、天が『ナイツ』で言ってた戯たわ言ごとじゃねえか！（笑）




「モバイルオーヴァード」。矢野俊策・著ちよ『リプレイ・ナイツ』シリーズで、田中天演えんじるアラビアン美少年ラハブがハマっていたソーシャルゲームである。なんでも、各かく組そ織しきの著ちよ名めいオーヴァードがカード化されており、それを集めて戦うゲームだという。




ＧＭ：なんでそんなゲームがあるのかよくわかりませんが、拾ってみた。

墓守：裏社会の情じよう報ほう網もうをこう、ゲーム的に表ひよう現げんした？　とかそンな感じ？（一同笑）

紅：（アンゼリカに）…この人たちは、ＵＧＮの人じゃないんだよね？

アンゼリカ：（警けい戒かいした声で）……はい。違うのです。

墓守：そ。全然違うぜ。俺たちは──。

ＧＭ：「フリーランスのオーヴァードなのです」

墓守：そういうこと。

紅：そうなんだ！　それで、私が本命ってどういう意味？

墓守：……とぼけてンのか、本当に知らねェのか。どう思うよ、ネズ公。

ＧＭ：「う、うう……自分にはわからないですけど、でも、ＵＧＮのトップエージェントですから、他に考えられないと思うんですよ」

紅：……くひ♡

ＧＭ：どうしたんですか？（笑）

紅：トップエージェントです！（一同笑）

墓守：やっぱそうだよなァ……ンじゃ、ま、とりあえず、やってみるか。

紅：何をするの？

墓守：そりゃァ──。




　墓守が制服の袖そでをまくり上げる。その腕には、骨ほね──骸がい骨こつを模もしたような刺青いれずみ。

「とりあえず、あンたをぶッ殺してみるかってことだよ」

　墓守はそう言うと、呟くように歌い始める。

　──生あるうちは輝かがやいていろ。

　──思おもい悩なやむな。

　──人生は短く、

　──時は常つねに代だい価かを求める。

　その歌に合わせるように、刺青が蠢うごめき──大地に吸すい込こまれていく。




紅：刺青が……動いてる……？

墓守：そして地面から、何本も白い槍が飛び出してくる！

アンゼリカ：──紅、下がるです！

墓守：俺の腕から背せ中なかにかけて彫ほり込こまれた刺青が、地面に流ながれ込こんだ後に、槍になって飛び出す。恐きよう竜りゆうの肋ろつ骨こつめいて、周囲から生えてるぜ。

ＧＭ：ま、実はルール的には、墓守は「武器を準じゆん備びした」だけです（一同笑）。

墓守：演えん出しゆつを思いついたけど、それっぽいエフェクトがなかったンだよな。一応、変へん装そう用のイージーエフェクト、エグザイルの《擬ぎ態たいの仮か面めん》の演出、ということで。

ＧＭ：はい。ちょっと拡かく大だい解かい釈しやくですが、今回はＯＫとしています。

墓守：つうことで、そこら中から白槍が突つき出でて──俺が数本まとめて握にぎると、それが、いくつもの関節を持った、巨きよ大だいな槍に変化するぜ。

紅：ちょ、ちょっと、何するの？

墓守：あー……先に行動していい？（笑）

ＧＭ：演出だけならどうぞ（笑）。

墓守：じゃあ、槍を無む造ぞう作さに振って──脊せき椎ついめいていくつも重なった槍を、蛇じや腹ばら状じようにしならせながら紅に突つき込こむ！

紅：え？　え？　ど、どうしよう！

アンゼリカ：……命中したかに見えた瞬間、紅の体が無数の羽根に変わるです。本物の紅は、わたしが後ろに引っ張って、墓守と距きよ離りを取ります。

ＧＭ：はい、演出で回避してＯＫです。墓守の隣となりでネズミが焦あせった顔になります。「マスター、あいつも〝領りよう域いき〟操作能のう力りよく者しや、それも精せい神しん干かん渉しよう系です！」

墓守：はン！　面白ェ！　槍を手元に引ひき戻もどして構かまえるぜ。

アンゼリカ：……紅、下がるのです。こいつらは敵てきなのです。

紅：ちょ、ちょっとアンちゃん、これどういうことなの？　なんで私が襲おそわれて……それになんで、アンちゃんはそんな戦う気満々なの？（一同笑）

アンゼリカ：……向こうから攻撃してきたのだから、当たり前なのです。

ＧＭ：演出のやりとりはこのくらいですね。では──本ほん格かく的てきに戦せん闘とうになります。

紅：えええ──っ!?　本当に天さんのＰＣと戦闘するの!?

ＧＭ：はい。──では、始めましょう。




◆第一ラウンド

ＧＭ：戦闘ラウンドでの行動は【行動値】の高いキャラクターから行ないます。ネズミは８。

[image: ]

アンゼリカ：速いのです……わたしは、４です。

墓守：安心してくれ、俺は０だ（一同笑）。

ＧＭ：０かよ！（笑）

墓守：しょうがねェだろ、武器が重いンで行動値が下がってンだよ（笑）。




　墓守の武器──白はつ骨こつのような大槍は、実じつ際さいには別の武器のデータを流用し、外見の演出だけ変へん更こうしている。この変更には理由があるが、それは後に明らかになるだろう。




紅：私は行動値11だけど……そんな、理由もわからないのに戦えないよ！

ＧＭ：紅とアンゼリカ、墓守とネズミは同じエンゲージ（範はん囲い）で、間の距離は──。

アンゼリカ：わたし、「距離を取る」と宣せん言げんしたのです（一同笑）。

ＧＭ：……認みとめましょう（笑）。10メートルで。

墓守：うお、遠い。まずいかもしれねェ（笑）。

ＧＭ：では、まずラウンド開始時、セットアッププロセスです。「タイミング：セットアップ」のエフェクトやアイテムがあれば、ここで使用できます。……ＰＣは誰もないですか？では、ネズミがブラックドッグのエフェクト《加速装そう置ち》を宣言。

墓守：行動値が上昇するエフェクトだな。

ＧＭ：です。これで行動値が16に上昇。──というわけで、ネズミの行動になります。ネズミは周囲の空間に輝かがやく雷らい光こうを展てん開かい。電でん脳のう空間のように操作し、空間操作を行ないます。

墓守：確か、ブラックドッグ／オルクスだったか。

ＧＭ：その通り。「マスター、あの小さい金髪の方が〝領域〟支し配はい力りよくが強いです！　十分な支し援えんは行なえないかもしれないですが……」

墓守：気にすンな。お前は俺を援えん護ごしてりゃいい。

ＧＭ：「わかりました！」──では、ネズミが行動します。




『ＤＸ３』では、一回の行動で、簡かん易いな動作──マイナーアクションと、メインとなる行動──メジャーアクションの二種類を行なうことができる。




ＧＭ：マイナーアクションはなし。メジャーアクションは墓守にエフェクトを使用。《領域の加か護ご》と《強化の電光》を組み合わせて使用します。これによって、墓守が次に行なうメジャーアクションでは、判定のダイスに＋３個、攻こう撃げき力りよくに＋６されます。




　ネズミの周囲の空間に、微かすかな光の格子グリツドが展開された。

　光が流れると同時に、空間情じよう報ほうが墓守の行動に最さい適てき化かされ書かき換かえられていく。




ＧＭ：「マスター、お願いします！」

墓守：おう。……だが実は、俺は５ｍしか移い動どうできないので攻撃が届とどかない……（笑）。

ＧＭ：「忘わすれてました。《強化の電光》で戦闘移動の距離が＋５ｍされます」（一同笑）

墓守：よし！　いいぞネズ公、あとで褒ほう美びに角かく砂ざ糖とうやるよ！

ＧＭ：「角砂糖！　うれしすぎます！」

アンゼリカ：角砂糖で……貧びん乏ぼうなのかな。

ＧＭ：すごい嬉うれしそうですよ。

紅：なんか可愛いよ……（笑）。

ＧＭ：というわけで、ネズミの行動は終しゆう了りよう。行動値11の紅の番ですが、どうします？

紅：じゃ、じゃあ、墓守さんに言うよ！　やめてよ、戦う理由ないでしょ!?

墓守：そっちになくても、俺にはあるンでね。

紅：う、うう……！

ＧＭ：行動はどうしましょう。

紅：説得できないなら……何もしないです、この状じよう況きようだとできない。

ＧＭ：では、待機になります。次は行動値４で、アンゼリカ。

アンゼリカ：（即座に）攻撃します。

紅：ちょっと、アンちゃん!?




「何を言っているですか。もう戦闘は始まっているです」

　人形のように愛らしい少女は、そう言うと手を伸のばし、指先を〝敵〟に向ける。

　その周囲に、空間から湧わき出でたように、白い羽根が舞まった。




ＧＭ：「マスター、精神干渉来ます！」

墓守：（悠ゆう然ぜんと）ああ、わかってンよ。

アンゼリカ：まず、マイナーアクション。移動すると、墓守が届かない距離にいけるですね。

墓守：（悠然と）それは勘かん弁べんしてください（一同笑）。

アンゼリカ：まあ、紅を置いて下がったりしないです。マイナーアクションはなし。メジャーアクションは《コンセントレイト：ソラリス》《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》《神の御み言こと葉ば》──。

墓守：ソラリスの、精神攻撃エフェクトの組み合わせか。

アンゼリカ：さらにＤロイス「動物使いアニマルテイマー」専用エフェクト《アニマルアタック》と《要の陣じん形けい》。墓守とネズミの両方を狙ねらいます。「動物使い」の演出は、天使の羽根を操る、〝羽根使い〟です。

ＧＭ：ダメージを上昇させる《アニマルアタック》と、複ふく数すう体に対象を拡大する《要の陣形》は、両方ともシナリオ中の使用回数が限られますが、いいですか？

アンゼリカ：構かまわないです。全力で攻撃するのです。

墓守：へっ、こいつァ光栄だ。

アンゼリカ：〈交こう渉しよう〉で判定します。《コンセントレイト：ソラリス》でクリティカル値が下がって──クリティカル一回で19。

墓守：（平然と）避よけないぜ。お手て並なみ拝はい見けんといく。ま、一応槍でガードを宣言しておく。これで、武器のガード値分だけダメージ軽けい減げんだ。

ＧＭ：ネズミは必死で避けます。「ひい～！　自分あれ喰くらうと死んじゃいます！」──とはいえ〈回避〉は別に得意ではなく……はい、失敗です。ダメージください。

墓守：ネズ公は俺がかばうぜ。《崩くずれずの群むれ》でカバーリングだ。

ＧＭ：ネズミ感動。「マ、マスター！」

アンゼリカ：（淡たん々たんと）ではダメージを出すです。ダメージは達成値の十の位＋１個こですから──２Ｄ10＋34のダメージです。

墓守：な、なンかダメージ固こ定てい値ち高いぞ！

ＧＭ：《神の御言葉》と《アニマルアタック》で強化してるからね。

アンゼリカ：なのです。で、ダメージは──42点。

紅：42点て！　私、ＨＰ34点しかないよ！　私なら一いち撃げきで吹ふき飛とぶよ！

アンゼリカ：わたしのＨＰ、24点です。紅の方がだいぶ丈夫なのです。

墓守：42点ね。……ガードで８点軽減して、34点のダメージを受ける。

ＧＭ：ガード値高いな。

墓守：まァな。武器にリソース突っ込ンでっから。で、カバーリングしてるンで、ネズ公の分もダメージを受けるぜ。34点の２倍で、68点。




　アンゼリカが指を向けると、天使のように白い羽根が宙ちゆうを舞まい、墓守を覆おおう──次の瞬間、羽根はまるで爆ばく薬やくのように炎ほのおを噴ふき上あげた。




紅：68点て、二回死ねるんだけど……。

墓守：おお痛ェ……これが幻げん覚かくとはなぁ。あ～、ＨＰが半分以上減へっちまったよ。

紅：へ？　……は、半分？

墓守：ＨＰが[image: 131]点あるから、残り63点だな。

ＧＭ：無茶苦茶だなお前！（笑）

墓守：ネズミよォ、幻覚って言うけどお前、これ俺の腹、ホントに穴あな空いてンぞ？

ＧＭ：「精神干渉の強度が高くて、〝領域〟内だと実際に物理的影えい響きようが出るみたいです」

墓守：はァン、よくわかンねェな。そりゃもう幻覚じゃねェだろ（笑）。

ＧＭ：ネズミは「でも、あんな強すぎるエージェントを自分が知らないなんて……おかしすぎる気もします……」と、困こまった顔で独ひとり言ごとをぶつぶつ言ってます。

アンゼリカ：…………。

墓守：ま、どうでもいいよ。やっとこさ、こっちの番だ……っと！　ガードして破は損そんした槍を投なげ捨すてて地面を殴なぐると、また新しい槍が何本も生えてくるぜ。そいつをまとめて摑つかンで変形させて──オラ、行くぜェ！

ＧＭ：好き放題に演出してんな（笑）。

墓守：マイナーアクションで10ｍ戦闘移動。紅とアンゼリカにエンゲージだ。

紅：ちょ、ちょっと、やめようってば……！

墓守：はン、今いま更さらだろ！　紅に槍を突き入れるぜ──メジャーアクションは《コンセントレイト：エグザイル》と、ダイスを増ふやす《貪どん欲よくなる拳こぶし》。それに武器の効こう果かを使用！　攻撃力にプラスされるぜ。

ＧＭ：武器の特とく殊しゆ効こう果かだね。ＯＫ。

墓守：ちなみにこの槍は〝墓碑エピタフ〟って名前だ。ま、てことで──〈白兵〉で判定、達成値は……得物が重くて命中が下がるな、16だ。

アンゼリカ：それなら回避できる可能性があるです──紅！

紅：でも私、【肉体】２なんだよね～！　う……達成値６！　やっぱ無理！

アンゼリカ：諦あきらめるなです！　《妖よう精せいの手》でダイスひとつを10に変える！

ＧＭ：《妖精の手》も回数制せい限げんのあるエフェクトですけど、いいんですか？

紅：も、もったいなくない？

アンゼリカ：いいです。使うです。《妖精の手》を宣言──わたしが手を伸のばすと、紅の前に羽根が舞って攻撃を妨ぼう害がいするです！

ＧＭ：了解です。紅はダイスを一個10──クリティカルとして振り足してください。

紅：振り足しして──でも３！　達成値13で失敗！

アンゼリカ：…………っ！

墓守：ンじゃ、ダメージ出すぜェ。支援込こみで２Ｄ10＋27。──合計、36点だな。

紅：ＨＰ０……倒たおれる！

ＧＭ：オーヴァードはＨＰ０──戦闘不ふ能のうになった際、《リザレクト》というエフェクトで復ふつ帰きすることができます。驚きよう異い的てきな生命力を表わすエフェクトですね。

紅：《リザレクト》する！　１Ｄ10点、ＨＰが回かい復ふくして……６！

ＧＭ：同じだけ侵蝕率も上昇します。

墓守：立ったか……ま、そうだろうなァ、トップエージェントさンが、こンな程度のワケはねェよな！　──笑って、槍を構かまえ直す。

ＧＭ：では、待機したので、再さい度ど──紅の番です。攻撃しますか？

紅：しません！

墓守：ずいぶン余よ裕ゆうくれちゃってンなァ？　──舐なめられてンのかね。

紅：バカ！　すっごい痛いたかったよ！　でも、私、あなたに狙ねらわれる理由がわからないし、あなたと戦う理由なんかないよ！

墓守：……あー、こりゃなんだ？　……と、ネズミを見よう。

ＧＭ：ネズミも困こん惑わくした表情です。「これ、マスター、もしかして……」

墓守：外れ──ってヤツかねェ。（頭を搔かいて）参ったね。

ＧＭ：なるほど。では、そこで──新たな声がします。




「そこで何をしているの!?」

　鋭するどい声。同時に、墓守の足下に、幾いく本もの光線──レーザーが突つき刺ささる。




墓守：ほう。新手か。

ＧＭ：現われたのは、眼鏡めがねをかけた女子生徒です。で、傍かたわらに鏡で覆われた球体──バスケットボールくらいのサイズのミラーボールが浮いています。バロールの〝魔ま眼がん〟ですね。

アンゼリカ：わたし、知ってる相手ですよね。

ＧＭ：はい。ＵＧＮ刻ヶ峰支部のメンバー、加賀美珠樹かがみ・たまきです。

紅：ＵＧＮ……味方だぁ（ほっと息をついて）。

墓守：ま、俺も、そいつがＵＧＮだってのは分かるわな。

ＧＭ：ですね。ネズミが「ま、マスター、さすがにこの数相手だと……」と。

墓守：ン～……数はともかく、どうもこのエリートさんは外れかもな。

ＧＭ：「い、一対三はいくらマスターでも厳きびしすぎますよ！」

墓守：このネズ公、さらっと自分を数から外しやがった！（一同笑）　──ま、そうだな。ここは一いつ旦たん退ひいておくか。

ＧＭ：「そうですね、戦せん略りやく的てき撤てつ退たいです！」──とネズミが周囲の〝領域〟を攪かく乱らんし、撤退します。これで墓守とネズミは退たい場じようです。




　空間にノイズが走り、視し覚かくが乱みだされたかと思うと──墓守とネズミの姿すがたは消えていた。

　残された紅とアンゼリカに、銀球を従したがえた少女が近づく。




ＧＭ：「あれは、ウチの生徒ね……」

アンゼリカ：二年Ｃ組の墓守さんと、確か、根ね津づさんなのです。

紅：ネズミちゃん、根津って名前なんだ！

ＧＭ：生徒としての名前は根津美子ねづ・よしこです（一同笑）。眼鏡の女子生徒──珠樹は、ふたりに近づいて「大丈夫？」と聞いてきます

紅：あ、はい。あの、私は大丈夫です。一体あの人たちは……。

ＧＭ：「恐らくは……あれが、〝裏切り者〟でしょうね」

紅：裏切り者見つかっちゃった！（一同笑）

墓守：ノーノー、アイム、ノットダブルクロス！（一同笑）

ＧＭ：「貴方が、日本支部から派は遣けんされてきたエージェントね。いきなり襲しゆう撃げきを受けるなんて……鳩宮に迎えに行ってもらってよかったわ」

紅：うん、そうだよね……（にっこり笑って）アンちゃん、守ってくれてありがとう！

アンゼリカ：紅の頰ほおを叩たたきます。

紅：──!?

アンゼリカ：……なぜ、戦おうとしないですか。

紅：だ、だって、戦う理由もないし、相手も、なんだかわからなくて──。

アンゼリカ：貴方は襲われたんですよ？　無む防ぼう備びすぎるです。わたしが、わたしが──どんな想いで──。

紅：え、えっと……。

アンゼリカ：振ふり向むいて、走り去って行きます。

ＧＭ：珠樹は呆ぼう然ぜんとアンゼリカを見送って、紅を見ます。「えっと……鳩宮、なんで今キレてたの？」（一同笑）

墓守：まあ、普通の反はん応のうだな（笑）。

紅：わからないです……って答えて、叩たたかれた頰を押おさえてます。……痛いたい♡

ＧＭ：なんでニヤけてるんですか？（笑）

紅：可愛い子に叩かれちゃったから♡（一同笑）

ＧＭ：珠樹はちょっと考えてから──「ま、いいわ。支部の、他のメンバーに紹介します。ついてきて」と言って、校舎の方に歩き出します。

紅：はい！　──じゃあ、一緒に歩き出して……もう一回、アンちゃんが走っていった方を見て、心配そうにしてます。

ＧＭ：「……ところで、なんで貴方、びしょ濡ぬれなの？」（一同笑）




　歩いて行く紅と珠樹。その反対側──暗い森の中で、アンゼリカはひとり立ち尽つくす。

「どうして……なぜ今、紅が襲われるのです……？」

　その呟つぶやきは、誰の耳にも届かなかった。


















エグザイル　肉体の形状を自在に変化させるシンドローム。

ブラックドッグ　電気や電撃、サイバーウェアなどを操るシンドローム。

ソラリス　体内で化学物質を生成するシンドローム。

クリティカル　判定でクリティカル値（通常は10）以上が出ると、そのダイス目を10とみなし、さらに振り足すことができる。これはクリティカル値以上が出続ける限り、何度でも繰り返す。

カバーリング　他人のダメージを肩代わりする行動。《崩れずの群れ》などのエフェクトを使用することで、行動を消費せずにカバーリングを行なうことができる。

バロール　重力を操るシンドローム。〝魔眼〟と呼ばれる浮遊する球体を伴う能力者が多い。









◆Opening04◆篠月秋雨しのつき・あきさめ　




　加賀美珠樹が紅を案内した先は、生徒たちが通う新しん校こう舎しやとは別の建物だった。

「ここは旧きゆう校こう舎しや。特別教室や倉庫なんかに使ってるわ」

　人気のない建物の二階、廊ろう下かの端はし。

　古びた建物の中、〝第二音楽室〟と書かれた掛かけ札ふだだけが新しい。

「普ふ段だんは使ってない音楽室──ここがＵＧＮ刻ヶ峰支部よ」




紅：なんだか素す敵てき！　昔の音楽室なのかな？

ＧＭ：「そう。新校舎ができて、第二音楽室って名前になったの。ほとんど使われてないけどね」と言いながら珠樹が扉を開ける。中から、ピアノの音が聞こえます。

紅：おお～。何の曲かな？

ＧＭ：シューマンの「トロイメライ」のようですね。扉が開いたことに反応して、音は止まります。中には古びたピアノが置いてあって、そこにひとりの男だん性せいが座すわってる──で、珠樹が「支部長、緋蜂さんを案内してきました」と。

紅：支部長さんだ！　初めまして、緋蜂紅、スパイです！

ＧＭ：（淡々と）「そうか」（一同笑）

アンゼリカ：スパイ宣言スルーされた（笑）。

ＧＭ：支部長は、二十代後半の男性です。スーツ姿で、かなりの長身……一九〇センチ以上あって、細身ですが、鋼の糸を束ねたような、鍛きたえ抜ぬかれた体つきです。厳きびしい顔つきで、寡か黙もくな雰ふん囲い気きですね。

墓守：なンか殺し屋みたいな男だな。

ＧＭ：「……支部長の尾嚙筐一郎おがみ・きよういちろうだ。刻ヶ峰学園では、音楽教師をしている」

紅：音楽の先生だからピアノ弾ひいてたんだね！　似に合あわないけど……（笑）。

ＧＭ：「鳩宮は？」「それが……」珠樹は、紅が襲われていたこと、アンゼリカがなぜか怒って去って行ったことを話します。支部長は、表情ひとつ動かさずに聞き終え、頷うなずく。

紅：なんかホントに殺し屋みたいな先生！

矢野：んじゃ、そのへんで扉を開けて入ってくるよ。

紅：あ、矢野さんのＰＣだ！

矢野：ひょろひょろした二十代半ばの男性。神父の格かつ好こうしてる。で、ヘラヘラした感じ。「や。ちょ～っと遅おくれちゃったッスかねぇ。ども、篠月秋雨ッス」
















紅：おお～っ、神父さんなんだ！

ＧＭ：刻ヶ峰学園はミッション系なので、教会もあるし、神学の授じゆ業ぎようなんかもあります。

矢野[image: →]秋雨：で、馴なれ馴なれしい感じで近づいて──や、どーも、はじめまして。キミが噂うわさのトップエージェントッスか？　可愛いッスね～（笑）。

紅：はっ、褒ほめられた！　アカン！　……慌あわててトランクからアルミ箔はくを取り出して顔を隠します！（一同爆笑）

墓守：す、すげェ行動だ！　いいね！（笑）

秋雨：……えーと。……これ、アタシ、嫌きらわれたんスかね？　と、尾嚙に聞こう（笑）。

ＧＭ：支部長は無表情に秋雨と紅を見てから、紅に──「それは？」と聞く（笑）。

紅：私は鉄の女です！（一同爆笑）

ＧＭ：「……だ、そうだ」

秋雨：なんだか、禅ぜん問もん答どうみたいなヒトですねぇ（一同笑）。

アンゼリカ：多分、男の人に「可愛い」って言われたから警戒したですね。

紅：そうなの！（一同笑）

秋雨：さみしそうな顔になるッス。……アタシにもね、緋蜂サンと同じくらいの年の妹がいるんスけど、やっぱり年とし頃ごろになると、ちっちゃい頃ころより壁を感じるっていうか……。

ＧＭ：珠樹が「え、妹さんもアルミで顔隠かくすんですか？」と驚くよ（一同笑）。

秋雨：いや、それはしないッス（笑）。……ところで、鳩宮サンはどこに行ったスか？

ＧＭ：「それは……」と、珠樹が再度説明しますね。襲撃のことも。

紅：私、アンちゃんを怒おこらせちゃったみたいで……。

秋雨：ははぁ……ま、襲われたのに突つっ立たってたら、護ご衛えいとしては腹はら立たつかもッスね。

紅：そっか、そうだよね……。

アンゼリカ：…………。

秋雨：んじゃ、その怪我は、襲撃ン時のッスね。──ダメージ受けてるよね？

紅：あ、そうなの。えーと、ＨＰが19点減ってます！

秋雨：ま、とりあえず治しておくッスかね。アタシは、そういうのが専門なんスよ。




「ちょっとしみるッスよ」

　秋雨は、そう軽く言うと、胸むな元もとのロザリオを掲かかげる。銀のロザリオから水が溢あふれ、雨う滴てきのように、紅の傷きず口ぐちに落ちていくと──みるみるうちに傷きずが治っていった。




秋雨：ソラリスのエフェクト《癒いやしの水》を使う。リミットエフェクト《ソーマの雫しずく》で効果を上げてあるんで、５Ｄ＋８──ダイス目はちょっと低い、でも31点、回復だね。

紅：すごい、全ぜん快かい！　ありがとうございます！

秋雨：ま、ＵＧＮ日本支部直ちよく属ぞくの、トップエージェントさんに自じ慢まんできるようなもんじゃないッスけどね。それにアタシは、戦う方はさっぱりなんで。

ＧＭ：では、秋雨による治ち療りようが一段落したところで、珠樹が──「支部長、私、鳩宮、それにこの秋雨さんの四人が、ＵＧＮ刻ヶ峰支部のメンバーです」とまとめます。

紅：はい！　私を入れて五人ですね。

秋雨：まあ、鳩宮サンが来る前は、もうひとりいたんスけどね～。

紅：あ、失踪したっていうエージェントさん……。

秋雨：それそれ。ま～ちょっと、行方不明になっちゃったんスよね～。

ＧＭ：珠樹が思おもい詰つめた感じに、「羊ひつじ坂ざかさんはきっと、緋蜂さんを襲おそったあの二人組に襲われたんですよ！」と主しゆ張ちようします。

墓守：ン～、どうだろうな～（一同笑）。

紅：とぼけてる！　でもそっか、羊坂さんって言うんだね、失踪したエージェントさん。

秋雨：そ。羊坂供く犠ぎサン。有ゆう能のうなエージェントだったんスけどね～。

ＧＭ：へらへらした秋雨の口調に、珠樹が苛いら立だった感じになります。「真面目にしてください！　──羊坂さんの言ってた〝裏切り者〟は、どうやら、あいつらみたいですね……秋雨さんを疑うたがっていたことは謝あやまります」（一同笑）

紅：秋雨さん疑うたがわれてたんだ！（笑）

ＧＭ：「……羊坂さんが失踪する前に、『この学園に〝裏切り者〟がいる』っていうメールを、わたしと、支部長だけに送ってたんです。だから、てっきり秋雨さんが怪あやしいと……」

墓守：ああ、秋雨以外のふたりに送ったのか。そりゃ確かに怪あやしいな（笑）。

秋雨：なんでアタシには送ってくれなかったんスかね～。悲しいッスね～（一同笑）。

アンゼリカ：あ、怪しい……（笑）。

ＧＭ：ちなみに、アンゼリカは羊坂が失踪した後、今から一週間ほど前に、支部の補充要員として派遣されました。なので、アンゼリカと羊坂には面めん識しきはありません。

紅：ふむ～。羊坂さんと、秋雨さんは仲悪かったんですか？

秋雨：そんなことないッスよ～。彼かの女じよ、シスターでしたし、よく一緒に仕事してたッスね。

紅：シスターだったんだ～。

ＧＭ：珠樹は「まあ、あの二人組が本命である以上、秋雨さんのところにメールが来なかったのは、単に優ゆう先せん順位が低かったか、信用できなかったんでしょう」と（一同笑）。

秋雨：ひどいッスね～……まあ、妹にもね、うさんくさく見えるから、そのヘラヘラするのをやめろ、って、よく説教されるんスよね。

紅：お兄さん想いの、いい妹さんですね！（一同笑）

ＧＭ：──さて、そこで、支部長の尾嚙が口を開きます。「いずれにせよ、その二人組については調査しよう。羊坂の件についても、引き続き調査は続ける」

紅：調査は得意です！　任せてください！（一同笑）

ＧＭ：なんだろう、すごい信用ならない。でも珠樹なんかはすごい期待して「さすがトップエージェント、頼たのもしいわね！」とか言ってる（一同笑）。

アンゼリカ：いい子だなー、珠樹ちゃん（笑）。

紅：あ、そうだ。あと、レネゲイド濃度の上昇がおかしい、って聞いてきました。

ＧＭ：尾嚙は頷きます。「その通りだ。そもそもは、その調査を行なうために、このＵＧＮ刻ヶ峰支部は存在している」

紅：そうだったんだ！

秋雨：そうなんスよー。

ＧＭ：「だが、羊坂は失踪し、正体不明の敵が緋蜂を狙ねらった。今は非ひ常じよう事態だ」

紅：……敵、なのかなぁ。あのふたり。

墓守：（ほがらかに）敵じゃないよ（一同笑）。

ＧＭ：珠樹は紅の言葉に呆あきれて「襲おそいかかってきたなら、敵に決まってるわ」と言います。

紅：そうなんだけど……う～ん。なんか変な感じだったんだよね。う～ん……（悩なやんでいる）。

ＧＭ：では、そこで支部長が紅に向き直る。「キミには、この刻ヶ峰学園に転校生として潜入してもらうことになる」

秋雨：そうッスね。加賀美サンと鳩宮サンも生徒として潜入してますし、尾嚙サンは教師、アタシは神父に偽ぎ装そうして学園に入はいり込こんでるッスから、緋蜂サンもそうするッス。

紅：任せて！　練習してきたから。ばっちりです！

ＧＭ：支部長が無表情のまま「……練習？」と尋たずねる。

紅：はい、転校生の練習です！（一同笑）

ＧＭ：支部長は無表情に秋雨を見ます。

秋雨：尾嚙サン、困ったからってアタシに振ふるのやめてくれます？（一同笑）

ＧＭ：「別に、困ったわけではないが……。そうか、練習か」

紅：はい！　任せてください♡

秋雨：なんだかわからないッスけど、あんまり突つっ込こまない方が良さそうッスね……（笑）。

ＧＭ：さて、そんなところで、そろそろ授業が開始する時間になります。

紅：あ、そうだ。わんちゃんどうしよう……今は外に待たせてるけど。

秋雨：とりあえず、授業の間くらいはアタシが見てましょうか。それと、緋蜂サン。

紅：はい？

秋雨：尾嚙サンは授業がない時はだいたいここにいますし、アタシは、教会の裏に休きゆう憩けい室しつがあって、だいたいそこにいますから、何かあったら来てください。

紅：わかりました、教会の裏ですね！

秋雨：そうそう。だいたいそこで、ワイン飲んでます（一同笑）。

紅：が、学校でお酒!?

秋雨：ま、ほら、あれは神の血ですから、いいんですよ。

ＧＭ：珠樹が「いいわけないでしょう！」って、おでこ光らせて怒ってますよ（一同笑）。

秋雨：ま、それはそれとしてね……ともあれ、支部にはそこそこメンバーもいますんで、あんまり抱かかえ込こまないで、適てき当とうに頼たよってください。

紅：あ……はい！　ありがとう！

秋雨：うちの妹も、どうも役目やら仕事ってなると、一いつ生しよう懸けん命めいになりすぎてね。心配になるもんスから。紅サンも、ま、適当にね。ぼちぼちやるッスよ。

紅：う～ん、秋雨さんはいい人っぽい！　アルミも外しておこう。

アンゼリカ：ずっとつけてたですか!?（一同笑）

秋雨：んじゃま、教室の方は──あー、鳩宮サンが同じクラスなんで、案内してもらうつもりだったんスけど、いないんスね。

ＧＭ：珠樹が、「わたしは三年なんで階が違いますが、案内くらいはやりますよ」と。

秋雨：んじゃ、お願いするッス。

ＧＭ：そんなところですかね。最後に支部長が「校内に敵てき対たい者しやが潜んでいる。そして、行動を開始した可能性が高い。くれぐれも全員、気をつけるように」と言います。

紅：わかりました！　……よぉ～し、まずは転校だ！（一同笑）




　始業の鐘かねが鳴る。学園の、一日の始まりを告げる鐘だ。

　紅は、ふんすと気合を入れて歩き出す。まずは転校の挨拶を完かん璧ぺきに決めてやるのだ。
















◆Inter Scene◆幕まく間あい




ＧＭ：──と、いったところで、導どう入にゆう部ぶ──オープニングフェイズが終了です。

紅：やっとＰＣが全員出て来た～！

ＧＭ：そうですね。ＰＣ全員登場するまでがオープニング、みたいな感じでした。

紅：でも、まだどんな人なのか全然わかんないですね。特に墓守さん！

墓守：俺は超イイヤツだよ（一同笑）。

アンゼリカ：信用ならないのです……まあ、秋雨さんも大たい概がいうさんくさいですけど（笑）。

秋雨：いやいや、アタシは実直な神父ですよ。鳩宮サンの方が、色々隠してるっぽいと思うッスけどね～。

紅：みんなして色々隠しすぎじゃない!?（一同笑）

ＧＭ：はい、そういうセッションなので（笑）。紅ががんばって色々調べると、秘密がわかって、読者もスッキリしていくと思いますよ（笑）。

紅：がんばらなきゃ……！

墓守：ま、でも、自分以外のＰＣが何知ってるかは、こっちもわかンねェんだよな。

アンゼリカ：そうなのです。だから、みんなすごく怪あやしく見えるのです（笑）。

ＧＭ：はい、そういうドキドキも楽しんで頂いただければと──では、シーンを進めましょうか。







　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆子こ供どもの情じよう景けい




　紅くれないが転入するのは、刻ときヶが峰みね学園二年Ａ組。

　教室のある新しん校こう舎しやは、クラシックなデザインながら、先ほどの旧きゆう校こう舎しやとは違ちがい、新しく綺き麗れいな建物だった。紅は、高鳴る胸むねを押おさえつつ、教室の扉とびらを開けた。




ＧＭ：教室には、男女合わせて三十人くらいの生徒がいて、チャイムの後に遅おくれて入ってきた紅に注目しています。アンゼリカも同じクラスですが──。

アンゼリカ：窓まど際ぎわの、後ろの方の席で……不ふ機き嫌げんな感じで窓まどの方向いてるです（笑）。

紅：まだ怒おこってるのアンちゃん～？

ＧＭ：じゃ、アンゼリカを気にしてる紅に、担たん任にんの先生が声かけてきますよ。二十代後半の女じよ性せい教きよう師しで、眠ねむそうな顔してます。「あ～……転校生、適てき当とうに自じ己こ紹しよう介かいして……」

墓はか守もり：本当に眠ねむそうだなこの先生（笑）。

ＧＭ：うん。ちなみに名前は眠木姫子ねむき・ひめこ。テストの監かん視し官とかになると、ずっと寝ねてる系けいの先生です。

アンゼリカ：名前、そのまんまだなー（笑）。

紅：よーし、じゃあ、挨あい拶さつします！　心の中で、「スパイ大作戦その四、空気になりたまえ！目立つな……目立つんじゃない！」と唱えながら、黒板の前に立ちます。

一同：…………。

紅：で、ばんばんばん！　って、黒板に「緋ひ蜂ばち紅」って書いて──振ふり向むきます！

アンゼリカ：既すでに目立ち気味なんですけど……（笑）。

紅：キリっとして教室のみんなを見て──。




紅：みなさん、日本の人口が何人だか知ってますか？




ＧＭ：急に何の話!?（一同爆ばく笑しよう）

秋雨：これ、クラスメイト、ぽかーんって顔してるッスよね（笑）。




紅：──私わたしは知りません（一同爆笑）。




墓守：知らねェのかよ!!（爆笑）

アンゼリカ：なんで知らないのに人口聞いたですか!?（一同笑）

ＧＭ：クラスメイトたち、むっちゃざわざわしてるよ（笑）。

紅：──知らないけど、たくさんいるのは間ま違ちがいない。だから、一生出会うことがない人も、たくさんいると思います。でも、私たちは出会った……。

アンゼリカ：お、おう……（一同笑）。

紅：これって、すごいことだと思うんです。こういうのを、縁えんっていうんだと思います。だから──私は、みなさんと仲良くなりたいです。よろしくお願いします！

秋雨：いい話になったッスね（笑）。

紅：よっしゃ、決まった！　ってガッツポーズします（一同笑）。

ＧＭ：クラスメイトはみんな、感心して拍はく手しゆしてますよ（笑）。

墓守：（クラスメイトになって）「なんか壮そう大だいな子だな～」（笑）

アンゼリカ：では、ここで《声なき声》を使用します。脳のう裏りに直ちよく接せつ声が──『緋蜂さんのシンドロームはなんですか？』と（一同笑）。

紅：シンドロームはブラム＝ス──だめだめ！　バッテンマスクしますよ！

ＧＭ：突とつ然ぜんマスクをした紅を見て、クラスメイトがざわざわしてます（笑）。

紅：ふーっ、危あぶなかった！

アンゼリカ：それ、紅の中では「うまく誤ご魔ま化かした」ってことになってるですか（一同笑）。

墓守：クラスメイトの困こん惑わくが、止とどまるところをしらない（笑）。

秋雨：つか、マスクが出て来たってことは、あのデカいトランクも持ってきてるッスね。

紅：そう！　ゴロゴロ引きながら席に──あ、先生、私はどこに座すわればいいですか？

ＧＭ：先生は眠ねむそうに「あー……どっか空いてるトコ、適当に……」と。

紅：転校生といえば、後ろの窓際の席ですよね！　そっちに行こう！

ＧＭ：じゃあ、周囲の生徒はすごいざわざわして、紅に注目してますよ（一同笑）。

秋雨：いきなり赤毛の転校生が来て、あの挨拶にデカいトランクだもんなぁ（笑）。

紅：私は、なんでこっちを見るんだろ？　って不思議に思ってる。

ＧＭ：こ、これがスパイ大作戦その四、空気になりたまえ……か（一同笑）。

紅：ルンルンって歩いて、アンちゃんの前の席が空いてて、やった！　って座すわる！

アンゼリカ：わたしは紅の様子を見ていて……つい、「ふふっ」って笑っちゃって、前に来たんで、慌あわてて窓の方を見てるです（笑）。

紅：（嬉うれしそうに）アンちゃん、今笑ってたでしょ！

アンゼリカ：笑ってないです。

紅：噓うそだあ～♡

アンゼリカ：噓じゃないです。──ここで、脳裏に直接言います。『すごく──』

紅：すごい？　私の挨拶すごかった？

アンゼリカ：『ものすごく目立ってるです』

紅：どうして!?（一同爆笑）

アンゼリカ：どうして……どうして目立たないというテーマから、あのトークなのか、わたしが聞きたいのです（一同笑）。

紅：……っていうか、やっぱりこの声！　アンちゃんでしょ！

アンゼリカ：何のことだかさっぱりなのです。周りのみんなも不思議そうに、ひとりで騒さわいでいる紅を見ているのです（一同笑）。

紅：もぉ～って膨ふくれてから、ちゃんとアンちゃんの方を見て──さっきは、ごめんね？

アンゼリカ：……。わたしが紅をぶったことは──。

紅：あ、気にしてない！　ていうか、そのこと忘わすれてた！

アンゼリカ：…………そういうところです。

紅：え？　なになに？　どういうところ？

アンゼリカ：……なんでもないです。

ＧＭ：ちなみに、アンゼリカは一週間くらい前にこのクラスに転校してきてますが、クラスでのイメージとか扱あつかいはどんな感じですか？

アンゼリカ：天使です（一同笑）。

ＧＭ：天使！

アンゼリカ：いつもニコニコしていて、可愛かわいらしく振ふる舞まってますです。

ＧＭ：了りよう解かいです。周りの生徒は紅と話す様子に、「知り合いなのかなぁ？」って顔で見てますね。──では、そんなところで、眠木先生が「あー……そうだ、緋蜂」と。

紅：はい！

ＧＭ：「えーと……あれ、今日、何日だっけな」とぼんやり指を折る。「あー……ウチの学校、三日後が学園祭だから、んで、準じゆん備びもあるし、自習とか多いけど、よろしく」

紅：学園祭！　素す敵てき！　アンちゃん、学園祭だって！

アンゼリカ：……無む視しするのです（一同笑）。

ＧＭ：「そんなわけで……早速だが、自習ー……」と言って、先生は出て行きます。

紅：ねえねえアンちゃん、うちのクラスは学園祭何やるの？

アンゼリカ：そんなことより、わたしたちには、やらなければならないことがあるです。

紅：……う～、でも、せっかくの学園祭だし……。




　紅がアンゼリカと話していると、ひとりの女子生徒が立ち上がり、教きよう壇だんに立った。

　ざわついていた教室の空気が、張はり詰つめたものに変わっていく。




紅：なんだか緊きん迫ぱくしてきた！

ＧＭ：緊迫してます。前に立った女子生徒は、真しん剣けんな表ひよう情じようで言います。「……眠木先生も言ってましたが、学園祭まであと三日しかありません──なのに」

紅：なのに？

ＧＭ：「うちのクラスでは、まだ出し物が決まっていません」

墓守：それ、もうダメだろ!?（一同笑）

ＧＭ：「こうなってしまったのは……まず、提てい出しゆつ期き限げんを眠木先生が忘れていたというダメな理由がひとつ。それでも、気づいてすぐに決めればよかったのに、揉もめに揉めてしまい、クラスの意見がまとまらないというダメダメな理由がひとつ……」

秋雨：なんでそんな揉めたんスかね……（笑）。

ＧＭ：「……意見が割われ、こじれているのが現げん状じようです。委員長のわたしの責せき任にんでもあります」──他のクラスメイトからは「もう無理じゃねー？」みたいな声が聞こえてきます。

紅：諦あきらめないで、がんばろうよ委員長！

ＧＭ：じゃあ、委員長は紅に笑いかけます。「ありがとう、緋蜂さん。わたしは、クラス委員長の伊武麻衣子いぶ・まいこです。転校してきたばかりで申もうし訳わけないんだけど、こんな状じよう況きようで……緋蜂さんにも、是ぜ非ひ意見を出して欲ほしいの」

紅：うん、一いつ緒しよに考えよう！　せっかくの学園祭だもん！

アンゼリカ：イラっとした顔になるです（一同笑）。（紅に）……やるべきことがあると言ったです。こんなことに構かまっている暇ひまはないです。

紅：で、でも……クラスがピンチなんだし……。

秋雨：選せん択たくを迫せまられてるッスね～。

ＧＭ：はい、その通り、ここでは──クラス会議、学園祭の準備に参加するか、それとも調ちよう査さを行なうかの選択になります。

アンゼリカ：どちらかを選ぶ必要があるですね？

ＧＭ：そうです。この後の予定として、二年Ａ組はこんな状況なので、教師に直じき訴そしてほとんど自習にしてもらい、放課後も準備にあてます。そのため、学園祭の準備に協力すると、調査を行なうことは、今日はできません。

紅：……うう、選べない！　どうしよう！

アンゼリカ：わたしは調査に行くです。

紅：そんなっ！　クラスがこんな状況なのに……！

アンゼリカ：（弱々しい声で）こほっ……ごめんなさいなのです、ちょっと具合が悪くて、申し訳ないですけど、保ほ健けん室しつに行ってくるです。

ＧＭ：（クラスメイトになって）「ああ、天使のアンゼリカちゃんが咳せきを！」「すぐに保健室に行ってくれ！」「アンゼリカちゃんの健康が第一だよ！」（一同笑）

秋雨：相変わらず、やにおの出すモブキャラは頭悪いなぁ（笑）。

アンゼリカ：……紅も一緒に調査に来るです。

紅：あ、えっと、私は……どうしよう……調査、行った方がいいよね。

ＧＭ：教室では、委員長が「とにかく出し物を決めるわよ！」と言いますが、「お化け屋敷！」「屋台村！」などと意見が割れています。で、「メイド喫きつ茶さが一番賛さん成せいが多いね」「でも、今から衣い装しようの調達は無理だろ……」という会話が──。

紅：（勢いきおいよく）衣装ならあるわ！

ＧＭ：クラスメイトは「え、どこに？」と戸と惑まどいますが──。

紅：バン！　と机つくえの上にトランクを出して開けるよ！　ほら、メイド服に、ナース服に、秘ひ書しよ！　ＣＡ！　くのいち！

墓守：（クラスメイトになって）「くのいち!?」（一同笑）

ＧＭ：はい。というわけで──紅は調査には行きません（一同爆笑）。
















アンゼリカ：（溜ため息いき）もう知らないのです……わたしは行くです。

紅：あう～、アンちゃん～。

ＧＭ：ではアンゼリカは退たい場じようして、調査は別のシーンにしましょうか。

アンゼリカ：了解なのです。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：教室では、クラスメイトが紅の机を囲んで「すげー」「いろんな服がある！」「なんでこんなに衣装持ってるの……？」とざわざわしています（笑）。

墓守：（クラスメイトになって）「なんか、どれもどことなくセクシーだぞ！」

アンゼリカ：セクシー（笑）。

秋雨：委員長の伊武さんが「あんまりいやらしいのはちょっと……」と（一同笑）。

ＧＭ：ではそこで、男子のひとり──そうですね、そんなに背せは高くないけどスポーツマンっぽい、元気そうな子が、「いいじゃん、いやらしいの。サービス満点だぜ」と、委員長に向かって、からかうように言います。

墓守：（クラスメイトになって）「そうだよ！（便乗）」

ＧＭ：すると、委員長が、むむって険けわしい顔になって、「弾だん児じ！　アンタまたそうやって茶化して！」とぷんすか怒おこります。

紅：弾児くんっていうんだ。

ＧＭ：「あ、俺おれ、阿玉あ だま弾児。よろしくな、転校生」彼は男子の中心人物のようですね。

アンゼリカ：意外とクラスメイトに設せつ定ていがある（笑）。

ＧＭ：あとは……そうですね、茶ちや髪ぱつで、けっこうメイクとかネイルとか盛もった感じの子が「ま～、でももう時間ないしぃ～、転校生のアイデアでよくな～い？」と。

紅：（嬉うれしそうに）ギャルだわ！

ＧＭ：はい。ギャルです。「ウチ宇津木椎子うつぎ・しいこね。よろしく、紅ちゃん」

紅：よろしくね！　阿玉、伊武、宇津木であいうえお順だ……（笑）。

ＧＭ：そうです（笑）。──で、今教室は大おお雑ざつ把ぱに男子と女子で割れています。阿玉くんを中心とした男子が「セクシー路線でいいじゃん」と言って、伊武さんら女子が反発、と。

紅：（考えて）……じゃあ、男子がセクシーな服着たらどうかな？

墓守：（男子生徒になって）「誰だれが得するんですかねえそれは……」

ＧＭ：今度は逆ぎやくに盛もり上あがる女子、微び妙みように盛もり下がる男子。ざわざわしてちょっと混こん乱らんしてきて──伊武さんは困こまった感じ、阿玉くんは混乱してるのを楽しんでる感じかな。

紅：う～ん……（腕うで組ぐみして考かんがえ込こむ）。

墓守：やばいね。まとまらなくなってきた。

紅：よし！　こうしよう！

一同：（注目する）

紅：男子とか女子とか関係なく、みんな着たい服を着ればいいよ！　衣装は自分で用意してもいいし、私が何でも出してあげるし！

ＧＭ：伊武さんが「コスプレっていうか、仮か装そう喫きつ茶さ、みたいな感じ？」と。

紅：うん！　どうかな!?

ＧＭ：そうすると、まずギャルの宇津木ちゃんが「それよくな～い？」って言って、周囲の生徒たちも「それでいいかな」「なんか楽しそう！」って言い出します。で、みんな、紅のことを、尊そん敬けいと信しん頼らいの目で見ている（一同笑）。

秋雨：あんなに揉めてたのが、転校生が一発で決めてくれたもんね。

アンゼリカ：しかも、衣装がいくらでも出てくる（笑）。

ＧＭ：もうね、カリスマ！　エリート！　みたいな感じでキラキラした目で見てる。

紅：くくく……はぁ～、やっぱりわかっちゃうかぁ～！（一同笑）

秋雨：（クラスメイトになって）「でも、喫茶店っていうなら、飲食物がいるよね。許きよ可かも必要だろうし、今から食材や調理道具を用意するのも大変そう」

紅：任まかせて、ケチャップとマヨネーズならいくらでもあるわ！

ＧＭ：「おお、ケチャップとマヨネーズだ！」「いくらでも出てくるぞ！」（一同笑）

アンゼリカ：……それだけあっても仕方ないのです（笑）。

紅：あんパンと牛ぎゆう乳にゆうもあるよ！

ＧＭ：ふむ……そうすると、紅に触しよく発はつされた他のクラスメイトも「うちにお歳せい暮ぼの紅こう茶ちやあるよ」とか「うち、パン屋だから頼たのめば用意してもらえるかも」と言い出します。

紅：すごいじゃない！　そうだよ、みんなで力を合わせればなんでもできるよ！

秋雨：……ハハ、面白い人ッスね、緋蜂サンは。

ＧＭ：──では、クラスは紅を中心に、準備を始めよう、というムードになってきます。委員長が、「よーし、緋蜂さんのおかげでまとまったし、時間がないから、すぐ具体的なこと決めていこう！　メニューのリストアップとか、教室の飾かざり付つけとか──」

紅：決めなきゃいけないこといっぱいだ！　がんばろう！

ＧＭ：「弾児、アンタもちゃんと手伝ってよね」「わかってるよ、うるせーな」とかの、伊武さんと阿玉くんのやりとりもあります。

紅：あのふたり、仲いいよね！

ＧＭ：「あー、あのふたりねー。幼おさななじみなんだよねー」と宇津木ちゃん。

紅：そうなんだ。くふふ、トキメキだね（一同笑）。

墓守：完全に溶とけ込ンでいる（笑）。

紅：みんなでがんばろ！　いいお店にしようね！




　いつの間にか、クラスは紅を中心にまとまっていた。

　明るく、一いつ生しよう懸けん命めいに、元気よく。日にち常じようの中でも、いつでも真剣。

　それが、緋蜂紅という少女なのだった。







◆Middle02◆調査Ⅰ




　──一方、その頃ころ。鳩宮アンゼリカは、屋上に向かう階かい段だんを上っていた。




ＧＭ：──では、ひとり調査に出たアンゼリカのシーンです。

アンゼリカ：人のいないところ……そうですね、屋上に行くのです。道すがら、《地じ獄ごく耳みみ》で、紅のいる教室の様子を聞いています。

秋雨：〝領りよう域いき〟を拡かく大だいして、その中の事象を見聞きするエフェクトッスね。

アンゼリカ：なのです。教室の窓のところに鳩が止まっていて、それを通じて聞いているです。

ＧＭ：了解です。教室では、紅があっという間に人気者になり、頼たよられています。

紅：えへへ……♡

秋雨：もう、すっかり調査のこととか忘れてるッスよ（一同笑）。

ＧＭ：アンゼリカはやっぱり、ぷんすかしながら歩いてますか。

アンゼリカ：いえ、「しょうがないですね……ふふっ」って笑っているのです。

紅：やだ！　なにそれ、見たい！

アンゼリカ：紅の前ではそんな顔しないのです。

紅：どうして～？　見たいのに～。なんで冷たくするの～？（一同笑）

ＧＭ：じゃ、調査に来ないのを怒ってたりはしないと。

アンゼリカ：はいです。紅は、そういう子なので仕方がないのです。

ＧＭ：なるほど。──さて、何を調べますか。

アンゼリカ：墓守のことを調べるです。

墓守：ま、そうだろうな。




　──刻ヶ峰学園新校舎、屋上。授じゆ業ぎよう時間中であり、人気はない。

　初夏の空は晴はれ渡わたり、木々の香かおりをはらんで微かすかな風が吹ふいていた。

　アンゼリカが空を見上げると、応こたえるように数羽の鳩が空に舞まう。




アンゼリカ：知りたいのは、所しよ属ぞくや目的、それに現げん在ざいの居い場ば所しよあたりです。

ＧＭ：なるほど。経けい歴れきについては、〈情じよう報ほう：ＵＧＮ〉か〈情報：裏社会〉で調査可か能のうです。居場所については──（墓守に）今、学校内にいるの？

墓守：少なくとも教室にはいねェな。サボってる。

ＧＭ：でしょうね。捜さがす場合は、ネズミがエフェクトで居場所を隠いん蔽ぺいしているので、ネズミと〈知覚〉での対決になります。

アンゼリカ：では、まずは経歴を洗あらうです。スマートフォンでＵＧＮのデータベースにアクセスするのです。〈情報：ＵＧＮ〉で。

ＧＭ：了解です。難なん易い度どは８になります。

アンゼリカ：【社会】が６……ダイス目が、クリティカルして17、〈情報：ＵＧＮ〉のレベルを足して達成値ち19です。

墓守：たっけェ！

ＧＭ：墓守清正とネズミ──根津美子は、刻ヶ峰学園二年Ｃ組の生徒です。彼かれらは一ヶ月ほど前に転入してきています。

秋雨：ってことは、一回うちの支し部ぶでも経歴は洗あらってるッスかね。

ＧＭ：はい。ただ、ちょうど入学シーズンだったこともあって対象が多く、通とおり一いつ遍ぺんのことしか調べてませんでした。その時は、一いつ般ぱん人じんだ、という結果でしたが、これは──。

アンゼリカ：偽ぎ装そうだったですね。

ＧＭ：そういうことです。オーヴァードとしての能のう力りよくも目もく撃げきしてますから、あらためてＵＧＮのデータベースを当たったところ、フリーランスの傭よう兵へいコンビがヒットします。コンビ名は、槍やり使いとネズミのふたりであることから〝ヤリネズミ〟。

アンゼリカ：かっこわるいです（一同笑）。

墓守：ああ、まあ……うん（目を逸そらす）。

ＧＭ：他にも、こんなことがわかります。




・ヤリネズミの〝ヤリ〟、墓守は超ちよう凄すご腕うでの傭兵で、超強つよい。

・ヤリネズミの〝ネズミ〟はハッカーで、超セクシーな偽装工作のスペシャリスト。

・どんな無茶な依い頼らいもこなす凄すご腕うでのオーヴァード傭兵コンビだ。

・ヤリはネズミにけっこう惚ほれているという噂うわさ。




アンゼリカ：なんだこれ（一同笑）。

紅：ね、ネズミちゃんて……セクシーだった？

墓守：いや（笑）。

紅：惚れてるの？

墓守：……いやぁ（笑）。

秋雨：なんか、いきなりギャグみたいになったッス（笑）。

アンゼリカ：……これがＵＧＮのデータベースに……（笑）。

ＧＭ：はい。「所属はどこでもない。フリーランス。フリーすぎる」とか書いてある。

アンゼリカ：明らかにネズミが書いてるです（一同笑）。

墓守：いや～、判はん定ていに成功してるから、ホントのことだぜ～？（笑）

ＧＭ：ここで、アンゼリカは【精せい神しん】の判定をしてみてください。

アンゼリカ：【精神】は低い……ん、達成値は４なのです。

ＧＭ：では、得られる情報は以上です。

アンゼリカ：スマートフォンをしまって。……嫌いやな感じです、と呟つぶやくです。

ＧＭ：はい。まあ、実じつ際さいにはＵＧＮのデータベースを検けん索さくするだけじゃなくて、情じよう報ほう屋やに当たったり、校内の噂を集めたりもするでしょうが、特にそれ以上の情報は出ませんでした。

アンゼリカ：ふむ……。学校ではどんな感じなのですか。

墓守：フツーに帰き宅たく部ぶだな。授業中は寝てる。ネズミが代わりにノート取ってたりするンだけど、字が汚きたなくて俺に怒おこられたりしてる（一同笑）。

紅：ほほえましい！

アンゼリカ：了解なのです。──では、一通り調べた後、屋上の金かな網あみのところに歩いてきて、溜息をついて手を添そえるです。

ＧＭ：周囲の森や、その向こうに川、そして刻ヶ峰市の町まち並なみが見えます。

アンゼリカ：……思おもい詰つめたような表情で、呟つぶやくです。




「もしかして、次は、あいつら、ということですか──」

　押おし殺ころしたようなアンゼリカの呟きは、初夏の風に流されていった。







◆Middle03◆見知らぬ国々と人々について




　──夕ゆう刻こく。

　新校舎の一角。誰もいない準じゆん備び室しつのひとつ。

　そこに、墓守清正と相あい棒ぼうのネズミの姿すがたがあった。




ＧＭ：さて、墓守のシーンにしましょうか。時間的には夕方くらいのイメージです。

墓守：けっこうダメージ喰くらったからな。アジト……ってワケじゃねェけど、ネズミに隠蔽させた部屋で、今日は休息してた。

ＧＭ：70点近く喰らってるからね、常じよう人じんなら二、三回死んでる。

墓守：ちっ、ネズミよォ、幻げん覚かくだってワリに、全然治ンねーぞ！　ってブツクサ言いながら、プロテインバーとか囓かじってる。

ＧＭ：「うう、大だい丈じよう夫ぶですかマスター、だいぶ重じゆう傷しようすぎる感じなんですけど……」

墓守：へっ、このくらい、俺にとっちゃ掠かすり傷きずよ。……あ、いてて。

秋雨：どっちスか（笑）。

墓守：強がってンだよ（笑）。……しかしネズミよォ、あのなンとかいう赤いの。

ＧＭ：「〝レッドホーネット〟ですか」

墓守：そいつだ。どうも、様子がおかしいじゃねェか。

ＧＭ：「何にも知らなすぎる感じでしたね……」

墓守：ああ。……凄腕うでのスパイだってンなら、そのくらいの演えん技ぎはするかもしれねェが。

紅：ふひひ……スパイです♡

墓守：……やっぱり演技な感じはしねェよなァ（一同笑）。

ＧＭ：「でも、これだけのことが起こせるほどのオーヴァードなんて、他に思いつかなすぎるんですよね」

墓守：だよなァ。こンな小せェ支部に、ＵＧＮ日本支部直ちよく属ぞくのトップエージェントだ。なンかある、と考えるのが自然だわな。

紅：何の話だろう……。




　シーンには登場していないものの、紅（のプレイヤーの有世さん）には、墓守とネズミの会話は聞こえている。なにやら意味ありげな会話に、そわそわする有世さんだった。




紅：みんな意味わかるのかな？

アンゼリカ：……どうでしょうか（笑）。

秋雨：（にっこり）

紅：もう！　謎なぞが多い人達だよぉ～！（一同笑）

ＧＭ：──では、そこで、部屋に、とててて……と、数すう匹ひきの鼠ねずみ──ハツカネズミが入って来ます。で、ネズミの腕に登って、チューチュー言ってる。

墓守：ネズミが《アニマルテイマー》で使役してる鼠か。──どうだ、例の赤いのは。

ＧＭ：「う～ん……なんか、連中の教室ではずっと、学園祭の準備してます。コスプレ喫茶とかいって、なんかすごい楽しすぎる感じです」（一同笑）

墓守：ああン？　教室には、あの赤いのはいねェんだろ？

ＧＭ：「〝レッドホーネット〟は残ってるっていうか、中心になって衣装とか出してますよ」

墓守：襲しゆう撃げきされたってのに、すげェ余よ裕ゆうだな（一同笑）。

ＧＭ：ちなみに、紅たちのいる二年Ａ組だけでなく、刻ヶ峰学園全体が、学園祭の準備でバタバタしています。夕方になっても、あちこちでトンカントンカン作業の音がしたり、バンドや吹すい奏そう楽がく部が演えん奏そうの練習をしたりと、賑にぎやかですね。

墓守：はン。平和なもンだね──と、まるで異い国こくを見るような感じになる。

ＧＭ：「……そうですね。平和すぎて……なんだか、別世界です」とネズミ。ふたりとも、こういった平へい穏おんな日常からは遠いところで生きてきてますからね。

紅：そうなんだ……。

墓守：ああ、そうだ、ネズ公。一いち応おう情報持ってきたンだ、ご褒ほう美びやンねェとな──と、ポケットをごそごそしよう。

ＧＭ：「ひっ！　す、すいません、ぶたないでください！」

墓守：ぶたねェよ。どうして、おめェはそンなビビリなんだよ。──ほら、角かく砂ざ糖とうだ。

ＧＭ：「角砂糖！　嬉しすぎます！」両手で抱かかえて、カリカリ囓かじるネズミ。
















紅：か、かわいい……（笑）。

ＧＭ：「甘あますぎます！　美味しい！」

秋雨：普ふ段だん殴なぐってるからびびってるわけじゃないんスね？

墓守：殴ったりしねェよ。前の飼かい主ぬしあたりが悪かったンだろうさ。

ＧＭ：そうですね。腕とかちょっと上げると、ビクっとして顔庇かばったりする系。

墓守：しかしまァ、どうしたもんだかな。

ＧＭ：「う～ん、何が起こってるのか、全然わからなすぎますねぇ」

アンゼリカ：…………。

紅：何の話してるのかわかんないよ！（笑）

墓守：こっちはこっちで、知りたいことがいっぱいあンだよ（笑）。

秋雨：……ふむ。アタシ、ここに登場してもいいッスかね。

ＧＭ：一応偽装してあるので、ネズミと〈知覚〉の対決が必要ですが。

墓守：俺はそのへンは全部ネズミに任せてる。

秋雨：じゃ、ま、やってみますか。〈知覚〉は２レベルある──うん、達成値10。

ＧＭ：ネズミは……達成値６でした。登場できますよ。

秋雨：んじゃ、侵しん蝕しよく率りつ上げて、と。──その準備室のドアを開けるッスよ。




　扉が開く──瞬しゆん時じに墓守が、続いてネズミが身み構がまえる。

　開いた入り口には、ひょろりとした神父が、軽けい薄はくな笑みを浮うかべて立っていた。




秋雨：や、ど～も。だいぶ混乱してるみたいッスねえ？

墓守：──おいおい、神父さンよォ、男女がふたりで密みつ会かいしてンだ、少し気を利かせたらどうだ？　お邪じや魔ま虫は嫌きらわれるぜェ。

ＧＭ：「はっ、密会！　ドキドキしすぎます！」

秋雨：そういう誤魔化しはいらないッスよ。時間の無む駄だじゃないスかね。

墓守：……はァん。そういうことね。──あンた、ＵＧＮだっけな。

秋雨：よくご存ぞんじで。

墓守：ま、ここを根ね城じろにしてるオーヴァード連中のことくらいはな。

ＧＭ：「え、誤魔化しだったんですか？」とか若じやつ干かん不満そうなネズミ（一同笑）。

墓守：今はそういう話はいいンだよ！（笑）

アンゼリカ：ネズミかわいいのです……（笑）。

秋雨：まず、アタシの方からひとつ質しつ問もんさせてもらえるッスかね。

墓守：……言ってみな。

秋雨：アナタたちは──〝林檎〟を持ってますか？

墓守：……ああン？　なンだそりゃ？

ＧＭ：「か、角砂糖なら……」と囓かじりかけの角砂糖を惜おしそうに差し出すネズミ（一同笑）。

秋雨：ふたりとも知らない、って返事でいいッスかね。──じゃ、《真しん偽ぎ感知》を。

墓守：お？

ＧＭ：噓を見み抜ぬく、ハヌマーンのイージーエフェクトですね。〈ＲＣ〉で判定してください。

秋雨：そんなに【精神】高くはないッスけど……お、クリティカル。17ッス。

ＧＭ：なら、わかります。ふたりとも、噓はついていません。

秋雨：なるほど。いや、知らないならいいんスよ。

墓守：……あンた、今起きてるこれについて何か知ってンのか？

秋雨：たいしたことは知らないッスよ。




　探さぐり合あうように、墓守と秋雨の視し線せんが絡からむ。




ＧＭ：「で、でも、神父さんはとりあえず、こっち側なんですよね？」とネズミ。

秋雨：そうッスね……アタシは、保持者キーパーって呼よんでますが、まあそれです。

墓守：保持者キーパーねェ……。他にもいンのか？

秋雨：さぁ？

墓守：…………信用ならねェオッサンだ。

秋雨：ま、アナタたちが、何をしようとしてるのか、多少の見当はついてるッスよ。〝レッドホーネット〟──確たしかに、彼かの女じよが鍵かぎです。

紅：私っ!?（一同笑）

墓守：……へェ。わざわざ、それを俺たちに教えてくれるわけだ？

秋雨：同じＵＧＮなもんで、アタシは彼女について調べるとかは、やりづらいんスよね。

紅：え……？

アンゼリカ：ありさんが、すっごい不安そうな顔してる（一同笑）。

墓守：はァん……アンタはアンタで、こっちのツテで調べて欲しい、ってワケだ？　──タダでコキ使う気じゃないよなァ。こっちは傭兵だぜ。

秋雨：そうッスねぇ……なんか、だいぶ怪け我がしてるッスね？

墓守：そう。実はさっきからすごく治して欲しい！　と思っていたが、ＰＣは平気な顔してるし、自分から治して欲しいとか言えない……噂になったら恥はずかしいし……。

秋雨：何言ってんだ（笑）。じゃ、前まえ払ばらいってワケじゃないッスけど、ちょっとお節せつ介かいさせてもらうッスよ──と、ロザリオを、墓守の上にかざす──で、雨あま粒つぶが滴したたっていく。

墓守：お、傷きずが治っていきやがる……！

秋雨：70点くらい減ってんスよね。じゃ、《癒いやしの水》を二回使って──はい、全ぜん快かい。

墓守：プレイヤーとしてはすごい嬉うれしい！　でも墓守は──こういう、優やさしげな大人ってのはイマイチ信用できねェンだよなァ？　と言う（笑）。

秋雨：それでいいッスよ。ま……アナタだけじゃないッスけど、どうも、学校ってのは、ウチの妹と同じくらいの年とし頃ごろの子供ばっかりで、どうしても甘あまくなっちまう。

墓守：ま、子供に優やさしいのはいいこった──前払い、ありがたくもらっとく。

秋雨：ささやかなもんスけどね、と。そう言って、部屋を出て行く。

墓守：……ふむ。特に何もせずに見送る。

ＧＭ：ネズミが「どうするんですか、マスター」と不安そうに聞いてきます。

墓守：手がかりが少ねェからな、ひとまずは、あの神父の口車に乗っておくさ。




　そう答えると、墓守は刺青いれずみの彫ほり込こまれた自身の腕をなぞる。

「……さっさと手がかりを摑つかンで、こンなトコロからは出ていかねェとな」

　その言葉に応えるように、白はつ骨こつの刺青が微かすかに蠢うごめいた。







◆Middle04◆子供は眠ねむる




　紅は、深夜までコスプレ喫茶の計画を話し合い、疲ひ労ろう困こん憊ぱいして自室に戻もどった。

　刻ヶ峰学園学がく生せい寮りようの一室。二段だんベッドが置かれた二人部屋には、既に同室者──アンゼリカが戻っていた。




紅：どっひー、疲つかれたぁ～！　って言いながら帰ってくる！

ＧＭ：充じゆう実じつ感に溢あふれてますね（笑）。

紅：そうなの！　大変だったけど楽しかったぁ～！

アンゼリカ：……黙だまって紅の顔を見ます（一同笑）。

紅：一緒の部屋なんだね！　これからよろしくね♡　って手を差し出します。

アンゼリカ：その手を無視して……好きに使うといいです、と冷たく言うのです。

紅：あのね、クラスの出し物、コスプレ喫茶になったんだよ！

アンゼリカ：（素そっ気けなく）そうですか。

秋雨：緋蜂サンは、めげないなぁ（笑）。

紅：も～！　アンちゃんも、もっとクラスに溶とけ込こんでいこうよ！

アンゼリカ：……さすがにカチンときて、冷たい口調で言います──そんなことをしている場合ではないのです。

紅：う……でも──。

アンゼリカ：でもじゃないのです。

紅：で、でも幸子。

アンゼリカ：アンゼリカです（一同笑）。

紅：ごめん、アンちゃん。うう……だって、せっかくの学園祭だよ？

アンゼリカ：事じ件けんには関係ないのです。

紅：コスプレ喫茶楽しいと思うんだけど……あ、もしかして、お胸が小さいから着たくないんでしょ？（一同笑）

アンゼリカ：いえ、それも取とり柄えだと思っているです。

紅：またまた～。男の人は、お胸がおっきい方が好きなんだよ？

アンゼリカ：そんなのどこで聞いてきたのですか。アカデミアですか（一同笑）。




『リプレイ・アカデミア』では、有世さんが真っ平らな貧ひん乳にゆうキャラ、あづささんが豊ほう満まんな巨乳キャラで格かく差さを見せつけたのである。




紅：今度はこっちが大きい方だよ～！　はぁ～、肩かたこっちゃったぁ～！（一同笑）

墓守：すごい巨乳アピールだ！（笑）

ＧＭ：うーん……。

一同：？

ＧＭ：これ……アンゼリカは知ってるんじゃないですかね。

紅：！　わ、私の〝秘ひ密みつの花園〟がぁ……！

アンゼリカ：あっ……（察し）。




「うふふ～、やっぱりお胸が大きくないから、コスプレしたくないんでしょ？」

　得意げに胸を揺ゆらす紅。

　しかし──アンゼリカがジト目になって紅の胸むな元もとを見つめると、その揺ゆれは大きく、不自然になっていき──。




アンゼリカ：《テレキネシス》でその胸の詰め物を動かしてやるです。

紅：あ、あ、ちょっと待って、なんで──！　って、服からパッドが三枚まい……じゃないや、六枚飛び出て、浮うかんじゃう！

墓守：入れすぎだろ!?（一同笑）

紅：うう……なくなってしまった胸を押さえて、さめざめと泣いてます（一同笑）。

アンゼリカ：溜息をついて、あらためて紅の方を向くですよ。

紅：正せい座ざしてます（一同笑）。

アンゼリカ：──わたしたちは、調査のためにこの学園に来たです。

紅：そうだけど……アンちゃんは、調査ばっかりで、楽しいの？

アンゼリカ：楽しいとかは関係ないのです。そのために来ているのですから。

紅：そうだけど……それだけじゃ、寂さびしいよ。

アンゼリカ：……言い返そうとして、急に言葉に詰つまるです。

秋雨：お？

紅：あのね、私たちが調査したりするのって、それってさ、ただ事件を解かい決けつするだけじゃなくて、もっと大切なものを守るためだと思うんだよね。うーんと……。

アンゼリカ：……日常、ですか。

紅：そう、それ！　そのためにはさ、仕事とか調査とかだけじゃなくて、学園生活も大事だと思うの、私！

アンゼリカ：……両方やってくれるなら、別に文もん句くはないです。

紅：やった！　じゃ、アンちゃんも一緒に、学園生活も仕事も両方やろ！

アンゼリカ：一緒に──ですか。

紅：そうだよ～。一緒の方が楽しいよ！

アンゼリカ：…………そういうところです。

紅：え、どういうところ？

アンゼリカ：……別に、なんでもないです。

紅：も～。どういうところが、どうなのか、言ってくれないとわかんないよ～。

アンゼリカ：…………。

紅：なんでも言って。私、アンちゃんのこと、もっと知りたいよ。

アンゼリカ：俯うつむいて……そこで、弾はじかれたように顔を上げるです。──真面目に仕事をする気がないなら、とっとと家に帰るといいのです。

紅：アンちゃん……？

アンゼリカ：親の七光でトップエージェントだって聞いたです。ぬくぬく育ってきた人は、家に帰ってぬくぬくしていればいいのです……平和に暮くらしていれば……！

墓守：怒ってる感じだな。

秋雨：どうスかねぇ……怒ってるっていうより──。

紅：──七光……か。




　不意に、紅の顔が曇くもる。

　それは、これまでに見せたことのない──悲しみの表情だ。




紅：……俯いて、手を、ぎゅって……拳こぶしを握にぎっちゃう。

アンゼリカ：それを見て──ちょっと、反はん応のうが意外だったので、止まっちゃうです。

紅：そうだよね、七光って言われないように、ちゃんとしなきゃね。

アンゼリカ：……少し、言い過ぎたのです。

紅：いいの！　思ってること言ってくれて、嬉うれしかった。ありがとう。

アンゼリカ：ありがとう……？

紅：うん。アンちゃんが、正直に言ってくれるのが嬉しいんだ。やっぱり、口にしないと伝わらないから。私、もっとアンちゃんの思ってること、知りたいよ。

アンゼリカ：………………。言い過ぎたことは謝あやまるです。今日は、もう寝ねるです。──って、ベッドの上の段に上ります。

紅：そっか。色々あったもんね。うん、おやすみ。電気消すね。




　部屋が暗くら闇やみに包まれ。ふたりの少女はベッドに潜もぐり込こむ。

　どこか気き詰づまりな沈ちん黙もくは、やがて訪おとずれた微睡まどろみに紛まぎれてゆき──。




ＧＭ：ふたりが眠ねむりに入る直前くらいでしょうか……ぼんやりと、部屋の中央に薄うす明あかりが出現します。

紅：……え、なんだろ。

ＧＭ：そこには、ひとりの少女が立っています。しかし、その姿は半はん透とう明めいで、ぼんやりとしている。あなた方と同じくらいの年ねん齢れいで、刻ヶ峰学園の制せい服ふくを着ている……ような感じ。

紅：がばっ！　って起き上がる。な、なんだろ。幽ゆう霊れい!?

アンゼリカ：──あ。

ＧＭ：少女は、あなた方を悲しげな瞳ひとみで見つめ……何か言いかけたように見えますが、不意に消えてしまいます。

紅：なんだったんだろう。アンちゃん、今の見た？

アンゼリカ：……返事はしません。

紅：寝てるのかな……。じゃあ、しばらく、きょろきょろしてから、ベッドにまた横になって──あの子、何が言いたかったのかな……って呟きます。

アンゼリカ：…………。

ＧＭ：──では、一日目の夜はこれで終わりです。




　しばらくすると、二段ベッドの下──紅から、規き則そく正ただしい寝ね息いきが聞こえてきた。

　上のベッドではアンゼリカが闇やみの中、いつまでも少女の消えた場所を見つめていた。
















◆Middle05◆木馬の騎き士し




　朝──　紅くれないがこの刻ときヶが峰みね市に来て、二日目の朝だ。

　夜の言い争い、不思議な少女の幽ゆう霊れい……。

　そんなあれこれも、朝の光の眩まぶしさに、遠い記き憶おくのような気がした。




ＧＭ：──というわけで、翌よく日じつ。学園に来て二日目ですね。

紅：私わたし寝ね坊ぼうしてバタバタしてます！　おー、食パン食パン！

墓守：食パン？

アンゼリカ：くわえたまま走る、ということが言いたいのだと思うです（一同笑）。

紅：アンちゃん、いそご！　ちこくちこく～！

アンゼリカ：紅が寝坊をしたせいなのです。

ＧＭ：では、校こう舎しやに向かうと……門のところに、ひとりのやけに目立つ女子生徒がいます。

紅：ん？　目立ってる人がいる！

ＧＭ：はい。金きん髪ぱつの縦たてロールで、プロポーションもやたらとメリハリがつき、特に胸むねのあたりが大変目立っております。ゆっさゆっさ。

紅：…………。

アンゼリカ：そういえば、パッドは今日も……。

紅：三枚まいよ！　これが一番いいバランスだってマミィが言ってたから！（一同笑）　じゃあ、私、その人のところに行って──スパイ失しつ格かくね！　って言う。

ＧＭ：「は？」（一同笑）

紅：スパイは目立っちゃいけないんだからね！

ＧＭ：その女子生徒は困こん惑わくした顔で隣となりのアンゼリカを見ます（一同笑）。

アンゼリカ：気にしないで欲ほしいのです。その人はちょっと寝ねぼけているのです（笑）。

ＧＭ：「そうか。いきなりクッソわけわかんねぇこと言い出して、アホかと思った」

紅：すごい口が悪い！　そんなキラキラの外見なのに～。

ＧＭ：「……ですわ」

一同：ですわ!?（一同笑）

秋雨：なんスか、そのとってつけた感じは（笑）。

ＧＭ：いやいや、周りにいっぱいいる他の生徒たちが、「『ですわ』とは実に上品だ」「さすが生徒会長、今日も上品だ」「おしとやかだ」と口々にその上品さを褒ほめ称たたえますよ。

紅：どういうこと!?（一同笑）

秋雨：だからなんで、やにおの出すモブキャラはそんなアホばっかなんだ（笑）。

アンゼリカ：……生徒会長、ってことは、三年のソフィア・コクマーですね。

紅：すごい名前！　こんにちは、転校生の緋蜂紅です！　って挨あい拶さつする。

ＧＭ：「バカみたいに目立つのが来たって言うんで、見に来た……のですわ」

紅：いやいやいや、全然派は手でじゃないし、目立ってないですよ♡

ＧＭ：「何ボケたこと言ってんだこのアホが……ですわ」（一同笑）

紅：あれー？　目立ってないのに……。

ＧＭ：「ま、それはともかく、生徒会長のソフィア・コクマーですわ。学園祭前でクソ騒さわがしい時期の転校で大変だろうが、困こまったことがあったら相談してくれ……ですわ」

紅：はい！　ありがとうございます！

アンゼリカ：それにしても、落ち着かない口調の人なのです（一同笑）。

ＧＭ：では、ソフィアは最後に紅を、じ、と見てから……金髪をなびかせて去って行きます。取とり巻まきも「今日も生徒会長は上品だなぁ！」と口々に褒ほめ称たたえつつ一緒に移い動どうする。

アンゼリカ：……なんだこの学校（笑）。

ＧＭ：──さて、教室に行くと、やっぱり今日も眠ねむそうな眠木先生が「あー、なんか準じゆん備び大変そうだから、今日もだいたい自習で」とあっさり言って、出て行きます。

アンゼリカ：すごくざっくりした先生なのです（笑）。

ＧＭ：遅おくれた原げん因いんのひとつは、眠木先生のミスなので、気を遣つかってるんですよ（笑）。

紅：よ～し、今日もがんばるぞ♡

ＧＭ：委員長の伊い武ぶさんが前に出て、「のんびりできないよ！　今日は衣い装しようの決定と準備、それから教室内の改かい装そう準備も、もう始めないと間に合わないよ！」と厳きびしく言います。

紅：もう明後日なんだもんね！　こりゃ大変だぁ……！

ＧＭ：というわけで──二日目ですが、今日も「学園祭の手伝いをする」か「調ちよう査さに行く」かの選せん択たくを行なうことになります。

紅：……う～ん。……どっちもやるのは難むずかしい？

ＧＭ：授じゆ業ぎようもなくて、準備が一日中あるので、ちょっと難しいですね。

紅：うう～～！　どうしよう……。

ＧＭ：教室では、熱心な生徒が既すでに準備を始めていますが、「ダメだ、技ぎ術じゆつ科かの工具はもう全部借りられてる！」「まだホームセンター開いてないよね？」とかの会話をしています。

紅：バン！　ってトランクを開けて──工具ならあるよ！

ＧＭ：紅は教室の準備に参加することになりました（一同笑）。

紅：し、しまったぁ～！

アンゼリカ：……ふぅ、と溜ため息いきをついて──わたしは行くのです。紅は手伝うといいのです。

紅：アンちゃんも一緒に……って言いかけて、でも、昨日のことを思い出して黙だまっちゃう。

アンゼリカ：歩き出してから、一度止まって……たくさん並ならんだ衣装の中からひとつを選んで、指さしておきます。これにするのです──衣装だけは決めてから行くです。

紅：アンちゃん……ありがとう！

アンゼリカ：一応、少しは参加するです。紅に……言われたですから。

紅：嬉うれしい！　ねえねえ、何着るの？　何着るの？

アンゼリカ：メイド服を指さすです。これがわたしに一番似に合あうです（一同笑）。

紅：すごい自信だわ！　私もこっちが落ち着いたら調査手伝うね！

アンゼリカ：絶ぜつ対たい無理だと思うです（一同笑）。……でも、紅はそれでいいです。

ＧＭ：ではアンゼリカは調査に、と。──何をしたいですか？

アンゼリカ：墓守を捜さがすです。

ＧＭ：なるほど……。では、先にアンゼリカの方を描びよう写しやしましょう。




　　　　＊　＊　＊




アンゼリカ：昨日と同じように、屋上に向かうです。

墓守：ンじゃ、こっちから出向くか──屋上に行く途と中ちゆうの階かい段だんにいるよ。

アンゼリカ：身み構がまえるです。

墓守：おっと、今日はやり合うつもりはねェ。ちィっと話がしたくてな。

アンゼリカ：……油ゆ断だんはしないです。けど、こちらから攻こう撃げきもしないです。

墓守：ま、そンなところだろうな。一応、自じ己こ紹しよう介かいしておくか。俺おれは墓守清正。金で動く、ま、フリーランスってやつだ。

ＧＭ：「自分はネズミです」とネズミ。墓守の陰かげに隠かくれながら（一同笑）。

アンゼリカ：……知っているです。墓守清正と根ね津づ美子。傭よう兵へいコンビ〝ヤリネズミ〟。

墓守：……だ、だせェ（一同笑）。

秋雨：アンタが決めたんじゃないんスか（笑）。

墓守：あー……おー……。（[image: ←]なんともいえない表ひよう情じよう）

アンゼリカ：ＵＧＮのデータベースには、根津美子がセクシーだとかあったです（一同笑）。

墓守：はァ？　ネズミがか？　……後ろのネズミを見るぞ（笑）。

ＧＭ：ネズミは「ぷすー、ぷすー」と口笛を吹ふく真ま似ねをしています（一同笑）。

墓守：余よ計けいなことしやがったな、てめェ（笑）。

ＧＭ：「す、すいませんマスター！　ぶたないでください！」

墓守：しねェよ！　やめろよ、俺がいつも殴なぐってるみてェに聞こえるだろうが！（笑）

アンゼリカ：ネズミ……根津美子のアダナですか。

ＧＭ：「……根津美子は偽ぎ名めいです。自分の名前はネズミです」

紅：え、そうなの？　名字とかは？

墓守：コイツにゃ親もいねェし、名前って言っても、適てき当とうに付けたもンだ。ま、俺も似にたようなもンだけどな。

アンゼリカ：……興きよう味みないです。

墓守：そうかい。ま、そうだろうな。

アンゼリカ：わたしは鳩宮アンゼリカです。

墓守：アンゼリカ……長ェな。なンか白いからシロでいいか。

アンゼリカ：……好きに呼よぶといいです。

墓守：ンじゃ、シロよ。あンた、あの赤いのの護ご衛えいじゃねェのかい？　離はなれてもいいのか？

アンゼリカ：今はこれが一番いいです。──まだ二日目ですから。

墓守：お～？　よくわかンねェが、あれだな。あンたも保持者キーパーか。

アンゼリカ：保持者キーパー……？

墓守：あ？　お？　……そうか、知らねェのか。ふむ……。

アンゼリカ：意味はわかるです。……うーん、誰だれがその言葉を使ったか聞くか……。

墓守：言わない方が良さそうだ（笑）。




　墓守に保持者キーパーという言葉を伝えたのは秋雨だ。

　同じＵＧＮでもアンゼリカは知らない……という、微び妙みような状じよう況きようである。




紅：わからない会話がいっぱいあるよ！（一同笑）

秋雨：隠かくし事ごと持ちの三人も、知ってることにはけっこう差があるッスからねー（笑）。

アンゼリカ：……いや、それは気にしないです。──こちらが聞きたいことはひとつです。

墓守：お、なンだい？

アンゼリカ：この先も、紅を狙ねらうつもりですか？

墓守：……あの赤いのか。俺が聞きてェのもそこだったンだが……ま、質しつ問もんの答えは「保ほ留りゆう」だな。ただ、あいつをどうにかすれば解かい決けつする、ってわけでもなさそうかねェ。

アンゼリカ：この状況をどうにかしたいなら、紅には手を出さない方がいいです。

墓守：──お前ェ、何を知ってる？

紅：そう！　みんな何知ってるの？　教えて～！（一同笑）

アンゼリカ：…………。

ＧＭ：──アンゼリカは、今も《地じ獄ごく耳みみ》で教室の様子を確かく認にんしてますか？

アンゼリカ：してるです。

ＧＭ：では、教室で悲鳴が聞こえます。

紅：ええっ!?

アンゼリカ：無言で、教室に向かって全力疾しつ走そうするです。

墓守：おい、シロ！　……ちっ、なンだ？

ＧＭ：「えっとマスター、追いますか？」

墓守：あー……どうも、こンがらがってんな。こりゃ、もうちょい様子見だ。監かん視しは出しておけ、だが、気づかれそうなら引いていい。

ＧＭ：「はい」と、一応校内に鼠ねずみを放っておきます。──で、一いつ旦たん場面を切きり替かえます。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、二年Ａ組の教室。教室内では、喫きつ茶さ店てん用の改装作業を進めています。

紅：悲鳴って、何が起こったの？

ＧＭ：はい。作業中に、壁かべにするはずだった大きな木のボードが倒たおれてきました。上がった悲鳴は、それに巻まき込こまれそうになったクラスメイトたちのものです。

紅：ボードが……大変だ！

ＧＭ：ボードを集め、塗と装そうや飾かざり付つけをして教室を仕切る、という作業の途中でした。が、固定が甘あまかったのか、それが倒れて、十人くらいの生徒が巻まき込まれそうになります。

紅：怪け我がしちゃう……！　私、止めます！

ＧＭ：了りよう解かいです。紅はオーヴァードでもあり、常じよう人じんをはるかに超こえる筋きん力りよくで、倒れてきたボードを支ささえます──が、ひとつを止めたところで、隣のボードがぐらり……と揺ゆれ、そして次々と連動してバランスを崩くずし、一いつ斉せいに倒れてくる。

紅：ちょ、ちょっと……！　えっとじゃあ、みんなをかばいます！

ＧＭ：ではアンゼリカ──猛もうダッシュで教室に辿たどりつくと、一斉に壁が倒れてきており、悲鳴を上げてしゃがみこむ生徒たちを、紅がひとりでかばおうとしています。

アンゼリカ：《テレキネシス》で壁を止めるです！

ＧＭ：では、倒れてきていたボードが、奇き跡せき的てきなバランスで互たがいを支ささえ合った……ように見える感じで、止まります。

紅：……あれ、大だい丈じよう夫ぶだった？

アンゼリカ：教室に飛とび込こんで叫さけぶです──何をやっているのです！

紅：アンちゃん、心配して来てくれたの？　ありがとう！

ＧＭ：紅は、アンゼリカがエフェクトで止めたことはわかっていいですよ。

紅：うん。アンちゃんの近くに行って、小声で──助かった、ありがとね！　って言う。

アンゼリカ：……そんなことじゃないのです。

紅：うん？

アンゼリカ：貴方あなたは……またそうやって、他人をかばって……。

紅：だって、私オーヴァードだもん！　頑がん丈じようだし、みんなをかばうのは当然だよ！

アンゼリカ：（溜息をついて）わかったのです。とりあえずボードをちゃんと固定するのですよ。……で、ＧＭ。これ、本当に事じ故こなのですか？

墓守：確たしかに……壁が全部一度に倒れてくるとか、不自然だな。

ＧＭ：〈知覚〉の判はん定ていをしてみてください。

アンゼリカ：……低い。達成値ちは４です。

ＧＭ：では、ただの事故のように見えます。

アンゼリカ：…………むう、です。

ＧＭ：クラスメイトは、「助かったぁ……」「緋蜂さんありがとう」と、ほっとした様子。

紅：誰も怪我がなくてよかった！　急がなきゃいけないけど、気をつけようね！

ＧＭ：「そうだな」「慎しん重ちようにな！」と、頷うなずき合い、作業が再さい開かいされます。

紅：私、壁の固定手伝うね！　トランクからトンカチ出す。

ＧＭ：委員長がぎょっとします。「な、なんでも出てくるんだね、そのトランク」（笑）

紅：どんな状況にも対たい応おうできるのがスパイよ！

ＧＭ：「……スパイ？」

紅：はっ──わ、私はスパイじゃないけど!?

ＧＭ：委員長は困惑した表情をしています（一同笑）。

アンゼリカ：紅は子こ供どもっぽいのです、とそっけなく言いながら、手伝うのです。

紅：も～、アンちゃんの意地悪♡（一同笑）

ＧＭ：嬉うれしそうだなぁ……（笑）。じゃあ、委員長も手伝いながら、「緋蜂さんと鳩宮さんは、会ったばっかりなのに、すごく仲いいんだね」って笑います。

紅：くひひ♡　そうなの。すごく仲良しなんだよ！　みんなは？

ＧＭ：「え？」

紅：このクラスのみんなは仲いい？

ＧＭ：「す、すごくふんわりした質問だね？」（一同笑）

墓守：的てき確かくな表ひよう現げんをする高校生だな（一同笑）。

ＧＭ：「一年生の時から持ち上がりで同じクラスだし……そうだね、仲は──よかった」

紅：よかった？　なんか変な……。

ＧＭ：そこで、不意に隣で、宇う津つ木ぎさん──ギャルの子が「あーそうだ転校生、ちょっと演えん劇げき部ぶにタペストリー借りに行くんだけど～、手伝ってくんね？」と話しかけてくる。

紅：うん、いいよ！

ＧＭ：「あ、転校生っていうと、鳩宮ちゃんもか。ちょうどいいから、一緒に行こう？」

アンゼリカ：……構かまわないのです。

ＧＭ：では、三人で廊ろう下かに出ます──歩きながら宇津木ちゃんが「うちのクラスね、一ヶ月くらい前までは仲良かったんだけどね～」と、あっさりした感じで言います。

アンゼリカ：やっぱり、中で話しにくい話題なので場所を変えたですね。

紅：ギャルは気き遣づかいするからね！（[image: ←]なぜか自じ慢まんげ）

ＧＭ：「ちょっと最近は、なんつーの？　ぎくしゃく？　することが多かったんだよね～」

アンゼリカ：それは、わたしは知ってるですか？

ＧＭ：アンゼリカは一週間くらい前に転校してきたから、まあ、時々、クラスが男子と女子に分かれて険けん悪あくな感じになる──くらいは、気づいててもおかしくないですね。

紅：一ヶ月前になにかあったの？

ＧＭ：「うーん、うちのクラスは、委員長の伊武っちと、阿あ玉だまっていう男子を中心にまとまってたんだよね。ふたりが仲良かったんで、おかげで全体もうまくいってた、っていうか」

紅：幼おさななじみなんだよね♡　うひ……ときめきですなぁ～（一同笑）。

ＧＭ：「阿玉はさ、野球部のエースだったんだけど、一ヶ月くらい前に怪我してさ」

紅：ええっ！　大丈夫なの？

ＧＭ：「あ、生きるの死ぬのって話じゃねーよ？　ただ、野球はもうダメらしくてさー、そんでピリピリしてて。委員長は気ぃ遣っちゃって、それが余計イライラさせるしで──」




　それぞれ男子、女子の中心人物となっていた伊武と阿玉がぎくしゃくすることで、教室の中も、いつの間にか男女に二分されるような形で、揉もめることが増ふえてきたのだという。

　学園祭の出し物がいつまでも決まらなかったのも、そのせいなのだと。




紅：ピッチャー……エースが野球できなくなるなんて、辛つらすぎるね……。

ＧＭ：「──でも、緋蜂ちゃんが来てくれて、ズバっと出し物決めてくれてさ、準備でもバンバン前に出てくれるから、みんな安心して盛もり上あがって……なんかちょっと前みたいに、クラスが仲いいよ。緋蜂ちゃんのおかげだよ、ありがとね～」

紅：ほんと？　ありがとう！

ＧＭ：「なんでウチがお礼言われるの？」と宇津木ちゃんは笑います。「でもなんか、すごいよね、緋蜂ちゃんは。タダモノじゃない感じ」

紅：え、そう？

ＧＭ：「壮そう大だいな挨拶するし、鞄かばんの中なんでも入ってるし、変わってるよね。個こ性せいある」

紅：──ダメ、それ！

ＧＭ：宇津木ちゃんはビクっとします。「え、なに？　どうしたの？」（一同笑）

紅：私は個こ性せいあっちゃいけないの！

アンゼリカ：ほら……空気になる、っていう目標が……（笑）。

紅：私は普ふ通つうだから。気にしないで！　って口笛吹く（一同笑）。

ＧＭ：「あ、うん、むしろ、めっちゃ気になるけど……」（一同笑）

紅：そ、それよりさ！　そっか、クラスでそんなことがあったんだね……でも仲良くなってきたんだよね？　もっと仲良くなるといいよね、これから！

ＧＭ：宇津木ちゃんは、柔やわらかく笑って「そうだね」と言います。

アンゼリカ：……わたしは、全然気づかなかったです。

紅：どしたの？

アンゼリカ：クラスに、そんなことがあったって。

ＧＭ：「ん、いや～。しょうがないんじゃね？　鳩宮ちゃんが来る前の話だし。それに……鳩宮ちゃんて、アレだよね……他人に心開かない系けい？」

アンゼリカ：そんなことないですよ？　アンゼリカにはみんな優やさしくしてくれるし、アンゼリカはみんなのこと大好きですよ？　と天使のような笑顔になるです（一同笑）。

ＧＭ：「大丈夫？　なんか営えい業ぎよう中のアイドルみたいになってるけど大丈夫？」（一同笑）

アンゼリカ：心開かないってなんデスか。アンゼリカ日本語よくわからないデス。

紅：ちょ、ちょっとアンちゃん、喋しやべり方かた変だよ！　どうしちゃったの!?（一同笑）

アンゼリカ：アンゼリカ帰国子女デスから（一同笑）。

ＧＭ：「でも緋蜂ちゃんには、他の人とちょっと違ちがう感じっていうか、本音で接せつしてる感じするな～……って思ったけど、まあ気のせいでいいよ」（笑）

墓守：ものすごい賢かしこい子だな（笑）。

ＧＭ：ギャルは人の心の機き微びに敏びん感かんだからね。

紅・アンゼリカ：うん！

秋雨：なんだこのギャル観の一いつ致ち（一同笑）。

ＧＭ：で、「ウチは適当にサボってくるから、後よろしく～」って宇津木ちゃんは去る。

紅：去っちゃうんだ！（笑）

アンゼリカ：見送ってから、ぽつりと……潜せん入にゆう先で演えん技ぎするのは、当たり前なのです。

紅：うーん……それも、なんか寂さびしいけど。

アンゼリカ：宇津木さんには、これから居い眠ねむりするたびに、《声なき声》で「アンゼリカはいい子なのですよ～、アンゼリカは天使なのですよ～」って囁ささやくことにするです。

紅：こわいよ!?（一同笑）

アンゼリカ：……紅は同じＵＧＮだから、昨日──から、本音を言うようにしてるです、と。

紅：そっか、ありがと！　ふふ、本当のアンちゃんを見せてくれるの、嬉しいな～。

アンゼリカ：…………そういうところです。

紅：どういうところ？　ちょっと、本音本音～！（一同笑）

ＧＭ：──では、そんな感じでふたりは話していって──アンゼリカは、このまま手伝いに合流する感じでいいですか？

アンゼリカ：そうするのです。さっきの事故もあったので気をつけるです。

ＧＭ：了解です。では一度、シーンを切りましょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、登場してない秋雨のシーンにしましょうか。

秋雨：いや、アタシは、監視……んー、学園のあちこち見てるだけッスからねー。このまま二日目終しゆう了りようでいいッスよ。

ＧＭ：了解です。では、これで二日目は終了になります。




　学園祭が近づき、校舎全体が騒さわがしく、浮うき立たった感じになっていく。

　多くのクラス、部活では当然のように準備が遅おくれ、生徒たちは焦あせった、そして高こう揚ようした表情で、校内を走り回る。

　紅も、クラスメイトと一緒になって駆かけ回まわり、アンゼリカはそれを見守っている。

　そして日が変わり──学園祭の前日がやってきた。
















◆Middle06◆重大な出来事




　紅が刻ヶ峰学園に来て、三日目。

　いよいよ、学園祭の前日。学園中で、生徒たちが準備に駆かけ回まわっていた。




ＧＭ：さて、三日目なのですが……全員登場で、必要なら場面を分ぶん割かつして進めます。というわけで、全員、今日はどんな感じに過すごすか教えてください。

アンゼリカ：準備を手伝うです。

紅：え、そうなの？

アンゼリカ：もう前日ですから。

紅：アンちゃんが手伝ってくれるの嬉しい～。私も準備がんばるよ！

墓守：俺は……そうだな、なるべく気づかれないように紅を見み張はりたい。

紅：え～、出て来てもいいのに～！（笑）

ＧＭ：秋雨はどうしますか？

秋雨：んー……メモで渡わたしていいッスか？（一同笑）

ＧＭ：はい、いいですよ。

紅：秘ひ密みつの行動！　やだも～！（笑）

アンゼリカ：アンゼリカ、まだセッション中一度も神父と会ってないです（笑）。

秋雨：ははは。ま、そういうこともあるッスよね～……と（ＧＭにメモを渡わたす）。

ＧＭ：（確認して）……はい、ＯＫです。必要なら判定します。

紅：な、なんだろう……。

ＧＭ：では、墓守は隠れてますし、秋雨も秘密なので、基き本ほん的てきには昨日と同じく、紅とアンゼリカが準備をする場面でいきましょう。まずは、学園の様子から──。




　学園祭前日は、様々な〝足りないもの〟が発生する日である。

　そのため、学園に続く長い坂では、〝買い出し部隊〟が、息を切らせて往おう復ふくしている。

　一方、校こう舎しや内ない、体育館、講こう堂どうなど、準備の必要なあらゆる場所では、生徒たちが必死に飾り付けをし、飲食物や大道具の準備をし、劇や演えん奏そうの練習をしていた。




紅：私、もう学園中走り回ってるよ！　私がやらなきゃ！

ＧＭ：この学校は買い出し大変だし、色んな道具を持った紅は引ひっ張ぱりだこですね。

紅：おう！　もう、トランクからアイテム出しまくりだよ！

秋雨：まあ、《万ばん能のう器具》があるんで、なんでも出せるッスけど……元から入ってたものは、あんまり役に立たないッスねぇ……。

紅：そ、そんなことないよ？（笑）

ＧＭ：たとえば、教室内の飾り付け。「あー、やっぱ喫茶店だし、観葉植物とか欲しいよなぁ……どっかに大きな葉っぱとかないかなぁ……」

紅：あるよ！　ほら、葉っぱ！（一同爆ばく笑しよう）

墓守：じゃあ、別の場所では──「まずいな、連れん絡らく取るのに糸電話が必要だ」。

紅：任まかせて！　トランクに入ってる！（一同爆笑）

アンゼリカ：糸電話が必要な状況ってなんですか!?（笑）

墓守：それはほら、強きよう烈れつなジャミングで携けい帯たいが通じないとか（一同笑）。

ＧＭ：どこの戦場だよ!?（笑）




　突とつ貫かん工事で進める教室の改装。飲食物の準備。衣装のフィッティング。

　あらゆる場面で紅は活かつ躍やくした。

　誰よりも懸けん命めいに、誰よりも──楽しそうに。




アンゼリカ：……わたしは、ずっと紅のそばにいるです。

紅：そうなの？　じゃ、一緒♡

アンゼリカ：移動する時も、「紅はどこに行くです？」って聞いて、ぴたっと……。どこに行くにもついていくような感じです。

紅：ふふ……♡

ＧＭ：むちゃくちゃ嬉うれしそうですね（笑）。

紅：だって、私のこと好きってことでしょ？（一同笑）

アンゼリカ：……特に否ひ定ていはしないです。




　校内は、あちこちで大おお騒さわぎだった。

　あるクラスでは、お化け屋や敷しきに本物の〝呪のろわれた岩〟を持もち込こもうと（クレーンで）して、それを祀まつっていた地主と神主に怒ど鳴なり込こまれていた。

　あるクラスでは、生徒による現げん役えき高校生キャバ……まあ、色っぽい喫茶店（？）を計画していたが、教きよう師し陣じんの情じよう報ほう網もうに引っかかり、体育科の教きよう師し総そう出でで制せい圧あつされた。

　講堂では軽音学部とブラスバンド部が練習時間の割わり当あてで揉もめ、各所の階段は、資し材ざいを運ぶ生徒で大だい混こん雑ざつ。揉もめ事ごとが起こるたびに、仲ちゆう裁さいのため生徒会が走り回る。




紅：もー、大騒ぎ！

墓守：なンか、けっこうバカばっかりだな、この学校（一同笑）。

ＧＭ：プロレス研究会がリハーサルで怪我したり、校医の先生も大わらわです。

墓守：神父に治してもらえばいいんじゃね？

秋雨：アタシ、学校内でエフェクト使って治したりしないッスよ（笑）。

ＧＭ：「怪け我が人にんが出たぞー！　神父を呼よべー！」

アンゼリカ：それ違う意味になってるです（一同笑）。




　日が傾かたむき、沈しずみ……宵よい闇やみに包まれても、多くの教室では明かりが灯っている。

　そして時間は過すぎていき──。

　深夜。二年Ａ組の教室。たった三日で準備したにしては立りつ派ぱな内ない装そうやメニューが準備され、とはいえ、まだまだ未完成で、今こん晩ばんは泊とまりということになった。

　クラスメイトはそれぞれ、買い出しや休きゆう憩けいに出て──今は、がらんとした教室の中に、紅とアンゼリカがふたりきりだった。




ＧＭ：あんなに賑にぎやかだった教室も今は静かで……それでも、泊とまっている生徒は他にもいるため、遠くから、練習する楽器の音や、誰だれかの話し声などが聞こえてきます。

紅：なんか、昼間と違う場所みたい！

アンゼリカ：……そうですね。

紅：今日は、ありがとね、アンちゃん。

アンゼリカ：……なんの話ですか？

紅：ずっと一緒にいてくれて、一緒に準備してくれたでしょ。楽しかった！

アンゼリカ：わたしは──油断なく周囲を見張っています。

紅：……？　アンちゃん、どうしたの？

アンゼリカ：なんでもないです。

紅：そっか……ねえ、アンちゃん、こうやって、日にち常じようを楽しむのも大事だよね。

アンゼリカ：……そう、ですね。紅に言われて、そう──思ったです。

紅：嬉しい！　私、もっとアンちゃんと一緒にいたいよ。ピクニックも行きたいし！

アンゼリカ：……そう、ですね。

紅：うふふ、この学園に来てよかったな～。明日はいよいよ学園祭だね！　一緒にあちこち見て回ろうねっ！

アンゼリカ：あぁ……。




　──アンゼリカは、嚙かみしめるように答える。

「そうできたら……いいですね」




墓守：……なんともいえない響ひびきがあったな。

ＧＭ：──では、そこで、買い出しに行ってた生徒たちが帰ってきます。「お待たせ～」「甘あまいものいっぱい買ってきたよ！」

紅：甘いもの──素す敵てき！

ＧＭ：「そういえば、紅っちは明日何着るの？」「やっぱセクシーなやつ？」

秋雨：すごい仲良くなってる（一同笑）。

紅：あ……自分が何着るか決めてなかった！　ねえ、アンちゃ──。




ＧＭ：そこで、ちょうど、学校の時計台が、一二時の鐘を鳴らします。




アンゼリカ：──生徒たちと紅の間に割わって入ります。

紅：アンちゃん？

アンゼリカ：先手を打って無力化するです。

紅：えっ？　ええええっ！　アンちゃん、何言ってるの!?

ＧＭ：教室の中に白い羽根が舞まい、数人がバタバタと倒たおれます。──が、中のひとりが、うつろな目になって手を持ち上げると……その手が刃に変形します。

アンゼリカ：今回はお前か──！　止める！

ＧＭ：その瞬しゆん間かん──その生徒が《加速する刻》を宣せん言げん。割わり込こみで行動します。

紅：ちょ、ちょっと待ってよ！　ねえ、何が起こってるの!?

墓守：監視していた俺は、窓まどから飛とび込こむぜ。

ＧＭ：可か能のうです──が、割り込みなので行動はこちらが先。刃が、奇き妙みようにゆっくりと──周囲の時間が遅おそくなったように──進み、紅に、回避も防御もできない攻撃を行ないます。

アンゼリカ：わたしが代わりに受け──。

ＧＭ：カバーリングもできません──（ダイスを振ふって）達成値30で、紅に命中。

墓守：ちっ！　見ているしかできねェ！

ＧＭ：紅に52点のダメージです。ＨＰ０──紅は戦せん闘とう不ふ能のうになります。

紅：どうして……？　誰がそんな……。

ＧＭ：顔を見ると、クラスメイトのひとりですね。

アンゼリカ：紅！　《リザレクト》するです！

紅：う、うん。前にやったやつだ。《リザレクト》で復ふつ活かつ──。

ＧＭ：その《リザレクト》を打ち消します。

紅：──っ!?

秋雨：……なるほどね。

ＧＭ：はい。アンゼリカを監視していた秋雨も、この光景は見ています。

アンゼリカ：……割り込み行動が終わったなら、そいつを止めるです！

ＧＭ：はい。紅が戦闘不能になったところで、アンゼリカの羽根がその生徒を無力化しますが──今度はその隣にいた生徒が、Ｅロイス《惨さん劇げきの輪りん廻ね》を宣言。

墓守：その効こう果かは──また割り込みか！

ＧＭ：はい。さっきと同じように手が刃に変わり──紅にとどめを刺します。この攻撃も、カバーリングできません。

秋雨：止められない、か。──とどめを刺さされたら、死亡する。

紅：え…………。私、死ぬの……？

秋雨：……『ＤＸ３』では、戦闘不能から復活する手しゆ段だんはあるけど、死亡から復活する手段はない。これで────死亡だ。

紅：……噓うそ。

アンゼリカ：……間に合わないッ！




　大量の羽根が出しゆつ現げんし、生徒を吹ふき飛とばす。

　しかし、そこに残るのは──白い羽根で飾かざられて、もう動かない、紅の死体。

〝レッドホーネット〟緋蜂紅は──死んだ。
















紅：……死体。そんな、私……。

ＧＭ：他の三人は、この場でどんな反はん応のうをするのか教えてください。

墓守：……二回目の攻撃が始まった瞬間に〝こいつは止められない〟と気づくな。飛び込んできてからは動かないで、周囲を見ている。

ＧＭ：了解です。──アンゼリカは？

アンゼリカ：……呆ぼう然ぜんと……膝ひざをついて──叫さけびます。また、またなのですか！　どうして──！　一体、どうしたらいいですか!?

ＧＭ：監視していた秋雨は？

秋雨：鳩宮サンから目を離さないッスよ。

ＧＭ：なら……（メモを書いて秋雨に渡す）。──紅は倒れ、アンゼリカの悲ひ痛つうな声が響き、同時に、一二時を告げる鐘が鳴り終わります。そして、どこからともなく、真っ赤な光が広がり──周囲を包む。

秋雨：（メモを見て）……なるほどね。




　赤い光が広がり、炸さく裂れつする。

　周囲は──世界は眩まばゆい光に包まれ、覆おおわれて。

　そして──。




　────すべてが暗転する。




　　　　＊　＊　＊




紅：し、死んじゃった……。え。私、途中で死んじゃったよ……！

一同：……。

秋雨：ＴＲＰＧでは、そういうことも、ありますね……（顔を背そむける）。

紅：ど、どうしよう……どうしたら！

ＧＭ：では──紅は、〈意い志し〉の判定をしてください。

紅：え？　えーと……んと、あ、クリティカル！　達成値17です。

ＧＭ：了解です。それと……（ダイスを振ふる）うん、別のＮＰＣも同じ判定をしました。

墓守：何が起こっているのやら（笑）。

ＧＭ：判定は、紅もＮＰＣも成功──とだけ言っておきます。内ない容ようは、後でわかります。それでは、次のシーンへと進みましょう。

一同：……。

ＧＭ：次は、紅のシーンです。

紅：えええええ──────っ!?
















◆Middle07◆不思議なお話




ＧＭ：──気がつくと、キミはそこにいます。




　早朝、刻ヶ峰市の駅前。周囲に人ひと影かげはない。

　どこからか、川の匂においがした。




紅：え！　……え？　あれ？　これって、え？




　リアルにパニックになる紅（と有世さん）。

　わたわたと周囲を見回し、手が無む闇やみに周囲を探さぐる。




紅：これって、えっと……体を、ぱたぱた触さわってみます。っていうか、さっきまでのことは覚えてていいんですよね？

ＧＭ：はい。紅は、刺されて死んだ──と思ったら、今、ここにいます。ちなみに、体に傷きずなどは残っていません。ＨＰも全ぜん快かいしていますし、エフェクトやアイテムの使用回数なども回かい復ふく。つまり、侵しん蝕しよく率りつ以外、元に戻もどっているということです。




紅：朝……だよね。それに川の匂い……えっと、と、時計を見ます！

ＧＭ：三日前──最初に刻ヶ峰市に来た日、同じ時間です。

紅：やっぱり……戻ったの？　でも、なんで……。

ＧＭ：──というところで、アンゼリカが登場します。

紅：あ、迎むかえに……。

アンゼリカ：──ちょっと元気なく。今度は声に出して言うです──間ま抜ぬけな顔をしているのです……と。

紅：アンちゃん！　えっと、あの……わかる？　私、刺されたの！

アンゼリカ：一いつ瞬しゆん、反応できなくて、それから──え？　とだけ、呟つぶやきます。

紅：なのに、また戻って……えっと、私の言ってることわかる!?

アンゼリカ：……困惑した顔になるです。これは──。

紅：わかる……よね？　日にちは戻ってるけど、だって、アンちゃん、今度はちゃんと声に出して言ってくれたもん。だから、アンちゃんは、私の知ってるアンちゃんだよね？

墓守：なるほど。声に出したから……か。

アンゼリカ：紅……貴方は……。

紅：ねえ、この学園で何が起きてるの？　教えて！

アンゼリカ：それは、わたしは……でも……。




　これまでに──紅には──見せたことがないほどに、アンゼリカはうろたえて。

　そして、その瞳ひとみから、ぽろぽろと涙なみだをこぼした。




紅：どうしたの？　どこか痛いたいの？　アンちゃんを抱だきしめる！

アンゼリカ：わたし……わたしは、どうしたら……いいですか……。

紅：どういうこと？　話してみて、一緒に考えよう？

アンゼリカ：……紅は、覚えているのですね。

紅：うん、そうだよ！　ここでアンちゃんと会って、学校行って、学園祭の準備して──それで、刺されちゃって……気づいたら、時間が戻ってたの。

アンゼリカ：これは、この〝ループ〟は……これが、初めてではないのです。

紅：ど、どういう……こと？

アンゼリカ：何度も……何度も、紅は、ここで会って……死んで……戻って。

紅：……時間が、繰くり返かえしてる、ってこと……？

アンゼリカ：……（頷うなずく）。

紅：なんで、そんなことに……。

アンゼリカ：……それは……わたしにも、わからないのです。

紅：そっか。……私、これまでは、生き返っても、忘わすれてたんだ。そうだよね。

アンゼリカ：そうです。紅は死んで、時間が巻き戻って──でも、ここで会う紅は、いつも、死ぬまでのことを忘わすれた、初対面の時の紅でした。

紅：でも、今は覚えてる……。変わったんだ。

アンゼリカ：……そう、みたいです。

紅：アンちゃんは、ずっと、私を助けようとしてくれたの？

アンゼリカ：…………そう、です。

紅：ごめんね、忘れてて。ありがとう、私のために……。でも、これからは、一緒だよ。

アンゼリカ：……紅。

紅：わからないこと、いっぱいあるけど、私、死んじゃったし、きっと次も狙ねらわれるけど。でも、これからは一緒だから、ふたりだから──ぎゅ、って、アンちゃんの手を握にぎる。

アンゼリカ：……はいです。頷うなずいて、握り返すです。

紅：行こう、刻ヶ峰学園に。ふたりなら、きっと大丈夫──。




　人気のない、早朝の駅前。世界に、ふたりしかいないような、そんな光景の中。

　ふたりの少女は手を取り合って、歩き出す。

　この運命に、捻ねじれたメビウスの輪に立ち向かうために。
















ＧＭ：──では、ふたりは刻ヶ峰学園に歩き出します。最初の日……紅の視し点てんだと三日前と同じような、初夏の晴れた日。同じように、ふたりで歩いていきます。

紅：……他にも、このこと……繰り返してるのに気づいてる人はいるのかな。

アンゼリカ：……墓守とネズミ、あのふたりは気づいているです。

紅：そっか……あの、襲おそってきた人たち。

アンゼリカ：他にも、いるかもですけど……。確かく信しんはないです。

紅：じゃあ、とりあえず、ＵＧＮのみんなとか、あと墓守くんたちにも相談してみよう。

アンゼリカ：紅を襲ったのにですか？

紅：なんで襲ってきたのかはわかんないけど……でも、あの人たちも、この繰り返しをなんとかしようと思ってやったんだよね？　だったら、協力できるかも。

アンゼリカ：……紅らしいです。

紅：そかな？　……あ！　（ＧＭに）これ、前より時間経たってます？

ＧＭ：そうですね。駅前で話してた時間も長いですし、前よりは多少時間遅おそいです。

紅：大変！　わんちゃんが溺おぼれちゃう！　走り出します！　いこ、アンちゃん！

ＧＭ：よく覚えてましたね（笑）。

秋雨：あれ、多分あの後ずっとアタシが世話してますよね（笑）。

ＧＭ：じゃあ、走って橋まで行くと──ちょうど川を子犬が流されていきます。

紅：助けなきゃ！　飛とび込こみます！

一同：…………。

アンゼリカ：……《テレキネシス》で、紅の前に犬が浮うかんでいるです（笑）。

紅：そ、そうだった……飛とび込こまなくてよかったじゃん！（一同笑）




　紅は子犬を抱かかえ、アンゼリカと共に橋を渡わたり、坂を登っていく。

　前にも見た、同じ光景だ。

　古い修しゆう道どう院いんを思わせる建物。森の中の小道。その先に──墓守とネズミ。




紅：えへへ……今度は覚えてるよ。って、声をかけます。

墓守：お？　──じゃあ、アンゼリカを見よう。

アンゼリカ：頷くです。──今度は、紅も覚えてるです。

墓守：は～ン。これってよ、段だん々だん増えてくのか？　覚えてる連中。

アンゼリカ：そうみたいです。

墓守：やっぱな。シロは、俺たちより前から覚えてる感じがしてた。

紅：これって、何回も繰り返してるんだよね？

墓守：そうらしいな。俺らはこれで三回目の〝ループ〟、つまり今日は四回目の今日だな。よくわからねェが、三日後になると今日に戻もどるみてェだ。

紅：三回も……。

墓守：こンな馬ば鹿かげた、強力なエフェクトを使えるのは……ＵＧＮでもトップクラスのエージェントしかいねェと思って……前回はあンたを襲ってみた（笑）。

紅：ひどくない!?（一同笑）

墓守：こンなスゴイことできるなんて、ＵＧＮのトップのあンたしかいないと。

紅：……ふ、ふふ……トップ……うひ♡（一同笑）

ＧＭ：すごいうれしそうですね（笑）。

アンゼリカ：……だからといって紅を襲おそうのは、短たん絡らく的てきに過ぎるのです。

墓守：悪かったよ。ま、もう襲うつもりはねェよ。巻き戻っちまうなら意味ねェからな。

紅：よかったぁ……。あ、ちゃんと自己紹介してなかった。緋蜂紅です！

墓守：俺は墓守清正だ。緋蜂紅……ハチでいいか？

紅：うん、好きに呼よんでいいよ！

アンゼリカ：ハチとかシロとか、墓守のセンスは犬の名前っぽいのです（一同笑）。

ＧＭ：──ではそこで、木こ陰かげから、眼鏡めがねをかけた、おでこの女子生徒が現あらわれます。

紅：あ、珠たま樹きちゃんだ。

ＧＭ：です。珠樹はふらふらした足取りで歩いてくると、キミたちを見て──「こ、これは一体……なぜ時間が巻き戻っているのですか……？」と呆然と呟つぶやく。

墓守：（とぼけて）時間が戻るだって？　一体何の話だ？

ＧＭ：「はっ、この事じ態たいに気づいているのはわたしだけ!?」（一同笑）

墓守：あっはっは、信じてる信じてる（一同爆笑）。

紅：やめなよ！（笑）　珠樹ちゃんも覚えてる……んだね？

ＧＭ：「あなた方も……？」さっきのシーンの最後、紅の後に判定していたのは珠樹の〈意志〉でした。

墓守：一度判定に成功すると、以後は記憶を保持して巻き戻る──みたいな感じか。

ＧＭ：そういうことですね。「い、一体何が起こってるんです？」

紅：私たちにもわからないの……。でも、みんなで考えれば……。

秋雨：じゃ、そこで登場しますか。──そうッスねえ、みんなで相談するッスかね。

紅：秋雨さん！　じゃあ、秋雨さんも覚えてる人だったんだ。

アンゼリカ：……やっとアンゼリカと秋雨が対面した（一同笑）。

紅：ね、みんなで話し合って、知ち恵えを出し合おうよ！

墓守：ふン。ま、こっちは構わねェけどな。

秋雨：んじゃまあ、立ち話もなんスから、支し部ぶの方で話すのがいいッスかね、と歩きだそう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──というわけで、旧きゆう校こう舎しや、第二音楽室です。部屋にいるのは、ＰＣ全員と、ネズミ。それから珠樹と──ＵＧＮ支し部ぶ長ちよう、尾嚙です。

紅：いっぱいいる！

アンゼリカ：支部長も……保持者キーパーだったですか？

ＧＭ：尾嚙は黙って頷きます。

秋雨：まぁ、まずは状況をまとめてみるッスかね。この学園では、時間が巻き戻もどり──繰くり返かえす現げん象しようが起こってるッス。これを……ま、とりあえず〝ループ〟と呼よびましょうか。

紅：〝ループ〟……。

秋雨：繰り返す時間は、三日後──学園祭前日の夜から、今日の朝。三日後の夜になると、そこから先には時間が進まず、今朝に戻る──と。合ってるッスかね？

アンゼリカ：……はい。そういう認にん識しきなのです。

秋雨：〝ループ〟が起こった時、普通は記憶を失うッスけど、中には〝前〟の記憶を保たもったまま戻る人間がいる。これもとりあえず保持者キーパーと呼ぶことにしますか。

アンゼリカ：今回から保持者キーパーになったのが、紅と加か賀が美みさん、ですね。

紅：うん。墓守くんは、〝ループ〟が三回目なんだよね……秋雨さんは？

秋雨：アタシは、五回くらいッスかね。尾嚙サンもそのくらいッスよね。

ＧＭ：支部長は頷きます。

紅：五回！　そんなに……。

秋雨：鳩宮サンはどうッスか。

アンゼリカ：……わたしも、そのくらい、なのです。

秋雨：……そうッスか。

ＧＭ：そこで、支部長が教きよう卓たくを操そう作さ。周囲にホログラムでいろいろなデータが出ます。

墓守：すげえ！　ハイテクだ！

ＧＭ：一応、ＵＧＮ支部ですからね、ここ。「……現象としては今秋雨が言った通りだが、この〝ループ〟には、緊きん急きゆうに解決しなければならない問題がある」

紅：どういうことですか？




　尾嚙が提てい示じしたのは、学園を中心とした、刻ヶ峰市のレネゲイド濃のう度どのデータだった。

　それは明らかに異い常じような高さを示しめしている。しかも、その異常さは──。




ＧＭ：──紅が、霧谷雄吾に説明された時より、はるかに高い数すう値ちになっています。

紅：え……？　ど、どういうこと？

ＧＭ：「〝ループ〟が発生するたびに、刻ヶ峰市のレネゲイド濃度は急きゆう激げきに上じよう昇しようしている。その中心はここ、刻ヶ峰学園だ」

墓守：時間の巻まき戻もどしなンて、聞いたこともねェようなエフェクトだ。影えい響きようが出るのは不思議じゃないがな……。

ＧＭ：「このまま上昇を続ければ、遠からず刻ヶ峰市では最悪の事態──ジャームの大量発生が起こるということだ」

紅：そんな……！

ＧＭ：「したがって、我われ々われＵＧＮとしては、この〝ループ〟の発生を、一いつ刻こくも早く食い止めなければならない」

秋雨：そういうことッスね。そこの、フリーランスのおふたりさんも、協力してくれるッスかねぇ。どんな依い頼らいでここに来てるのは知らないッスけど。

墓守：依頼内容は言えねェ……が、〝ループ〟とやらを止めるってのは、協力するさ。

秋雨：ん～、申もうし訳わけないッスけど、それは《真しん偽ぎ感知》させてもらうッスよ。

ＧＭ：噓を見み抜ぬくエフェクトですね。〈ＲＣ〉の判定をどうぞ。

秋雨：──達成値12ッスね。

ＧＭ：では成功です。

墓守：噓じゃないぜ。俺は〝ループ〟を止めるのに協力するつもりだ。

秋雨：なるほど……ちょっと胸むな元もとでロザリオを握にぎって、こっそり様子を確たしかめてるッスよ。言葉に対応して雨う滴てきが垂れて……噓をついてたら、銀のロザリオが黒く変色するッス。

墓守：銀を使った毒発見みたいな話だな（笑）。

ＧＭ：エフェクトを使ったこと自体は周囲にわかる、でいいですか？

秋雨：いいよ。──噓じゃないみたいッスね。

墓守：ハッ、そりゃどうも。……やだねェ、疑うたぐり深ぶかいオッサンは。

秋雨：オッサンって……アタシはまだ、二五ですよ。

墓守：俺らから見りゃオッサンだよ（笑）。




　とぼけた様子でロザリオを眺ながめる秋雨に、墓守は牙きばを剝むいて笑う。

　周囲に緊きん張ちようと一瞬の沈ちん黙もくが流れる。




墓守：……〝ループ〟が起こるのは、毎回、三日目の夜なンだろ？

ＧＭ：「現げん状じよう、そう認識している」

墓守：で、毎回、ハチは殺されてンのかい？

秋雨：ま。前回はそうだったスね。──と言ってから、鳩宮サンを見ますよ。

アンゼリカ：……わたしの知ってる限かぎり、毎回なのです。

秋雨：……なるほど。アタシたちは、〝ループ〟が起こる瞬間、いつも緋蜂サンを見ているワケじゃないッスからね。それは貴き重ちような情じよう報ほうッス。

墓守：俺も前回見たのが初めてだが……どう見ても、なンかレネゲイド絡がらみの現象が、ハチが死んだ時に発生してたな。

アンゼリカ：それが何かは……わたしにもわからないのです。

秋雨：それは……あー、仕方ないな。やりたくなかったんスけど──。

アンゼリカ：《真偽感知》なら、どうぞなのです。

秋雨：すいませんねぇ……達成値は10。

ＧＭ：成功です。

アンゼリカ：噓じゃないのです。

墓守：へっ、ＵＧＮの仲間同士でも疑うたがってかかるとはね。

秋雨：いやぁ……よくないッスね、すいません。妹にもねぇ、人をもっと信用しろって言われてるんスよねぇ。

紅：いいこと言う！　秋雨さんは妹さんの言うこと聞いた方がいいですよ！（一同笑）

ＧＭ：「……とにかく、だ。この〝ループ〟を発生させているのが、誰か特定のオーヴァードなのか、あるいは何か別の要よう因いんなのかは、まだわからない」

秋雨：レネゲイドの力を持ったアイテム──〝遺産レガシー〟の効果、ってのもありそうな線スね。

ＧＭ：「そうだ。しかし、その場合も、何者かが──特定のオーヴァードがトリガーを引いているはずだ。その〝裏うら切ぎり者もの〟を見つけ、排はい除じよしなければならない」

紅：〝裏切り者〟の、排除……。




　ふたたびの沈黙。

　それを破やぶったのは、今度は紅の──今にも泣き出しそうな、声だった。




紅：……これってやっぱり、私のせい、なのかな……。

秋雨：原因かどうかはわからんないッスけどね。ただ、緋蜂さんが死ぬと、その瞬間に時間が巻き戻る──そういう仕組みみたいッス。

墓守：じゃ、少なくとも五回は、ハチは死ンでるってわけだ。

紅：五回も……。

アンゼリカ：……墓守。その言い方は、あんまりなのです。

墓守：悪ィ悪ィ。ま、誰が、どうしてハチを繰り返し殺してるかはわかンねェけどな。




　考かんがえ込こむ紅。だが、次に顔を上げた時、その瞳には強い意志が戻っていた。




紅：私が死ななければ、この〝ループ〟も終わるんだよね。

墓守：いいね、その発想。生きる意志は大事だ。

秋雨：……ま、可か能のう性せいとしては、ありえるッスね。

アンゼリカ：でも、難しいのです。……毎回、違う人間が紅を襲うのです。

墓守：どういうことだ？

アンゼリカ：わからないです。ただ……止めても、また違う相手が紅を狙うです。

墓守：それに、あの攻撃は──ちょっと止める方法が思いつかねェな。

秋雨：わからないことだらけッスねぇ……でも、ま、徐じよ々じよに保持者キーパーも──考える頭数も増ふえてます。正せい解かいに辿たどり着く可能性も増えるッスよ。

紅：そうだよね！

ＧＭ：「……そうだな。一刻も早く、この現象を止めねばならん」と──支部長は相変わらず無む表ひよう情じように言い、珠樹も頷きます。

紅：……うん。大丈夫！　みんなで力を合わせれば、きっと解決できるよ！




　繰り返す時間。数々の謎なぞ。

　秘密はまだ隠かくされたまま──かくして、事じ件けんは本当の幕まくを開ける。







◆Middle08◆炉ろ辺へんにて




　鐘かねが鳴る。授じゆ業ぎようの──一日の始まりを示しめす鐘。

　昨日と同じ今日の始まりを示す音の中、紅くれないは駆かける。

　今日とは違ちがう明日を求めて。




ＧＭ：では、二度目の一日目の行動です。──紅はどうしますか。前は、まず教室に行って、自じ己こ紹しよう介かい、そして学園祭の準じゆん備びでした。

紅：前とは違うことしなきゃだよね。

アンゼリカ：それがいいのです。……紅が覚えてる回は初めてなので、何でも違うことしてみるといいと思うです。

紅：うん！　でも教室には行こう。そうしないと、出し物決まらないもんね。

アンゼリカ：それをまだ気にするですか……まあ、紅らしいです。

ＧＭ：犬も助けてましたしね。

紅：じゃあ、バタバタバタ！　って走って教室に行って──緋ひ蜂ばち紅です！　出し物は、コスプレ喫きつ茶さにしましょう！　衣い装しようはこれです！　って、机つくえの上にバンバン！　って置いて、じゃあ私わたしは用事があるので！　って走って出て行きます！

ＧＭ：クラスメイトは呆ぼう然ぜんとしています（一同笑）。

墓守：そりゃそうだろう（笑）。

アンゼリカ：わたしは、紅が去った後に引きつった笑顔で立ってて……わ、わたしもちょっと、早そう退たいするのです、って言います（笑）。

ＧＭ：紅のせいで目立ってしまいましたね（笑）。で、紅はどうします？

紅：うん！　何を調べようかな……でも、何が起こってるか全然わからないから、うーん……あ、そうだ、まずは、羊坂さんのこと調べたい。

ＧＭ：失しつ踪そうしたＵＧＮエージェントですね。

紅：そう。最初に調べようと思ってて、でも前回は学園祭の準備で忙いそがしかったから……。

アンゼリカ：だから言ったのです（笑）。

ＧＭ：羊坂さんのことは、実は、秋雨がけっこう知ってるんですよね。

秋雨：同どう僚りようッスからね──（手元の資し料りようを見て）一通りのことはアタシが知ってるッスね。

紅：じゃあ、秋雨さんに話を聞きにいく！　アンちゃんも一いつ緒しよに行こう？

アンゼリカ：……わたしは、秋雨さんには会いたくないのです（笑）。

紅：どうして？

アンゼリカ：うーん、内ない緒しよです。

紅：なんでも言ってくれるって言ったのに……（一同笑）。

ＧＭ：どうしましょう。秋雨に話聞きに行きますか？

紅：んー……うん。やっぱり失踪したって話が気になるんで。行こう。

アンゼリカ：わたしは別に調ちよう査さに行くです。

ＧＭ：ＯＫです。では教会の場面から。侵しん蝕しよく率りつは、紅と秋雨のふたりが上げてください。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：教会は、校こう舎しやから少し離はなれた場所にあります。定期のミサ、あとは祭事やイベントに使われますが、基き本ほん的てきには、あんまり人の来ないところですね。

秋雨：そうッスね。ま、その方が気楽でいいッス。

紅：じゃあ、すいませーん、秋雨さんいますか？　って。




　重々しい扉とびらを開けると、薄うす暗ぐらい礼れい拝はい堂どうに出た。

　ステンドグラスを通った色づいた光と、並ならんだ蠟ろう燭そくの灯り。

　どこか別世界のようなその場所で、秋雨は普ふ段だんと変わらず、気楽そうに佇たたずんでいる。




秋雨：や、どうも、緋蜂サン。

紅：あの、羊坂さんのこと聞きにきたんです。

秋雨：ああ。じゃ、奥おくで話しますか。ワイ……葡萄ぶどうジュースも出しますよ（笑）。

墓守：生徒に昼間っから何勧すすめてンだ（一同笑）。

紅：お酒とかダメ！　トランクからケチャップ出して吸すいます！

一同：!?

紅：私はこれがあるんで大だい丈じよう夫ぶです！（一同爆ばく笑しよう）

秋雨：え……あ、はい。……ケチャップを生で吸すうのが、お好きなので？

紅：はい♡（一同笑）

墓守：どンな趣しゆ味みだよ……！（笑）

アンゼリカ：余よ計けいに喉のどが渇かわきそうな気がするのです（笑）。




　ひとしきり紅の奇き行こう（？）に笑い転げた後、仕切り直し。




ＧＭ：教会の奥には、秋雨用の部屋があります。教会もそうですが、奥の部屋も古い造つくりで、暖だん炉ろとかありますね。ほとんど飾かざりですが、一いち応おう、実用できる。

秋雨：じゃ、ソファに座すわってもらって……水を出して（笑）。──羊坂サンのことが聞きたいって話ッスね？

紅：はい！　あ、一応、自分でも調べてから来ていいかな？

ＧＭ：いいですよ。〈情じよう報ほう：ＵＧＮ〉でどうぞ。

紅：あ、すごいクリティカルした──達成値ち16！

墓守：いいね。人の話を鵜う吞のみにしないで、自分で調べておくのは。プロなら当然だな。




　羊坂供犠。ＵＧＮエージェント。

　シンドロームはオルクス／ノイマン。コードネーム〝オラクル〟。

　情報収しゆう集しゆうに特化したオーヴァードで、刻ときヶが峰みね学園にはシスターとして潜せん入にゆうしていた。

　十日ほど前に失踪。ちなみにその数日後に、補ほ充じゆう要員として刻ヶ峰学園に派は遣けんされたのが、アンゼリカである。




紅：羊坂さんは、調査が得意だったんですよね？

秋雨：そうッスね。彼かの女じよはちょっと変わった能のう力りよくの持ち主でしてね──言ってみれば、予知能のう力りよく者しやだったんスよ。

紅：予知能力……！

秋雨：と、言っても、限げん定てい的てきな能力でしてね。〝領りよう域いき〟──たとえば、この部屋くらいの場所を指定して、その中での〝未来〟を予よ測そく……幻視する能力です。

墓守：はン、そいつは確たしかに、消されても不思議はねェな。危き険けんすぎる能力だ。

紅：この部屋で、未来に起こることが見える……。

秋雨：そういうことッス。強力な能力ですけど、範はん囲いが限げん定ていされるんで、ちょっと使いどころが難むずかしいッスね。

紅：うーん……羊坂さんは、なんで失踪しちゃったんですか？

秋雨：さぁ……そいつは、アタシの方が聞きたいッスけどね。ただまあ、そういう能力ッスから、たとえば誰だれかにとって都合の悪いことを予知してしまった……とかね。

紅：その誰かに……誘ゆう拐かいされたり……殺され、たり……？

秋雨：わかりませんけどね。ただまあ……一番ありそうな話ッスね。

紅：失踪する前に、メッセージを送ってきたんですよね？

ＧＭ：「この学園に〝裏うら切ぎり者もの〟がいる」という内ない容ようですね。

秋雨：そう。なぜか、アタシ以外の、支し部ぶ長ちようと加か賀が美みサンだけにね（一同笑）。

アンゼリカ：あ、怪あやしすぎる……（一同笑）。

墓守：この神父が一番怪あやしく見えるンだよなァ（笑）。

紅：うーん……失踪する前に、羊坂さんがどこを調べてたか、わかります？

秋雨：残念ながら、わからないッスね。この学園のレネゲイド濃のう度どの異い常じようさ……を調べていたのは、恐おそらく間ま違ちがいないでしょうが。

紅：レネゲイド濃度……この、〝ループ〟が起こってから上がってるんですよね？

秋雨：その前から異常に高かったんスよ。それを調べるために支し部ぶがあるんでね。

アンゼリカ：支部長もそう言ってたですね。

紅：そっかぁ……。




　ソファに腰こし掛かけ、考かんがえ込こむ紅。

　その、幼おさなさの残る頰ほおを──秋雨は、どこか遠い目で見つめていた。




秋雨：逆ぎやくに、こっちからも聞いていいッスかね。

紅：あ、どうぞどうぞ！

秋雨：緋蜂サンは、今回の〝ループ〟から保持者キーパーになったわけッスけど……なってみて、どんな気分スか？

紅：うぅん……すごく難しい質しつ問もん……。なんか、変な感じ……です。

秋雨：そうッスよねぇ。……どうですかね──少なくとも、この三日間の中なら、前に失敗したこともやり直せる。それは我われ々われ、保持者キーパーにだけ与あたえられた特とつ権けんだ。それって、面白いと思わないッスか？

紅：全然面白くないよっ！

秋雨：おや。

紅：だって、今日は──一日は、一回しかなくて。だから毎日をすごく大切に生きてるのに……それが繰くり返かえすなんて、おかしいよ。そんなの、面白くなんかない……。

秋雨：繰り返さなかったら、緋蜂サンはそのまま死んでたッスよ。

紅：……それは、そう、ですけど……。うぅ……。

秋雨：……ああ、いや、すいませんね。どうもアタシは余計なことを言ってしまう。妹にもね、よく怒おこられるんだ。いつも一言、二言多い、ってね。

紅：……いえ。

秋雨：ま、少なくとも、前回は、緋蜂サンはここには来なかったわけでね。緋蜂サンが保持者キーパーになったことで、色々変化もあるかもしれないッスね。

紅：はい。がんばります！　……あ、羊坂さんの部屋ってどこにあります？

ＧＭ：教会の離はなれですね。さすがに秋雨とは別室。

秋雨：んじゃ、それを緋蜂サンに教えて……合あい鍵かぎとか持ってていいッスかね。

ＧＭ：はい、いいですよ。

秋雨：気になるなら、調べてみるといいッスよ。一応、一通りは調査して、特に何も見つからなかったッスけどね──（ＧＭに）だよね？

ＧＭ：はい、その通りです。

紅：はい、ありがとうございます！　鍵かぎを受け取って、立ち上がります。

ＧＭ：では、調べるのは別のシーンにしましょうか。

紅：わかりました！　じゃあ、あの……秋雨さん、私はこれで。

秋雨：ええ。また後ほど。

紅：あの、ワイン──お酒、飲のみ過すぎない方がいいですよ！

秋雨：…………ああ、そうッスね。気をつけます。




　紅が出て行った後、秋雨は机の上に置かれたグラスを取る。

　グラスを揺ゆらし、赤い液えき体たいを眺ながめて──秋雨はそれを口にすることなく、置いた。

「それは、妹に……言われたことなかったッスねぇ……」

　そう呟つぶやいた声は、視し線せんと同じように、どこか遠くに向けたもののようだった。



ノイマン　知能が異能で強化されるシンドローム。









◆Middle09◆調査Ⅱ




　初夏の一日が過すぎていく。

　刻ヶ峰学園では、三日後に控ひかえた学園祭の準備が始まりつつあった。

　普段よりも賑にぎやかな校舎──けれど、その喧けん噪そうとは無む縁えんの者たちがいる。

　他とは違う時間を経けい験けんしている、保持者キーパーたち。




ＧＭ：さて、調査などしたい人がいたら、その人のシーンにしましょう。連続になるけど、さっきの流れで秋雨でもいいかな。

秋雨：アタシは、ちょっと後回しにしたいんスよね。

アンゼリカ：わたしもちょっと、候こう補ほが色々あって考え中なのです。

墓守：じゃあ、俺おれがやろうかね。──とはいえ、こっちも色々悩なやむところだが。

ＧＭ：二周目になったことで、色々調べたいことも溜たまってますからね。

秋雨：アタシなんかは、一周目は完全に様子見でしたからね（笑）。

墓守：うン、調べたいこともあるし、ＰＣ同士で話したくもあるし、このセッション、今やりたいことがいっぱいあってな。すげェ面白い（笑）。

ＧＭ：ありがとう（笑）。

墓守：まァ、まずは調査だな。ネズミとまた、準じゆん備び室しつにでもいよう。

ＧＭ：了りよう解かいです。ネズミはまた、〝領域〟を操そう作さして周囲に人ひと払ばらいの効こう果かを敷しきます。

秋雨：オルクスのイージーエフェクト、《不ふ可か視しの領域》かな。

ＧＭ：それです。オーヴァード以外にはほぼ見つからないと思っていいでしょう。

墓守：じゃ、ネズミがそれをやったところで──ご苦労さン、つって角かく砂ざ糖とうを投げる。

ＧＭ：「ありがとうございますマスター！　甘あまい！　甘あますぎる！」

紅：ホントに角砂糖好きだね……（笑）。

ＧＭ：他に甘いものを知らないんですよ。

紅：噓うそ！　かわいそうだ……。

ＧＭ：ま、さておき。ネズミは角砂糖をカリカリしつつ……「それにしても、なんだかよくわからない話になってますねぇ。ＵＧＮと協力するとか」と呟つぶやきます。

墓守：こンな状じよう況きようだからな、手も耳も、多い方がいい。──クソみてェな繰くり返かえしからは、さっさと抜ぬけ出さねェとな。

ＧＭ：「とりあえず、自分たちには危険はなさそうですけど……」

墓守：俺ァ、こンなとこでのんびりする気はないンだよ。さっさと出て……やンなきゃいけねェことがあるンでな。

ＧＭ：「そうなんですか……」と、なんとなく気になってる感じのネズミ。

紅：……あれ、意外とお互たがいのことよく知らないのかな？

墓守：実はな。じゃあネズミに言おう。──しかし、おめェも、あのクソ女が寄よ越こしたワリには、なかなか使えるじゃねェか。

ＧＭ：「ありがとうございます！　自分も、マスターが思ったより怖こわくなくて安心しました。もっとこう、すぐ殴なぐったり蹴けったりする人かと……」（一同笑）

墓守：人聞きの悪ィこと言うな（笑）。……さて、調査すっかな。

ＧＭ：はい。何を調べましょう。

墓守：調べたいことは色々あるンだが……ＰＣのことも気になるし、ＮＰＣも。それに学園のレネゲイド濃度もなァ……。

ＧＭ：ま、とりあえず今はひとつで。

墓守：と、なると──アレだな（手元の資料を見て）。この学園に来てるっていう、ＦＨのエージェントについて調べるぜ。

一同：!?

秋雨：これは初耳ッスねぇ。

墓守：秘ひ密みつを持ってるのはお互たがい様さまだろうよ。

ＧＭ：では、〈情報：ＦＨ〉か〈情報：裏うら社会〉で判はん定ていをどうぞ。

墓守：〈情報：ＦＨ〉で判定するぜ。ネズミに協力させるってことで、アイテムの「情報収集チーム」を使う。こいつで達成値＋２して──ちっと低いな、８だ。

ＧＭ：了解。では、ネズミがモバイルＰＣを使用してあちこちからネタを仕入れ……結果、エージェントについての情報を摑つかみます。

秋雨：なんで〈情報：ＦＨ〉なんて持ってるんスかね（笑）。

墓守：こンな商売やってると、あちこちにツテが必要なンだよ（笑）。

ＧＭ：この刻ヶ峰学園に潜入しているエージェントですが──コードネームは〝マスターレイス[image: ]ベータ〟です。

秋雨：マスターエージェントッスか……。




　マスターエージェント。それはＦＨエージェントの中でも、特に強力な上級エージェントだ。コードネームに〝マスター〟を冠かんする彼かれらは、その専せん門もん分野においてはＦＨのトップであり、また、非ひ常じように高い戦せん闘とう力りよくを有していることが多い。




墓守：ふン、マスターの中でも、〝マスターレイス〟ね。……コードウェルの子こ飼がいか。

[image: ]




　マスターエージェントの中でも、〝マスターレイス〟は特とく殊しゆな称しよう号ごうである。他のマスターと違ちがい、複ふく数すう人存そん在ざいするマスターレイスは、ＦＨの実じつ質しつ的てきリーダー、アルフレッド・Ｊ・コードウェル博士の腹ふく心しん──あるいは子こ供どもたち、のような存在だ。




ＧＭ：はい。コードウェル姓せいですね。ミドルネームのイニシャルはＬ。んー、その達成値だと、外見等は不明。──で、特とく徴ちよう的てきな能力は「他人を操あやつること」だそうです。

墓守：へェ……そいつは気になるね。今一番ホットな能力だ。

アンゼリカ：他人を操る能力なら、紅を狙ねらう人間が毎回違うのも説明がつくです。

墓守：そういうこった。

ＧＭ：ネズミは青くなってます。「ま、マスター！　マスターが来てるそうです！」

墓守：わかりにくいよ！（一同笑）

ＧＭ：まあ、だいぶビビってます（笑）。

墓守：オタオタすンな、ネズ公。マスターエージェントね、面白ェじゃねェか。




　窓まどの外に視線を移うつし、笑みを浮うかべる墓守。

　その表ひよう情じようは、獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのようだった。







◆Middle10◆むきになって




　新しん校こう舎しやの屋上に、アンゼリカは立っている。

　学園中の物音を聞き取れる彼女に届とどくのは、普段よりも少しだけ騒さわがしい……賑やかな、学園祭前の、学校の音。

　けれどその音は遠く──アンゼリカは屋上にひとり、孤こ独どくに立っていた。




ＧＭ：──では、アンゼリカでいいかな。

秋雨：実はアタシ、鳩宮サンに会いに行きたいんスよねぇ……避さけられてますけど（笑）。

アンゼリカ：アンゼリカは避さけてますけど、プレイヤーとしてはＯＫです（笑）。

秋雨：避けられてるってのは、アタシは気づいてていいんスかね？

アンゼリカ：はい。気づくと思うです。

秋雨：了解ッス。じゃあ、屋上に出て来ましょうか。……や、どうも。

アンゼリカ：あからさまに嫌いやそうな顔をするです（一同笑）。

秋雨：傷きずつくッスねえ（笑）。……たまには、アタシとも話してくれませんかね、鳩宮サン。この現げん象しよう、〝ループ〟が始まってから、妙みようにアタシを避けてますよねェ。

アンゼリカ：それは……。

秋雨：どうしてッスか？

アンゼリカ：……む、虫が好かないから……です（一同笑）。

秋雨：はは、こりゃ手て厳きびしい（笑）。……でも、アタシは貴方あなたと話したいことがあるんスよ。

アンゼリカ：……わたしには、ないです。

秋雨：まあ、そう言わずに。──鳩宮サン、貴方は、アタシや支部長よりも多く、この〝ループ〟を経験してるッスよね？

紅：あれ、そうなの？

アンゼリカ：やっぱり聞かれた……どうせ《真しん偽ぎ感知》でバレるですし、頷うなずくです。──わたしは、十回以上経験しているです。

紅：十回……一ヶ月以上……！

墓守：……あー、なるほどね。ネズミが言ってた「アンゼリカが強すぎる」ってのは、ＵＧＮのデータよりも長く時間を過ごしているからか。

秋雨：十回以上、ね。まあ、いいッス。で、貴方──〝林檎〟、持ってませんか？

アンゼリカ：答えないです。




　アンゼリカは、秋雨に顔を向けず、沈ちん黙もくした。

　屋上は静かだ。遠くから、生徒たちの声が聞こえる。

　しばし後……秋雨は、溜ため息いきのように言葉を吐はき出だした。




秋雨：……なぜ、とは聞きませんよ。でもね、いつまでやるんです？

アンゼリカ：なんのことだか、わからないです。

秋雨：アタシは、責せめてるわけじゃないんですよ。

アンゼリカ：……なんのことだか、わからないと言っているです！

秋雨：ただ、もう限げん界かいなんじゃないッスかね。色々と。

アンゼリカ：……何も答えないです。

紅：アンちゃん……？

秋雨：……じゃ、それでいいッスよ。そっちからも、何か聞きたいことあるッスか。

アンゼリカ：……。




　アンゼリカはしばし逡しゆん巡じゆんする──まるで、一番知りたいことは、聞けない、という風に。




アンゼリカ：……この学園で、女の子の幽ゆう霊れい、見たことないですか？

紅：あ、最初の晩ばんに見たひとのことだ！

秋雨：残念ながら、知らないッスね。

アンゼリカ：そうですか。聞きたいことは……それだけ、です。

秋雨：そうッスか。──また、溜息つく、と。ん～、このへんで、なんか物音とかして、シーンが中ちゆう断だんしてもいいかな？（笑）

墓守：なンか、そういうタイミングだな（笑）。

ＧＭ：ああ、それならちょうど──爆ばく発はつ音おんがしますよ。

一同：爆ばく発はつ音!?（笑）

ＧＭ：です。……紅は秋雨のところを出た後、どこに向かいました？

紅：私!?　えっと、羊坂さんの部屋かな。

ＧＭ：じゃ、《地じ獄ごく耳みみ》のあるアンゼリカは、判定の必要なくわかるでしょう。爆発音が、教会の裏うら手て、離れの方から聞こえます。

紅：どういうこと!?（一同笑）

ＧＭ：ま、ちょっとさっき、イベントのフラグが立ったんですよ。

アンゼリカ：……紅！　って呟いて、走り出します。

秋雨：じゃ、アタシも追いかけましょう。




　アンゼリカが駆かけだし、秋雨が追う。

　誰もいなくなった屋上に、白い羽根が一いち枚まい──ふわりと落ちた。







◆Middle11◆恐おそるべき




　紅は、木々の合間の小道を歩いていた。

　古びた様式の教会から出て、離れへと通じる小道。

　その途と中ちゆうで、ひとりの生徒が、紅の前に立ちふさがった。




ＧＭ：紅の前に立つのは──。「やっと来やがったか……ですわね」

紅：生徒会長！　おっぱいの！（一同笑）
















アンゼリカ：やっぱり……登場時から怪あやしかったです。

ＧＭ：はい。ソフィアは、縦たてロールの金きん髪ぱつをかき上げ、おっぱいを揺らします（一同笑）。「ちょっとお前に用があってな……ですわ」

紅：何の用ですか？　って私も胸むねを突つき出だします！

アンゼリカ：……偽にせ乳ちちなのに（笑）。

ＧＭ：「──ああ。お前さ、いっぺん死んどけよ──ですわ」

紅：!?

ＧＭ：ソフィアの周りに回転する炎の剣が出しゆつ現げん。紅に向かって飛んできます。

紅：ちょ……よ、避よけようとする！

ＧＭ：紅が飛とび退のいた場所に剣が突つき立って──炎を噴ふき上あげ、爆発。

アンゼリカ：この音だったですね。

ＧＭ：そうです。「おとなしく死んでろよクソ野や郎ろう──ですわ」

紅：冗じよう談だんじゃないわ！　何なの貴方!?

ＧＭ：──というところで、他のＰＣも登場してＯＫです。

アンゼリカ：紅に飛んでくる炎の剣を、虚こ空くうに出現させた羽根を飛ばして迎げい撃げきするです！──紅！　無事ですか!?

秋雨：その後ろにアタシも。……こりゃ、派は手でッスねえ。

紅：アンちゃん、秋雨さん！

ＧＭ：「ぞろぞろとまあ、間ま抜ぬけ共が雁がん首くび揃そろえやがって……ですわ」

紅：……生徒会長、貴方、オーヴァードだったのね。

ＧＭ：「今いま更さらそんな話か？　ま、このへんじゃなんでか《ワーディング》が使えないから、オーヴァードを見分けるのがクソ面めん倒どう臭くさいしな……ですわ」

秋雨：《ワーディング》使えないってのに、派手に能力使ってるッスね。

アンゼリカ：……目もく撃げき者しやがいないか、周囲を確かく認にんするです。

ＧＭ：すると、周りの林から、虚うつろな目をした生徒たちが現あらわれます。どうも意い志しを感じない、操あやつり人にん形ぎようのような雰ふん囲い気き。ソフィアが「そっちも数揃えたんなら、遠えん慮りよなく人形どもを使わせてもらう──もらいますわ」

アンゼリカ：……操り人形。

紅：会長さん、なんで私を殺そうとするの!?

ＧＭ：「ん？　だって気になるだろ。お前が死んだら、三日目じゃなくても巻き戻るのか……ですわ」

秋雨：この人も保持者キーパーッスか。

アンゼリカ：……確認してどうするつもりです。

ＧＭ：「別に？　ぶっ殺してみてどうなるか知りたいだけ。実験ってやつ……ですわ」

アンゼリカ：そんなことは、させないです。

墓守：ンじゃ、そろそろ俺も登場すっかな。──へ、賑にぎやかだねェ。

ＧＭ：ＯＫです。ネズミもついてきますが、墓守の背はい後ごに隠かくれてます。新手が現あらわれたことで、ソフィアはさすがに距きよ離りを取って、操あやつっている生徒たちを壁かべにします。んで、墓守を見る。「お前は、確か──ヤリネズミとかいう、ダサい名前の傭よう兵へい……ですわね」

墓守：あ？　あー……まあな。

アンゼリカ：どう考えても偽ぎ装そうっぽい情報でしたが……。

秋雨：鵜吞みにしてるッスね（笑）。

ＧＭ：「ふふふ、貴方のことは既すでに調べさせてもらった、ですわ！」……いかん、なんか可愛かわいくなってしまった（一同笑）。

墓守：そうかい。俺もあンたのことは調べたぜ──ソフィア・Ｌ・コードウェル。〝マスターレイス[image: ]ベータ〟。

ＧＭ：「──！」ソフィアは驚おどろいた顔。

秋雨：アタシたちも驚いてるッスよ（笑）。……マスターエージェント、ッスかぁ。

墓守：ソフィアは叡えい智ち、コクマーは知ち恵えのセフィロト。っていう引っかけか。それとも、〝至し高こうの父〟とコードウェルをかけたか。ま、どうでもいいがな。

ＧＭ：ソフィアは気け圧おされた感じ。墓守の背はい後ごでは、ネズミが「す、すごすぎますマスター！　そんな知ち性せい派はキャラだったなんて！」と驚きよう愕がくしている（一同笑）。

墓守：そういうのに詳くわしい仲間がいたンでな。そいつの知識だ。……で、どうすンだ、この数相手にやり合うのかい？

ＧＭ：「ハッ、その程てい度どの数で〝マスター〟に勝てるとでも？」と、胸を張はるソフィア。周囲には、円を描えがくように炎の剣が並んで浮うかびます。

墓守：まァ、そう言うだろうな。俺だってそう言う──だが、マスターエージェント同士だったらどうだい？

一同：!?

ＧＭ：「何を言っている……？」




　墓守は悠ゆう然ぜんと袖そでをまくりあげ、掌てのひらを大地に着いた。

　刺青いれずみが蠢うごめき、白い槍やりが地面から伸のびる。まるで墓ぼ標ひようのように。

　──生あるうちは輝かがやいていろ。

　──思おもい悩なやむな。

　──人生は短く、

　──時は常に代だい価かを求める。

　小さく漏もれるのは、古代の墓ぼ碑ひに刻きざまれた詩し句く。最古の歌。




ＧＭ：「セイキロスの墓ぼ碑ひ銘めい──白き墓碑槍エピタフ！　貴き様さま──〝墓場の主マスターグレイヴ〟か！」

墓守：ご名答。

一同：マスターエージェントッ!?

紅：墓守くん、ＦＨだったの!?

墓守：そういうこと。ま、俺らは、アンタらＵＧＮと違ちがって、エージェント同士の殺し合いも上等だがね。なァ、マスターレイスさンよ。

ＧＭ：それはそうなんですが、さすがにソフィアは怯ひるみます。同どう格かくですからね。「……そう、貴方もインフィニティコードを探さがしに来ているってわけ……ですのね」

紅：インフィニティコード……？

墓守：今一番の探しモノは、この忌いま々いましい〝ループ〟から出る方法だ。そいつを邪じや魔まするなら、マスターレイスだろうが、なンだろうが……ブチ殺す。

ＧＭ：「ふむ……〝レッドホーネット〟を今殺すことで、〝ループ〟の仕組みがわかるかもしれない……ですわよ。ま、多少なりとも」

墓守：かもな。だが、とりあえずこの周回は、こいつが死なない方に賭かけてるのさ。

ＧＭ：ソフィアは少し考えてから、大きく飛び退すさり、炎の剣を消します。「マスターエージェントの判はん断だんなら、尊そん重ちようしよう……ですわ。それに、不死身と名高い〝マスターグレイヴ〟とやり合う段だん階かいじゃねぇ……ありませんわね」

墓守：そっちにやる気がなくても、逃にがすとは限かぎらないぜ？

アンゼリカ：そうです！　お前が紅を殺してる犯はん人にんですか!?

ＧＭ：ソフィアはちらっとアンゼリカを見てから、少し笑って答えます。「いいえ」

秋雨：あー……《真偽感知》いいッスかね。

ＧＭ：どうぞ。（ダイスを見て）……成功ですね。はい、噓ではありません。

秋雨：噓じゃないッスねぇ。とロザリオを握にぎって、呟つぶやくッス。

アンゼリカ：違うですか……。

ＧＭ：では、特に妨ぼう害がいしなければソフィアはこのまま退たい場じようします。

墓守：ま、何かあったら声かけてくれや。内容によっちゃ協力するぜ。

紅：わ、墓守くんが敵てきだか味方だかわからない！（一同笑）

墓守：俺はみンなの味方だよ～（一同笑）。

ＧＭ：ソフィアは唇くちびるを歪ゆがめ「どうかな。お前がわたくしに協力するとは思えねえ……ですわ」と、呟くように言って、林の中に去ります。

墓守：ふゥン……？

紅：あ、なんか操あやつられてたみんなは？

ＧＭ：その場に倒たおれて気き絶ぜつしますね。ちなみに十数人、というところ。

紅：とりあえず保ほ健けん室しつとか運んだ方がいいかな。

秋雨：その辺は、加賀美サンに押おしつけちゃいましょう（一同笑）。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：……では「気絶した生徒がいるよ」と珠たま樹きちゃんに連れん絡らくして、ちょっと移い動どうしました。──と、いうわけで、墓守の〝秘密〟は、「ＦＨのマスターエージェントである」でした。

紅：びっくり……！

秋雨：まあ、ＦＨじゃないかとは思ってたッスけど、マスターエージェントとはね。

アンゼリカ：わたしは墓守を警けい戒かいして紅をかばっているです。……あ、その前に、紅に一発ビンタしておきます。ジャンプビンタ。

墓守：あァ、背が足りないからジャンプするのか（笑）。

紅：どうして叩たたくの～♡

ＧＭ：なんでそんな嬉うれしそうなんですか（一同笑）。

紅：だってなんか、可愛い子に叩いてもらったから……（一同笑）。

アンゼリカ：……また、戦わなかったです。もっと真しん剣けんになるです、って怒おこってます。

紅：うう、ごめんよぉ……。

アンゼリカ：──で、あらためて、墓守を睨にらんでいます。

紅：墓守くん、フリーランスってのは、噓だったんだね……。

墓守：まァな。

ＧＭ：ネズミのＤロイス、「工作員マグネイト」による偽装工作でした。

墓守：そういうこと。この槍も、データはＤロイス「装着者アイテムユーザー」で入手した〝トツカ〟だ。

秋雨：ああ、ＦＨ専用アイテムの大剣ね。なるほど。だから演えん出しゆつで誤ご魔ま化かしてたのか（笑）。

墓守：で、だ。……ＦＨだ、つっても、ここから出るためなら協力するってのは噓じゃないぜ。そこのオッサンも確認してたろ？

秋雨：そうだったッスね。

紅：あ、さっき言ってたインフィニティコードっていうのは何？

墓守：あァ、なンか上が探してる、レネゲイドの根こん源げんだか未来だか……そンなもンだ。

紅：全然わかんない！（一同笑）

墓守：そういうもンなンだよ（笑）。俺にもよくわからねェ。ただ──。

紅：ただ？

墓守：通つう常じようありえねェほど強力なレネゲイドなのは間違いないな。

秋雨：たとえば、時間を巻まき戻もどすほどの力がある……ッスかね。

墓守：かもしれねェな。

秋雨：……さて、どうしましょうか。

アンゼリカ：ＦＨと協力……信用していいものなのか、わからないのです。

紅：う～ん……ね、墓守くんは、どうして、〝ループ〟から出ることにこだわるの？

秋雨：そういやそうッスね。調査をメインに考えてもよさそうッス。ていうか、本来の任にん務むってそっちッスよね、多分。

墓守：はン。いい質問だ……俺には、やることが──目的がある。だから、こンなところに閉とじ込こめられるのは願い下げなンだよ。

紅：それは、ＦＨの任務とは別に……？

墓守：別だよ。俺個こ人じんの目的だ。

紅：そっか。じゃあ、外に出るのは、協力できるよ、きっと。

アンゼリカ：……紅が、そう言うなら。

秋雨：非常事じ態たいッスからね。アタシもそれでいいと思うッスよ。

墓守：ま、出た後に戦うのは全然構わねェがな。

紅：う～ん、でも墓守くんは、そんな悪い人じゃない気がする。

墓守：……まァな。俺はイイヤツだよ。味方味方（一同笑）。

紅：自分で言うと台無し！（笑）

ＧＭ：さて、紅は、羊坂の部屋を調べに行く途中でしたね。そこまでやっちゃいましょうか。




　羊坂供犠の部屋は、簡かん素そなものだった。ベッドとデスク。置かれたものはそのくらいだ。潜入任務だということもあるのか、私し物ぶつはほとんど置かれていない。




秋雨：一応、アタシたちがある程度は調べましたが……。

紅：うーん、部屋を調べてみようかな。

ＧＭ：そうですね……（考えて）紅は、物品から記き憶おくを引き出すモルフェウスのエフェクト、《巨きよ匠しようの記憶》を持っていますよね？

紅：はい！　やっぱり……これも、ぺろって舐なめるのかな（笑）。

ＧＭ：なるほど。──では、そうですね、〈情報：刻ヶ峰学園〉で判定してみてください。




　《巨匠の記憶》は、物品に込こめられた使用者の記憶を読み取る、モルフェウスのエフェクトである。本来は〈情報：〉〈知識：〉などの判定にボーナスを得るエフェクトだが、ここでは「記憶を読み取る」部分をピックアップしている。




紅：あ、クリティカルした……えっと、達成値16です！

ＧＭ：お、高いですね。では、わかることがあります。この部屋は、ごく最近、何者かによる隠蔽工作がされています。痕こん跡せきを処しよ分ぶんするような感じですね。顔や体格は見えませんが、何者かが部屋で工作している映像が見える──そんな感じです。

秋雨：おや……物がなくなっていたり？

ＧＭ：はい。秋雨は前に調べたんで、指摘されれば、そういえば物が少なすぎる、と思いますね。

秋雨：どうしてまた……。

紅：なるほど……つい最近っていうのは？

ＧＭ：数時間前です。紅をアンゼリカが迎むかえに行っているくらいの時間でしょうか。

紅：アンちゃんと私にはアリバイがある！（一同笑）

ＧＭ：そうですね（笑）。

墓守：へェ、〝ループ〟の中でのことなのか。

ＧＭ：そうなります。そしてネズミも周囲を調べて──。

墓守：なンかわかるか？

ＧＭ：「何もわからないです！　こんな痕跡を見つけるなんて、さすがＵＧＮのトップエージェント、〝レッドホーネット〟、すごすぎます！」

紅：ふっふっふ～♡

アンゼリカ：いい気になってるです（笑）。

ＧＭ：では、そんな情報を入手した──ところで、このシーンを終しゆう了りようします。




　時間は過ぎていく──近づいていく、惨さん劇げきの時間に。

　たった三日。その間に、紅は見つけなければならない。

　生き残る方法を──明日へと続く扉を。



工作員　情報ひとつを隠蔽するＦＨ専用Ｄロイス。

装着者　専用アイテムを入手するＦＨ専用Ｄロイス。









◆Middle12◆子こ供どもは眠ねむるⅡ




ＧＭ：一日目の夜ですが、それぞれを短く演えん出しゆつしていこうと思います。まずは、紅とアンゼリカ、寮りようの部屋の場面から──。




　刻ヶ峰学園学がく生せい寮りよう、夜。

　既すでに部屋の電気は消え、ふたりの少女はそれぞれ、ベッドの上下に横になっていた。




紅：ねえ、アンちゃん、起きてる？

アンゼリカ：……はいです。

紅：あの女の子の幽ゆう霊れい、来るかなぁ……。

アンゼリカ：……どうでしょうか。

紅：あの子、なんなんだろうね。何か言いたそうだった気がするんだよね。

アンゼリカ：……わからないです。

紅：そっか。




　沈ちん黙もくが流れる。外は、しんとしている。

　生徒たちが夜を徹てつして準じゆん備びに励はげむのは、二日後のことだ。




紅：……ねえ、アンちゃん。

アンゼリカ：どうしたですか。

紅：私わたしが生き返って死ぬのを繰くり返かえしてるから──私のせいで、街の人がみんなジャームになっちゃうとか、そんなのイヤだ……って思う。

アンゼリカ：……紅のせいではないです。

紅：そうかもしれないけど、でも、私がそのまま死んでいれば、周りにひどいことが起こったりしないで済すんだのかもしれないでしょ……。私が死んだままなら、全部うまくいくのかもしれない、って。思ったりもするんだ……。

アンゼリカ：…………。

紅：……でも。でもね、私やっぱり──生きたい。

アンゼリカ：…………っ。

紅：……わがまま、かもしれないけど。

アンゼリカ：そんなこと……そんなことは、ないです。

紅：そうかなぁ……。

アンゼリカ：……〝ループ〟は終わるです。紅が記き憶おくを失わないで、生きることを確たしかに願ったのだから──今度こそ、紅は死なないです。

紅：そっか……そうだよね。……ありがとう、アンちゃん。

アンゼリカ：……いえ。




　沈黙が流れ──そして、しばらくして微かすかな寝ね息いきが響ひびく。

　そして闇やみの中。呟つぶやき。

「……ありがとうです。紅」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：続いては、墓はか守もりです。そういえば、どこに寝ねてるんでしょうね。

墓守：刻ヶ峰市にセイフハウス（隠かくれ家が）を用意してるよ。……ところで、この学園、つうか街から紅を遠ざければ、殺されなかったりするのかね。

アンゼリカ：……試したですが、ダメだったです。

墓守：なるほどね。そのくらいは昼間聞いたってことでいいか。……ちなみに、この街からは出られるのか？

ＧＭ：実は出られません。刻ヶ峰市を囲むように何らかの境きよう界かいがあり、出ようとすると、いつの間にか逆ぎやく方ほう向こうに進んでいて、戻もどってきてしまいます。試せばすぐわかりますね。

墓守：はン。なるほどね。──じゃ、夜の街で、それを確かく認にんしたところ、でいいか。

ＧＭ：ネズミが隣となりで「これは一体どういうことなんでしょう」と困こん惑わくしています。

墓守：さァな。……ま、そろそろ帰って寝ねるか。

紅：いっ、一いつ緒しよに寝てるのかな!?

アンゼリカ：興こう奮ふんしすぎです（一同笑）。

墓守：いや、普ふ通つうに別室。

ＧＭ：ほい。では、セイフハウスへと戻もどる道すがら、ネズミがおずおずと言います。「あの、マスターの、目的ってなんなんですか？　あ、言わなくてもいいんですけど！」

墓守：あー。それか。……復ふく讐しゆうだよ。

ＧＭ：「……復讐？」

墓守：何も言わずに、服の上から刺青いれずみを──墓標をなぞる。

秋雨：墓守サンの異い常じような生命力は──「濃のう縮しゆく体」ッスよね。

墓守：……まァな。




　──濃縮体。被ひ験けん体を殺し合わせ、生き残ったモノに力を与あたえる。

　そんな効こう果かを表わす、ＦＨチルドレン専せん用ようのデータだ。




ＧＭ：「……だから、ここから出ることにこだわるんですね、マスターは」

墓守：あン？　なンだネズ公。お前ェは出たくねェのか？

ＧＭ：「そういうわけじゃないですけど……でも、ここにいる分には、食事も、暖あたたかい寝ね床どこもあるし、誰だれも自分をぶたないんで……」

墓守：……お前ェは、なンでＦＨなンぞに入ったンだよ、ネズ公。

ＧＭ：「自分は、ただ、生いき延のびるためです」

墓守：そうか。……死にたくはねェよな。そいつはまっとうな理由だ。

ＧＭ：「……そうなんですかね」

墓守：だが、俺おれはここにいつまでもいる気はねェよ。邪じや魔ましたいなら、してもいいンだぜ。

ＧＭ：「そんな……自分は、マスターを手伝うために派は遣けんされたんです」

墓守：そうかい。じゃ……まァ、さっさと出るぞ、こンな街。

ＧＭ：「はい、マスター」そう言って、ネズミはパタパタと墓守を追いかけます。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて──秋雨のところには、夜、来客があります。

秋雨：ほう？

ＧＭ：それは誰だれかと言いますと……（紙にメモをして渡わたす）この人です。

紅：また秘ひ密みつ主しゆ義ぎだ！（一同笑）

ＧＭ：すみません、内ない緒しよ話ばなしが多くて（笑）。

秋雨：（メモを見て）……ははぁ、こりゃ、変わったお客さんッスね。

ＧＭ：夜に、ひとりで秋雨の部屋に訪たずねてきました。「──頼たのみがある」

秋雨：ま、聞くだけは聞くッスよ。

ＧＭ：「緋ひ蜂ばち紅……彼かの女じよが殺されるのを、止めないで欲しい」

紅：──っ!?　な、なんでそんな──！

秋雨：じゃ、聞きましょうか（笑）。──なんでッスか？

ＧＭ：「この現げん象しように興きよう味みがある。もっと〝ループ〟を発生させ、研究したい」

秋雨：なるほどねぇ。

紅：……話し相手、誰なんだろう。みんな怪あやしい……。

ＧＭ：「──お前の目的とも合がつ致ちするはずだ」

秋雨：……アタシの目的？

ＧＭ：「そうだ。お前の知りたいことを突つき止とめるのにも、もっと時間が必要だろう」

秋雨：……ふむ。返事は、今しないといけないんスかね？

墓守：へェ……断ことわらない、か。

ＧＭ：「いいや、別に。……お前はただ、何も手を出さずにいてくれればいい」

秋雨：……どうしてアタシに？

ＧＭ：「お前の能のう力りよくは問題だからだ。〝ループ〟の障しよう害がいになる可か能のう性せいがある。……それに、お前とは協力できると思ったから、だよ」

秋雨：考かんがえ込こんで、黙だまってるッス。

ＧＭ：「もし、時間を巻まき戻もどし、過か去こを、失ったものを取とり戻もどせるなら──そのためなら、どんな代だい償しようでも支し払はらえる。そうは思わないか？」

秋雨：……答えない。

一同：…………。

ＧＭ：「受け入れてくれると信じている」──そう言って、来客は帰ります。




　客が立ち去った後も、秋雨はしばし、閉とじた扉とびらを眺ながめていた。

　そして──グラスを手に取ると、一気に飲み干し、呟つぶやく。

「失ったもの、ッスか……」
















◆Middle13◆調ちよう査さⅢ




紅：ふぅ～……！

アンゼリカ：大だい丈じよう夫ぶ？　息荒あらくなってるけど（一同笑）。

紅：ど、ドキドキしすぎてやばいわ！　もう～、まだまだ謎だらけだ！

ＧＭ：さて、二日目です。朝、ＵＧＮ支し部ぶで一度集まって報ほう告こくしよう、という連れん絡らくが来ます。

紅：了りよう解かいです！

アンゼリカ：……紅についていくですけど、秋雨とは目を合わせないです（笑）。

秋雨：そうッスか（笑）。報告することっていったら……生徒会長サンと墓守サンの正体ッスかねぇ。秘密の方がいいッスか？

墓守：別にいいよ。ま、俺はＵＧＮの集まりには行かないけどな。

ＧＭ：では、ＵＧＮメンバーが集まって、朝のミーティング。「うう、ＦＨのマスターエージェントがふたりも潜せん入にゆうしていたなんて……！」と、珠たま樹きは顔面蒼そう白はくです（一同笑）。

紅：そうだよね！　私も驚おどろいたよ～。

ＧＭ：で、珠樹は、この事じ件けんに関連した情じよう報ほうをＵＧＮのデータベースで探さがしたけれど、なかった、ということです。がっくり肩かたを落としてます。「今日は校内の不ふ審しん人物を監かん視ししておきます。私、風紀委員長ですし」

紅：風紀委員長だったんだね。似に合あってる！

ＧＭ：支し部ぶ長ちようの方は、レネゲイド濃のう度どについて校内を中心に調べたけど、数すう値ちが特におかしい場所は、特定できなかった、とのこと。淡たん々たんと報告します。

秋雨：ふむ……。

ＧＭ：ＰＣも、調べたことを報告しますか？

紅：そうですね、じゃあ──。

アンゼリカ：紅が喋しやべり出す前に──特に何もわからなかったのです、と言う。

紅：アンちゃん？

アンゼリカ：どこに〝裏うら切ぎり者もの〟が潜ひそんでいるかわからないのです。

紅：う～ん……そうなのかなぁ……。でも、アンちゃんがそういう感じなら、黙だまる。

ＧＭ：了解です。では、ミーティングはこんな感じで、このまま、二日目の、ＰＣの行動の処しよ理りに進みましょう。今日は何を調べるのか、みたいな感じで。




　　　　＊　＊　＊




紅：あ、そうだ。教室であの、壁かべが倒たおれてくるのは止めに行きたい！

ＧＭ：ああ、なるほど──様子を見に行っても、今回は起きません。

アンゼリカ：やっぱり、誰かの仕業でしたか……マスターレイスっぽいのです。

ＧＭ：では情報収しゆう集しゆうですね。順番は……調べる内ない容ように悩なやんでたりもするかな。

紅：うん！　調べたいこといっぱいあって困こまってる！

ＧＭ：では、はっきりしている人からいきましょうか。

墓守：ンじゃ、俺かな。レネゲイド濃度の確認はしておきてェな。どこが濃こいのか。

秋雨：さっき尾嚙サンが調べた奴やつッスね。

墓守：俺は知らねェし、違ちがうことがわかるかもしれねェからな。

ＧＭ：では、〈情報：ＦＨ〉でどうぞ。〈知ち識しき：レネゲイド〉でもいいですよ。

墓守：あいよ。ダイスは３個こで──うお、全部１！（一同笑）

ＧＭ：それはファンブルで判はん定てい失敗です（笑）。

墓守：なンてこった……！　じゃあ、機材やスタッフを準備させようとＦＨに連絡したら、誰も電話に出なかった（笑）。

紅：寂さびしい……。

ＧＭ：ファンブルで面白かったし、ちょうどいいので、ちょっと補ほ足そくしましょうか。刻ヶ峰市からは現げん在ざい、出ることができないんですが、電話とかの連絡は普通にできます。

墓守：前の周回でも、ネズミやシロが調査の時にデータベースにアクセスしてたしな。

ＧＭ：はい。しかし、〝ループ〟現象や、刻ヶ峰市から出られない、といった内容については、誰かに話しても、すぐに相手は忘ぼう却きやくしてしまいます。

墓守：なンだそりゃ。それは街の外の人間だけか？

アンゼリカ：……いえ、保持者キーパー以外は全員、です。

ＧＭ：そういうことです。まあ、そういう理由で調査が空から振ぶりになったんでしょうね。

墓守：なるほどな。




　　　　＊　＊　＊




秋雨：アタシは緋蜂サンの死に方、っていうか、殺され方、を調べたいッスね。

紅：死に方……。

ＧＭ：なるほど。では〈知識：レネゲイド〉かな。

秋雨：ダイス目が８。〈知識：レネゲイド〉が２レベルあるんで、達成値ち10。

ＧＭ：ＯＫです、前回見た内容を解かい析せきしてわかるのは、あの攻こう撃げきは、リアクション不ふ可かの《死神の爪つめ》と、カバーリング不可の《不ふ可か避ひの魔ま弾だん》を組み合わせた攻撃です。

秋雨：ふむ。《死神の爪》がエグザイル、《不可避の魔弾》はモルフェウスのエフェクトか。

ＧＭ：で、《リザレクト》はエグザイルの《デビルストリング》で打ち消し。紅が戦せん闘とう不ふ能のうになると、「衝動：殺さつ戮りく」専用のＥロイス《殺さつ戮りくの輪りん廻ね》で割わり込こんでとどめを刺さします。

秋雨：《不可避の魔弾》はシナリオ１回ッスよね。じゃあ、とどめの攻撃はかばえる？

ＧＭ：エグザイルの《アナザーセルフ》で《不可避の魔弾》を回かい復ふくしてます。

秋雨：なるほどね……。思ったより綱つな渡わたりだな、相手も。

ＧＭ：ですね。一度しのがれると、後は普通に戦闘するしかありません。

墓守：つまり、どっかで一回止めりゃいいワケだ。




　　　　＊　＊　＊




アンゼリカ：わたしは、ソフィアが言ってた〝インフィニティコード〟について調べるです。〈情報：ＵＧＮ〉で判定して──達成値８。

ＧＭ：了解です。墓守も言ってましたが、インフィニティコードとは、ＦＨのコードウェル博士が探しているという、「何らかの条じよう件けんを持ったレネゲイド」です。オーヴァードの場合もあれば、〝遺産レガシー〟──アイテムなどの場合もあります。

アンゼリカ：……アイテム、ですか。

ＧＭ：コードウェル博士はレネゲイドの根こん源げん、あるいは未来に至いたるもの、とか言っていますが、これも墓守が言った通り、実じつ際さいなんだかはよくわからないんですね。ただ、人間の願望や感かん情じように反はん応のうし、叶かなえるようなもの──の、ようではあります。

アンゼリカ：……願いを、叶える。

ＧＭ：です。で、インフィニティコードを探しているのは、主にコードウェル博士と、その直ちよく属ぞく、たとえば〝マスターレイス〟です。ちなみに、マスターレイスは複ふく数すういるんですが、共通して世界の変へん革かく、あるいは新世界の創そう造ぞうを〝欲よく望ぼう〟に持っている……と言われます。

アンゼリカ：墓守は違うですよね。

ＧＭ：はい。ついでにわかったことでいいでしょう、ＦＨ関連ですし。墓守は、〝マスターマインド〟天船巴あまふね・ともえの指し示じで来ています。

[image: ]

紅：墓守くんの上司……みたいな？

墓守：まァ、そんなもンだ。性しよう根ねの腐くさった雌め狐ぎつねだよ。

ＧＭ：搦からめ手や陰いん謀ぼう、洗せん脳のうを得意とするマスターエージェントですね。「刻ヶ峰市に何か重要なものがある」という噂うわさを聞きつけて墓守を派遣したようです。

アンゼリカ：じゃあ、墓守はインフィニティコード自体のことは知らないですね。

ＧＭ：ですね。また、任にん務むよりも〝ループ〟からの脱だつ出しゆつを重じゆう要よう視ししているのは、墓守の個こ人じん的てきな考えのようです──と、こんなところかな。

アンゼリカ：了解です。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、紅です。調べたい内容は決まりましたか？

紅：うー、悩んだけど、秋雨サンのこと調べる！

墓守：アイツ、すげェ怪しいからなァ（笑）。

ＧＭ：自分の〝秘密〟が明らかになったからって言いたい放題だ（笑）。〈情報：ＵＧＮ〉です。

紅：はい！　……達成値９！

ＧＭ：十分ですね。──篠月秋雨はＵＧＮ所しよ属ぞくの、戦闘よりも研究寄よりのエージェントです。調べると分かりますが、秋雨は自分から希望して刻ヶ峰支部に来ました。

紅：え？　そうなんだ。

ＧＭ：元々、そんなにやる気のあるエージェントじゃなかったんですが、五年前に──妹が死亡してから、彼かれは「時間を巻まき戻もどすエフェクト」の研究にのめりこんでいました。その結果、一年ほど前に、刻ヶ峰支部への配はい属ぞくを希望したようです。

紅：ちょ、えっ……！　妹さん、が……？　え……。

アンゼリカ：……これはプレイヤー的にですけど、多分そうじゃないかと思ってました。

ＧＭ：てなところで──じゃあ、場面を切きり替かえて、秋雨と話すところにしましょうか。

秋雨：そうッスね。ちょうど想定してた条件も揃そろったことですし。

ＧＭ：では、シーンは変えずに場面を切きり替かえましょう。







◆Middle14◆詩人の話




　紅がその扉を開けるのは、二回目だ。

　妙みように古めかしく、重々しい。その奥おくにいる人物とは正反対な印象の──教会の扉。

　紅は、扉を押おし開あけながら、自分の手が微かすかに震ふるえているのに気がついた。




紅：秋雨さん……。

秋雨：おや、どうも、緋蜂サン。この周回は、よく会いに来てくれますね。

墓守：ループものアドベンチャーゲームにいるＮＰＣみたいなセリフだな（笑）。

秋雨：そうッスね（笑）。……アタシは、そのへんの掃そう除じをしてますよ。いやまあ、こんなこと今しなくてもいい気もするんですけどねぇ……妹にも、よく、そうやって逃とう避ひで無む駄だなことするな、って怒おこられて──。

紅：妹……さんに。

秋雨：表ひよう情じようを見て、察しましょうか。ちょっと笑って──そう。生きてた頃ころの、妹にね。

紅：……亡なくなってたんですね、妹さん。

秋雨：緋蜂サンたちと同い年ってのは本当ッスよ。享きよう年ねん、ですけどね。

紅：……どんな人だったんですか？

秋雨：アタシはまあ、こんな感じでちゃらんぽらんですけど、妹は真面目で優ゆう秀しゆうなＵＧＮエージェントでねぇ。アイツなりに──世界を守ろう、と。がんばってましたよ。

紅：こんなこと聞いていいのかわからないんですけど、どうして……亡くなったんですか。

秋雨：ある事件の最中に、暴ぼう走そうしましてね。

紅：暴走……。

秋雨：ジャームとの戦闘中でしたが、妹も暴あばれちゃって、ちょっと大変な騒さわぎでね。──で、ＵＧＮの部隊が出動する大事になって……それで、一緒に処しよ分ぶんされちゃいました。

紅：処分て、それは……ええと。

秋雨：殺されたッス。──ああ、いや、ＵＧＮを恨うらんでるとか、そういう話じゃないッスよ。でも、アタシはその時、妹は完全に理り性せいを失って……妹もジャームになったと思った。




　オーヴァードは、超ちよう常じようの力の代償に、レネゲイドに侵しん蝕しよくされていく。侵蝕され尽つくしたもの──ジャームは、もはや人ではなく、衝しよう動どうに支し配はいされた怪かい物ぶつとなる。




紅：そうじゃなかった、ってことですか……？

秋雨：死体を調べた限かぎりは、妹はまだ戻ってこれた。あの時、アタシがそれをわかっていれば、妹を信じていれば……ＵＧＮを止められたかもしれない。

紅：だから、やり直したいって、そう思ったんですか……。

秋雨：そういうことになるッスかね。……緋蜂サンは、アタシの研究と、今の現象が関係している、そう思って、聞きに来たんスよね？

紅：すいません。そう思いました。

秋雨：ハハ、いいッスよ。実際、アタシがこの刻ヶ峰支部に来たのは、時間を巻まき戻すエフェクトについて調べるためですから。

紅：え？　えーと……それってどういう意味ですか……？

秋雨：この刻ヶ峰学園ではね、以前にもあったんですよ──時間が巻き戻る現象が。

紅：──えええっ!?

墓守：そいつは初耳だな！

アンゼリカ：なのです。驚いたのです。

秋雨：──さて、他のＰＣにも聞かせたい話なんですが。呼よびますかね。

墓守：詳くわしく聞かせてもらいてェな、その話──って出て来ていいかね。

ＧＭ：いいですよ。ネズミは置いてきても一緒でもいいですが、どうします。

墓守：ひとまず、俺だけで登場しておく。

ＧＭ：了解です。アンゼリカもこのタイミングがいいですかね。

アンゼリカ：わたしも知りたいです……と、別の扉から入ってくるです。

秋雨：それなら、鳩宮サンも墓守サンも、さっきの話から聞いてていいッスよ。──じゃ、みなさんに聞いてもらいましょうかね、十年前の事件の話を。




　十年前、刻ヶ峰学園で事件が起きた。

　学園にジャームが出しゆつ現げんし、生徒数人が犠ぎ牲せいになった。──これだけなら、悲ひ惨さんな事件ではあるが、ＵＧＮとしては珍めずらしいわけではない。

　だが、突とつ如じよとして数人の生徒がジャーム化し、互たがいに殺し合った、となれば話は違う。

　前まえ触ぶれのない、しかも複数のジャーム化。そして、他にも数人の、消失したように行方不明となった生徒がいた。




秋雨：生き残った生徒たちに聞いても、突とつ然ぜん、ジャーム化した生徒が暴れ出した……という目もく撃げき談だんだけ。行方不明の生徒たちについては、存在すら覚えていなかった。けどね──。




　生き残った生徒のひとりが、ＵＧＮにこう証しよう言げんした。

　刻ヶ峰学園では、数日を何度も繰り返して──〝ループ〟していたのだと。

〝ループ〟の中で、何人もの生徒がオーヴァードに覚かく醒せいし、そしてジャーム化した。

　そして、行方不明となった生徒は、〝ループ〟の中で死に、次の周回では、いなくなっていたのだという。




アンゼリカ：〝ループ〟の中で死ぬと消える……？　でも、紅は消えてないです。

秋雨：そうなんですよ。アタシも不思議に思ってた……だが、こう考えたらどうッスかね。保持者キーパーが死んだなら、次の〝ループ〟では消しよう滅めつする──と。

紅：──それって。

墓守：ハチが次に死ンだら、消えちまう、ってことか。

アンゼリカ：……そんな。

秋雨：かもしれない、って話ッスけどね。ともあれ、恐おそらくは保持者キーパーだった生せい存ぞん者しやの証言によれば、十年前にも、〝ループ〟は起こってるッス。

紅：その人は、どうなったんですか？

秋雨：失しつ踪そうして、ＵＧＮでも行方がわからないッス。他の、生き残った生徒は、〝ループ〟のことを認にん識しきしていなかった──今と同じッスね。

紅：失踪……。

秋雨：もうひとり、事件の後に意い識しき不明で発見され、回復しなかった、っていう女子生徒がいたらしいんですがね、こっちも、その後の消息がわかりません。

墓守：ＵＧＮが調査に出たわりに、曖あい昧まいな話ばっかりだな。

秋雨：そうッス。──この事件の記録は、抹まつ消しようされていたんですよ。

紅：え？　誰に？

秋雨：わからないッス。アタシはさっき話したような理由で、時間を巻き戻すエフェクトについて調べてた時に……たまたま、隠いん蔽ぺいされて歯は抜ぬけになった情報、十年前の事件の話を知って、この刻ヶ峰支部にやって来た、ってわけッス。

墓守：なるほどねェ。

秋雨：もうひとつ、生存者の言っていた〝ループ〟のキーワードが──〝林檎りんご〟ッス。

墓守：あァ、あンたが前に聞いてきたヤツか。

紅：林檎？

秋雨：〝ループ〟を起こしたい──時間を巻き戻したいと願う者の手に〝林檎〟がもたらされる。その〝林檎〟が〝ループ〟を引き起こしている……というのが、断だん片ぺん的てきな記録からアタシが認識した、〝ループ〟の仕組みッス。

アンゼリカ：……その〝林檎〟は、一体どういうものなのです？

秋雨：レネゲイド関連の物品なんでしょうけどね、詳しくはわかりません。

アンゼリカ：……そう、ですか。




　秋雨の長い話が終わり、しばし、沈黙が流れる。

　十年前の事件、消えた生徒たち、生き残った生徒の失踪、記録の抹消、そして──〝林檎〟……。

　一度に明らかになった数々の要よう素そについて、それぞれが考え込んでいるようだった。




秋雨：これがアタシの〝秘密〟「十年前の〝ループ〟を調べるために学園に来た」ッスよ。

墓守：なるほどな。秋雨だけは最初から〝ループ〟を調べてたってワケか。

ＧＭ：そういうことです。「〝ループ〟を調べる個人的な理由を持っている」まで、こちらで指定した導入。妹が……っていうのは、そこで矢野が考えた設せつ定ていですね。

秋雨：と、いうことッス。

墓守：これで、俺と秋雨の〝秘密〟は明らかになった、ってワケだが──結局、誰が〝ループ〟を起こしているのかは、わからないまま、か……。

紅：……私、わかる……と、思う。

墓守：へェ？

紅：だって、〝林檎〟って、「時間を巻き戻したいと思う人」のところに来るんでしょう？

秋雨：恐おそらく、そうでしょうね。

紅：だったら、私が死んで、それを巻き戻したいって考えるのは──。

アンゼリカ：…………。

紅：……アンちゃん。

アンゼリカ：……なんですか。

紅：アンちゃん、だよね。

アンゼリカ：なんのことだか、わからないのです。

紅：この、〝ループ〟を起こしてるの……アンちゃんなんでしょ？

アンゼリカ：…………。

墓守：〝裏切り者〟、か。

紅：そんな風に言わないで！　だって、もしアンちゃんだったら、〝ループ〟を起こしているのは、私を助けるため……なんでしょう？

アンゼリカ：……うぬぼれないでくださいです。

紅：それは、でもっ──。

アンゼリカ：とにかく、わたしではないです──と言って、礼れい拝はい堂どうを出て行きます。

紅：アンちゃん！

アンゼリカ：そして、紅にだけ聞こえるように、《声なき声》を使います──『ふたりで話したいことがあるので、追いかけて来て欲しいです』……と。

紅：……！　追いかけるよ！

ＧＭ：──では、アンゼリカと紅が退たい場じようですね。

墓守：ま、俺は特に何もしねェで見送るよ。……は～、なァ、オッサンよ。面めん倒どう臭くせェ話だなァ。あンまり色々聞かされたンで、こンがらがっちまうぜ。

秋雨：墓守サンは、時間を巻き戻すことに興味はないッスか？

墓守：ないね。くだらねェ。

秋雨：……取とり戻もどしたいモノ、ありそうな感じッスけどね？

墓守：取とり戻もどせやしねェよ。

ＧＭ：即そく答とうしましたね。

墓守：まァね。

秋雨：……そうかもしれないッスね。

墓守：ま、いいや──その〝林檎〟とやらが見つかったら教えてくれ。




　墓守は秋雨に背せを向け、歩き出す。

「──俺が、叩たたき壊こわしてやっからよ」

　そして、礼拝堂にはふたたび秋雨がひとり残った。

　墓守が開けっ放しにした扉を閉しめ、神父は呟く。

「それでもね、取り戻したいと願うことは──止められないんスよ」







◆Middle15◆それだけで幸せ




　刻ヶ峰学園学生寮──その近くの、森の中。

　木々の合間、道なき道を進むと、ささやかな広場めいた場所に出る。

　夜空の下では小さな池が、たゆたう月を映うつしていた。




紅：……やっぱり、あの直ちよく接せつ聞こえる声、アンちゃんの声だったんだね。

アンゼリカ：そうです。……噓うそをついていて、ごめんなさいです。




　噓──それは、声なき声のことだけではないだろう。

　アンゼリカは俯うつむいている。金色の髪かみが、月光でほの蒼あおく染そまっている。




紅：いいよ。言ってくれたから、嬉うれしい。

アンゼリカ：…………。

紅：どうして、ふたりで話したい、って言ったの？

アンゼリカ：あそこには、墓守がいるです。だからです。

紅：ってことは、やっぱり──。

アンゼリカ：はい。「〝裏切り者〟として〝ループ〟を発生させている」それが、わたしの〝秘密〟です。

墓守：まァ、俺は〝裏切り者〟を見つけたら普通にぶっ殺すしな（笑）。

紅：……私を、助けようとしてくれたんだよね？

アンゼリカ：……答えようとするけど、震えてしまって──。

紅：アンちゃんを抱だきしめるよ！




　幼おさな子ごのように震ふるえる小さな少女を、紅は抱きしめる。

　背を揃そろえるようにかがんで、頰ほおを合わせ──体温を伝えるように。




ＧＭ：では、こうしましょう。頰を合わせたところで、アンゼリカの涙なみだが、紅の唇くちびるに落ちてきます。そして──感情や、情じよう景けいが直接、伝わってくる。

秋雨：《ブラッドリーディング》ッスね。

アンゼリカ：じゃあ、最初に会った時の光景とか見えてもいいですか。

ＧＭ：ええ、いいでしょう。




　──最初は、というか、最初から、おかしな奴だ、と思っていた。

　トップエージェントだという触ふれ込こみでなければ、相手にしなかったろう。

「友達になろう」「学園祭を手伝おう」

　そんな、おかしなことを、非ひ合ごう理り的てきなことばかりを言う。

　緋蜂紅は、そんな少女だった。




アンゼリカ：ＵＧＮのトップエージェントだって聞いていたので、きっと意味があるんだろう、って、そう思って最初は素す直なおに聞いていたです。

紅：素直なアンちゃんも可愛かわいい！

アンゼリカ：でも段だん々だん、実は何も考えていないことがわかったです（一同笑）。




　要は、困っている人間や、楽しそうなことを放っておけないだけなのだ。

　目の前のことに夢む中ちゆうになって、元の任務を忘わすれているだけなのだ。

　そう悟さとった時は呆あきれて、笑ってしまった。

　笑ったのなんていつ以来だろうと考え──記憶にないことに、気づいた。




　鳩宮アンゼリカは、ＵＧＮチルドレンである。

　能力を持った、オーヴァードの孤こ児じとして、ＵＧＮの施し設せつで育てられた。

　それ以前の記憶は、本当に微かに残るだけ。ごくおぼろげな父の面おも影かげ、だけ。

　だから、アンゼリカには何もなかった。あるのは、〝鳩宮アンゼリカ〟ではなく、〝ＵＧＮのエージェント〟としての使命と役やく割わり、それだけ。




アンゼリカ：紅は……違ちがったです。役割じゃなくて、わたしを……好きになってくれたです。

紅：そうだよ。だってアンちゃんは、可愛かわいくて、優やさしくて、かしこくて──。




　一緒に学園祭の準備をした。

　引きずり回され、大おお騒さわぎをし、喧けん嘩かをして、

　そのたびにいつも、紅は一いつ生しよう懸けん命めいに、ただただ、アンゼリカのために、そして平へい凡ぼんな他人のために、全力を尽くしていた。

　アンゼリカには何もなかった。だから──誰かから、こんな風に、

　惜おしみなく、ただ与あたえられるなんてことは、初めてだったのだ。




ＧＭ：断片的な、映えい像ぞうと感情。それが、アンゼリカの涙を通して流ながれ込こんできます。

アンゼリカ：そして、三日目が来るです。




　その時、アンゼリカは、ＵＧＮ支部にいた。

　支部長や珠樹に、紅についての愚ぐ痴ちを──自分がいつのまにか相あい棒ぼう扱あつかいされ、引きずり回され、任務とは関係のないあらゆることに付き合わされていると──こぼして、

　そして、自分が微笑ほほえんでいることに気づいて、妙に恥はずかしくて。

　そんな時に──〝領りよう域いき〟を把は握あくする、アンゼリカの超ちよう感かん覚かくは、それを捉とらえたのだ。

　紅の悲鳴……断だん末まつ魔まを。




アンゼリカ：走ったです。走って、教室に行って、でも間に合わなくて、そこにいたのは、紅──紅の、死体だったです。




　悲鳴を上げたのか、慟どう哭こくしたのか、もうわからない。

　ただ、ひとつのことを考えていた。自分がそばにいれば、目を離はなさなければ、

　紅が死ぬことはなかったのに。

　──気づいたら、目の前に少女がいた。

　透すき通とおって、悲しげな顔をして。そしてアンゼリカに、〝林檎〟を差し出した。




紅：それは、あの、部屋で一緒に見た女の子？

アンゼリカ：そうです。声も、何も聞こえなくて、でも、なぜか受け取っていたです。




　二回目は、紅からずっと目を離さずにいた。

　だが、目の前で紅は殺された。

　三回目は、前の時の「犯はん人にん」を拘こう束そくした。だが、別の生徒が紅を殺した。

　紅を部屋に匿かくまった。刻ヶ峰市から連れ出そうとした。学園中の生徒を気き絶ぜつさせた。

　でも──ダメだった。紅は、殺され続けた。




アンゼリカ：何度も……何度も、思いつく限りのことを試して、でも、ダメだったです。死んでしまうです。助けられないです！

紅：ありがとう……。私のために、そんなにがんばってくれて……。

アンゼリカ：……違うです。

紅：え？

アンゼリカ：お礼を言われる資し格かくなんてないです。

紅：だって、アンちゃんは私のために、そんなに──。

アンゼリカ：途中で気づいたです。〝ループ〟に伴う、急激なレネゲイド濃度の上昇に。

紅：……！　それ──。

アンゼリカ：このままだと、紅を助けるために、一いつ般ぱん人じんを犠牲にすることになるです。

紅：うん……。

アンゼリカ：わたしは……わたしはＵＧＮのエージェントだから、一般人を守らなくちゃいけないから、だから──それはできないです。やめようと思ったです。

紅：うん。

アンゼリカ：だから、わたしは紅を見捨てようとしたです。

紅：それは、だって、仕方ないよ──アンちゃんは悪くないよ！

アンゼリカ：でも──。




「でも、できなかったです」

　そうアンゼリカは言った。次から次へと、涙が溢あふれた。




アンゼリカ：諦あきらめることが、どうしてもできなかったです。

紅：アンちゃん……！




　紅も泣いていた。泣きながらアンゼリカを抱きしめる。

　ふたりの少女は、泣きながら抱だき合あっている。
















紅：……泣かないって、思ったのに──。

ＧＭ：紅のセリフなのか、有世さんの言葉なのかわかんないです（笑）。

紅：私もわかんない！（泣笑）




　紅も、有世さんも、共にぽろぽろと泣いている。

　泣きながら──それでも、笑顔を浮うかべている。




紅：あのね、アンちゃん、さっきも言ったけど、やっぱりもう一回言うね。ありがとう。

アンゼリカ：でも、わたしは貴方あなたを見捨てようとしたです！

紅：ううん。あのね、私も思ってたよ。私が死ねば解かい決けつするんじゃないか、って。私が生きるために、周りを犠牲になんかできないって。

アンゼリカ：……はい。

紅：もし私が〝林檎〟をもらって、生き返っていい、って言われてたら、諦あきらめてたと思う。でも、アンちゃんは諦めないでくれた。だから今の私がいるんだよ。だから──ありがとう。

アンゼリカ：紅……。

紅：私、諦めない。絶ぜつ対たい生き残って、〝ループ〟も止めてみせる！　だから、力を貸かして。

アンゼリカ：……わたしも、諦めないです。今度こそ──紅を、助けるです。

紅：アンちゃん、私、アンちゃんのこと──大好きだよ。

アンゼリカ：……そういう、ところです。




　そう呟つぶやいて、アンゼリカは細い腕うでに──紅に回した腕に、力を込こめる。




紅：もー、そればっかり！　どういうところ？　そういうところがなんなの！（笑）

アンゼリカ：そういうところが──。




　ぎゅ、と。もう一度力を込こめて。

　頰を涙で濡ぬらしたまま、アンゼリカもまた、笑った。




アンゼリカ：──内ない緒しよです。

紅：もう！（笑）




　そうして、月光の下、ふたりの少女は抱き合って、笑った。

　平凡な日にち常じようを生きる、ごく普通の少女たちのように。心から。
















◆Middle16◆トロイメライ




　学園祭前日。刻ときヶが峰みね学園、旧きゆう校こう舎しや。

　音楽室。ひとりの男が、ピアノを弾ひいている。

　夢ゆめ、あるいは夢む想そう──そんなタイトルの、穏おだやかな曲だ。

　透すき通とおり、どこか甘あまくさえある音色とは裏うら腹はらに、男の顔は無む表ひよう情じようだった。




ＧＭ：さて、三日目です。昨日と同じように、ＵＧＮ支し部ぶで報ほう告こくですね。

墓守：俺おれは今日も行かないよ。

ＧＭ：他は全員登場ですね？　では、揃そろったところで、尾嚙──支し部ぶ長ちようはピアノを弾ひいていた手を止め、立ち上がります。「墓守はやはり来ていないようだな」

秋雨：まー、敵てきに回らないなら、それでいいんじゃないッスかね。

ＧＭ：珠たま樹きがぷんすかして「ＦＨなんて信用できません！」と言います（笑）。

紅：協力する、って言ってたところは信用していいと思う。

秋雨：そうッスね。……で、いよいよ今日はまた緋ひ蜂ばちサンが狙ねらわれる日なわけですが。

紅：私わたし、戦います。

アンゼリカ：ああ、紅がついに！（一同笑）

紅：えへへ……。自分だけが危あぶないんじゃなくて、周りのみんなとか、アンちゃんとかに悪いことが起きるなら、それは止めたいから。戦うよ。

ＧＭ：「彼かの女じよが死ななければ、〝ループ〟も発生しない可か能のう性せいが高い」と、支部長。

秋雨：そうッスねぇ。〝裏うら切ぎり者もの〟が誰だれかはわからないッスけど。

アンゼリカ：わたしはとぼけてます（笑）。……それに、紅を狙ねらっているのが誰だれかもわからないのです。

紅：そうなんだよね！

ＧＭ：「わからなくても、とりあえず緋蜂さんへの襲しゆう撃げきを止めれば……〝ループ〟から出られるはずよね」と珠樹。心労でやつれている感じです。

アンゼリカ：問題は、止める方法ですけど。

秋雨：アタシに考えがありますんで、そこはまあ、やってみましょう。

紅：私、死なないようにがんばる！

ＧＭ：あと、珠樹が「〝マスターレイス〟だという生徒会長ですが、昨日から消息を絶たっています。潜せん伏ぷくしているのでしょう」と言う。

墓守：ま、そうなるわな。俺もそうだし、ＦＨの行動は似にる（笑）。

ＧＭ：では、支部長が「ＵＧＮ支部としては、緋蜂紅を守ることを最さい優ゆう先せんに考え、今夜に備そなえる。以上だ」とまとめます。

アンゼリカ：……了りよう解かいなのです。

紅：がんばるよ。──　懐ふところにしまった銃じゆうを握にぎります。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、このまま、三日目に何をするか、まで処しよ理りしちゃいましょうか。シーンは変えずにやりましょう。このシナリオ、シーン数多くて侵しん蝕しよく率りつ大変なので（笑）。

紅：私、もう[image: 120]％超こえてる！

アンゼリカ：わたしはもうちょっとで[image: 100]％ですね。

墓守：俺もそンなだな。

秋雨：アタシはまだ73％ッス（笑）。もっと上げたいんですけどねぇ。

ＧＭ：紅はシーン数も多いし、ダイス目も高いんですよね。さて、夜まで何をするか……みたいな感じですが。もし、まだ調べたいことがあれば、それもできます。

紅：クラスの展てん示じってどうなってますか？

ＧＭ：紅がいないので、準じゆん備びはだいぶ難なん航こうしています。一いち応おう、衣い装しようをもらったのでコスプレ喫きつ茶さをやるけど、内ない装そうとかは最さい低てい限げんですね。そしてその後紅が来ないので、「あの人、なんだったんだろうね」「コスプレ好きの人なのかな」とか噂うわさされてます（一同笑）。

紅：うう～、ごめんよぉ～！

墓守：じゃ、調ちよう査さすっか。俺は、シロについて調べるぜ。何か隠かくしてそうだったし（笑）。

アンゼリカ：調べられると色々わかってしまうのです。

墓守：〈情じよう報ほう：ＵＧＮ〉でいいかね。それも持ってる。で、情報収しゆう集しゆうチームを使って──ネズミと一いつ緒しよに調べてる、と。達成値ち11。

ＧＭ：鳩宮アンゼリカ。ＵＧＮチルドレンです。能のう力りよくは〝領りよう域いき〟内で白い羽根を実体化させたり、幻げん覚かくを見せたり、あとは鳩はとを操あやつったり、ですね。

墓守：羽根がキーワードになってる感じか。

アンゼリカ：アンゼリカは天使なので（一同笑）。

ＧＭ：ＵＧＮの施し設せつに保ほ護ごされた、七歳さい以前の記き憶おくがありません。唯ゆい一いつ、微かすかに覚えているのは父親の面おも影かげ──と、このへんはＰＣ設せつ定ていですね。

アンゼリカ：はい。ライフパスの「経けい験けん」が「記憶喪そう失しつ」なので。そういう感じなのです。

ＧＭ：あとは……一回戦ったんでわかりますが、戦せん闘とう経験やエージェントとしての経けい歴れきから考えると、異い常じように能力が高い感じがしました。まあ、これは〝ループ〟を繰くり返かえしたことでの、経験の蓄ちく積せきによるものです。

墓守：うン、そいつはわかるだろうな。

紅：……私、「トップエージェントだから」って経験点50点もらったけど、もしかして……。

アンゼリカ：「〝ループ〟を繰り返しているので」という理由で50点もらっているです（笑）。

墓守：俺、「マスターエージェントだから」で50点もらってる（一同笑）。

秋雨：実はアタシも……理由はまあ、妹が死んだ後にがんばったから、ッスかね（笑）。

紅：うう～……みんな同じだった（笑）。

ＧＭ：アンゼリカについてわかるのは、それくらいですかね。経歴を調べた感じ。

アンゼリカ：あと、これまでは特に誰かに執しゆう着ちやくしたり、大切にしたりしたことはないです。──それは記録を分ぶん析せきすればわかると思うです。

墓守：ははァ、そうすっと、ハチを妙みように大事にしてるな、と思うわけだ。

アンゼリカ：です。

紅：……くひ♡（一同笑）




　　　　＊　＊　＊




アンゼリカ：わたしは〝林檎りんご〟について調べるです。〈知ち識しき：レネゲイド〉で。

ＧＭ：はい。難なん易い度どは８で──成功ですね。〝林檎〟は、名前の通り、小さな林檎に似にた形の物体です。透すき通とおった赤色で、ガラスとか水すい晶しようみたいな質しつ感かんですね。

アンゼリカ：ＵＧＮ支部の施設でこっそり調べたりできるですか？

ＧＭ：いいでしょう。どうも、レネゲイドの結けつ晶しよう、〝賢けん者じやの石〟と呼よばれる存そん在ざいに近い感じです。ただ、詳くわしくはわかりませんでした。ちなみに、破は壊かいしたり捨すてたりしても、いつの間にか持ち主のもとに戻もどってきます。

アンゼリカ：……なるほどです。

ＧＭ：現げん時じ点てんでは、そのくらいですね。




　　　　＊　＊　＊




紅：私は、実は……尾嚙さんのことを調べたいです。

アンゼリカ：うん。なんか怪あやしい感じするです。

秋雨：おっと、アタシも同じなんですね。先に判はん定ていしていいッスかね。

紅：どうぞ！　私はネクストバッターズサークルにいます！（一同笑）

秋雨：あ、はい。じゃあ……〈情報：ＵＧＮ〉でいいッスよね。12ッス。

ＧＭ：はい。尾嚙筐きよう一いち郎ろう、二七歳。ＵＧＮエージェントで、見た目通り、能力は白兵戦闘系けい。シンドロームはハヌマーン──しか、わかりません。音で肉体強化する能のう力りよく者しやですね。コードネームは〝シリンダームーヴメント〟。

秋雨：ふむ。単一シンドロームの持ち主──ピュアブリードかもしれないし、他のシンドロームは隠しているのかもしれない、と。音使いなのは、音楽教きよう師しなのでわかりやすいッス。

ＧＭ：それと、尾嚙も秋雨と同様、この刻ヶ峰支部を希望してやってきた人物です。

アンゼリカ：あ、あやしい……（一同笑）。

ＧＭ：最後に、尾嚙はＵＧＮに入る前……四、五年くらい前ですが──それ以前の経歴が一切不明、となっています。

秋雨：そんな怪しい人を、なぜＵＧＮは支部長に……（一同笑）。

ＧＭ：まあ、偽ぎ装そうしてたのを見み破やぶった、とかにしましょうか（笑）。以上です。

秋雨：ふむ。……これは、緋蜂サンに伝えておくッスよ。

ＧＭ：いいでしょう。では、紅は何か調べますか。この周回での調査は、これで最後です。

アンゼリカ：これ以上周回は重ねたくないです。

紅：十年前の事じ件けんを調べたいんですけど。でも、隠かくされてるんですよね。

ＧＭ：そうですね。秋雨が情報を摑つかんだのも、幸運、もしくは不自然なくらい、事件に関する情報は隠いん蔽ぺいされています。

紅：誰がやったか、とかはわからないですよね。……うーん、当時のアルバムとかないかな。

アンゼリカ：この学園で起きたことだから、学園を探さがすのはいいかもですね。

ＧＭ：なるほど……では、ちょっとそういう場面を演えん出しゆつしましょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：紅は、学園内で昔のアルバムが保ほ管かんされている場所を探さがして、資し料りよう室しつに来ています。

紅：はい！　えっと、十年前のアルバムを探します！

ＧＭ：──が、ちょうどその年のアルバムだけ、抜ぬけ落おちています。

紅：なんでだー！（一同笑）

アンゼリカ：まあ、そんな気はしていたのです……（笑）。

ＧＭ：で、紅ががっくりしていると、後ろから「どうした～？」と眠ねむそうな声がします。

紅：あれ、眠木先生？

ＧＭ：はい。担たん任にんの眠木姫ひめ子こですね。紅を見て……「あれ、お前は転校初日からずっとさぼっている、えーと……なんだっけ」（一同笑）。

紅：すいません！　緋蜂紅です！　でも、どうしても、やらなきゃいけないことがあって。

ＧＭ：「そうか～。じゃあ仕方ないな～」（一同笑）

墓守：なにもかもどうでもよさそうで、好感が持てるな（笑）。

ＧＭ：眠木先生は紅が持っているアルバムを見て「お～、なつかしいな～」と言います。

紅：先生！　もしかして卒業生ですか？

ＧＭ：「うん」

紅：あの、十年前の事件のこと、知りませんか？

ＧＭ：「ん～」眠木先生は眠そうなまま、悲しげな感じになります。「……それって、人が何人も死んだやつ？」

紅：あ、はい……すいません、急に変なこと聞いて。

ＧＭ：「知ってるよ」

紅：え？

ＧＭ：「あたし、ちょうどその時、ここの生徒だったから。って言っても、ある日急に事じ故こで何人も死んで……警けい察さつとかも来たけど……結局、事じ情じようはよくわからないままだったな」

紅：そうなんですか……。

ＧＭ：「不良の喧けん嘩かとか、ヤクザとかクスリが絡からんでるとか、噂はいっぱいあったけどね」

紅：そうですか……。

ＧＭ：そして、眠木はふと、思い出したように言います。「あー、そういやさ～、音楽の尾嚙いるじゃん。あれも同級生だよ」

紅：え？

ＧＭ：「多分ね。なんか名前変えてるけど、そうだと思う」

紅：支部長……じゃないや、尾嚙先生が……。

ＧＭ：「うん。顔も変わってるかな……。さすがに十年経たってるから自信ない」

アンゼリカ：それ違ちがう人なんじゃないですか（一同笑）。

ＧＭ：「……あ～、でも、ピアノが同じ。音が」

紅：あ。生徒の時も、ピアノ弾いてたんですか？

ＧＭ：「あの頃ころから似に合あわなかった」（一同笑）




「仏ぶつ頂ちよう面づらで、でも、よく放課後、音楽室──今の旧きゆう校こう舎しやの音楽室で、ピアノ弾いてたよ」

　眠木姫子は眠ねむそうに、そして懐なつかしそうに、そう言った。

「尾嚙の幼おさななじみと、その親友の女の子──三人で、よく音楽室にいたよ。放課後に、よくピアノの音が聞こえてきて……教室で起きた時、聞こえて来た」




紅：幼なじみと、その親友の女の子。と、尾嚙先生……。

ＧＭ：「うん。幼なじみつうか、あれ彼女だったのかな──でも、死んじゃったよ」

紅：え？

ＧＭ：「さっき緋蜂が言ってた、その事件の、ちょっと前かな。事故で尾嚙の幼なじみが死んだ。そんで、事件が起きて、幼なじみの親友だった女の子は、入院して、戻って来なかった。噂だと、そのまま目が覚めなかった、って。尾嚙も転校して、いなくなった」

秋雨：……十年前の事件の資し料りようにあった、行方不明になった男子生徒と、意い識しき不明のまま消息を絶った女子生徒、ッスね。男子生徒の方が、尾嚙サンだったんスね。

紅：そうなんですか……。

ＧＭ：「なんか、ひどい話だったね。もう十年か……もっと、ずっと前みたいな気がする」

紅：嫌いやなこと聞いちゃって、すみません……。

ＧＭ：「ん～」眠木は頭をぽりぽり搔かきます。「ま、別にお前は悪くないだろ」

紅：……でも、悲しいこと、思い出させちゃったから。

ＧＭ：「まあ、別に、お前に言われなくても、たまに思い出すしね。やだよね、子こ供どもが死んだり、いなくなったりするのは。……当たり前だけどさ」

紅：……はい。

ＧＭ：「だから、緋蜂も、授じゆ業ぎようサボってもいいけど……ま、元気でやりなよ」

紅：……はい。元気です、私。




　元気です、とそんな言葉とは裏腹に、沈しずんだ声で、紅は答える。

　それを聞いて、やる気のなさそうな教師、眠木姫子は、

「そっか。それはよかった」

　とだけ言って──微かに笑った。







◆Inter Scene◆幕まく間あいⅡ




ＧＭ：ここらへんで、途と中ちゆうで取得したロイスをまとめたり、新たに取得したりしますか。〝秘ひ密みつ〟も全員分明らかになったことですしね。

墓守：シナリオロイスも秘密だったからな（笑）。俺のはネズミだよ。〝マスターマインド〟から付けられた相あい棒ぼうだからな。ま、そこそこ信用できそうなんで、ポジティブを表にしてる。

紅：ネズミちゃん、いい子だもんね！

秋雨：アタシのシナリオロイスは支部長、尾嚙サンですね。

アンゼリカ：わたしは紅でした。

紅：なるほど！　そっかぁ～、えへへ、相思相愛だね♡




　その他、新しん規きのロイス取得やシナリオロイスの一いち覧らんは次の通りである。
















　全員、Ｄロイスを取得しているので、通つう常じようのロイス枠わくは六つ。紅、アンゼリカは、ロイス枠をひとつ空けてある。




ＧＭ：では、いよいよ三日目の夜に進みましょう。

紅：……ドキドキする！　絶ぜつ対たい生き残るわ！







◆Middle17◆メビウスの輪




　そして、その時が来る。

　始まり、あるいは結び目。

　学園祭前日の夜──深夜。

　緋蜂紅が死ぬ時間。




ＧＭ：──では、三日目の夜になります。もうすぐ、紅がいつも襲おそわれる時間です。みなさんは、集まって、その時に備そなえている感じですかね。

秋雨：そうッスね。……ん～、学園から離はなれても意味ないんでしたっけね。

アンゼリカ：どこにいても襲われるです。

墓守：この街から出ることもできねェしな……と、これは言っておこう。

紅：どこでも同じなら、人が巻まき込こまれない場所がいいかな。

アンゼリカ：……なるほどです。じゃあ、森のあたりとかですか。

秋雨：いいんじゃないッスかね。そのへんに集まって……墓守サンもいるでしょ。

墓守：ああ。

ＧＭ：了解です。ＮＰＣも一緒にいることにしますか？

墓守：尾嚙と珠樹か。邪じや魔まっちゃ邪魔だな。

ＧＭ：では、周囲を警けい戒かいしているということで、少し離はなれた場所にいます。ネズミは墓守の近くにいるのが自然かな。

墓守：そうだな。

紅：私は、銃を握にぎって、緊きん張ちようしてる……！




　学園の建物から離れた森の中。

　明るい月光が照らす周囲に人ひと影かげはなく、そして、

　遠くから、一二時を告げる鐘かねが響ひびいた。




ＧＭ：──　懐かい中ちゆう電灯の明かりが近づいてきます。学園の警けい備び員いんですね。

アンゼリカ：……警戒します。

ＧＭ：初老の警備員は、「おや、そこで何をしてるのかな？」といぶかしげに言って──鐘の音が響ひびくと同時に、意い志しを失ったように、虚うつろな瞳ひとみになります。

紅：来た……！

秋雨：おっと。アタシ、ジェネシフトしておいていいですかね。

ＧＭ：いいですよ。準備の時間もありましたしね。




　ジェネシフトは、体内のレネゲイドを活かつ性せい化かさせ、みずから侵蝕率を上げる行こう為いだ。

　秋雨はこれによって侵蝕率が上じよう昇しようし──[image: 106]となる。




秋雨：ちょいと、コトが起こる前に[image: 100]％超こえておかないといけなかったんでね。

ＧＭ：──懐中電灯が、警備員の手から落ち、その手が刃やいばに変わります。そして、以前と同じ攻こう撃げき──避よけることも、かばうこともできません。

紅：じっと、目を開いて受けます。




　防ふせぎ得ない攻撃が、ふたたび紅を襲おそう。

　刃が紅の胸むねを斬きり裂さき、そして赤い血が飛び散る。




ＧＭ：ダメージは40点。紅は戦闘不ふ能のうですね。

紅：ここで、私がタイタスを昇しよう華かして起き上がれば──！




　ロイスとの関かん係けい性せいが失われたものを、タイタスと呼よぶ。

　ロイスをタイタスへと変え、そしてそれを昇華することで、ＰＣは戦闘不能からの復ふつ活かつなど、様々な効こう果かを受けることができるのだ。




秋雨：その前に、アタシが能力を使いましょう。《奇き跡せきの雫しずく》。戦闘不能から回かい復ふくさせます。

墓守：お。オッサン、いいもの持ってンなァ！

アンゼリカ：それで、秋雨は紅を助ける可か能のう性がある、って話が出てたんですね。

ＧＭ：タイタスの昇華で起き上がるか、秋雨の《奇跡の雫》を想定してました。せっかく秋雨を説得したのに……（笑）。

秋雨：……妹と同じ年とし頃ごろの子を見ると、助けないわけにもね。

紅：ありがとう、秋雨さん！　ぐぐーって、刺ささった腕うでを摑つかむよ。……私は、死なない！

ＧＭ：操あやつられている警備員は、無表情に紅を見て、腕を振ふり払はらうと、飛とび退のきます。──そして、ふたたび腕を構かまえる。

墓守：あっちもやる気まンまンってわけだ。

ＧＭ：では、戦闘のラウンド進行になります。

紅：──負けない！

アンゼリカ：はいです。今度こそ……！

墓守：まともに戦闘になるってンなら、こっちのもンだな。




◆第一ラウンド

行動値

紅　　　　　11

秋雨　　　　11

〝襲しゆう撃げき者しや〟　10

アンゼリカ　４

墓守　　　　０
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ＧＭ：ネズミも戦闘に参加させますか？

墓守：……いや、尾嚙たちの様子を見に行かせよう。監かん視ししておきたい。

ＧＭ：では、ネズミは「ＵＧＮの人呼よんできます！」と走っていきます。

墓守：どうせ、戦闘じゃ大して役に立たねェからな。今回は距きよ離りも近いし（一同笑）。

ＧＭ：行動値ではＰＣが先ですが、《加速する刻》をふたたび使用。割わり込こみます。──《コンセントレイト：エグザイル》に、《爪そう剣けん》《螺ら旋せん撃》の組み合わせ。紅を狙ねらいます！

墓守：ダメージを上昇させて、リアクションのクリティカル値＋１──ドッジは無理だな。

ＧＭ：達成値は32。ガードは可能ですが──ガード値のある武ぶ器きはないですね。

紅：うう、また死んじゃう……！

墓守：今回はカバーリングできるンだろ？　じゃ、《崩くずれずの群むれ》だ。

ＧＭ：その《崩れずの群れ》を《デビルストリング》で打ち消します。

墓守：仕方ねェ。行動を放ほう棄きしてカバーリング。エフェクトじゃないから打ち消せないぜ。




　オーヴァードのみが可能な速度で走はしり込こみ、腕の刃を突つき出だす警備員。

　その前に、墓守が悠ゆう然ぜんと立ちふさがる。口ずさむのは、古代の詩。




墓守：側の樹に手を当てると、そこから白はく槍そうが飛び出して受ける──ガードだ。

ＧＭ：ダメージは34点ですが……。

墓守：ガードで８点軽けい減げんして26点。残りＨＰは、[image: 105]点。

ＧＭ：これ絶対殺せないじゃん！（笑）

墓守：こンなもンか？　もっと楽しませてくれるのかと思ってたぜ。

ＧＭ：ぐ──行動値11の紅と秋雨。好きな順番でどうぞ。

秋雨：アタシからやりましょう。緋蜂サンはＨＰも減へってますしね。──《狂戦士》《癒いやしの水》《ソーマの雫》で、対象を強化しつつＨＰを回復させるッス。これに《ポイズンフォッグ》を組み合わせて対象を範はん囲いに。




　不意に、月明かりはそのまま、晴れた夜空から水すい滴てきが落ちてくる。

　秋雨が目を閉とじ、ロザリオを握にぎると──周囲にだけ、雨が降ふる。その雨は、傷きずを癒し、身体能力を限げん界かい以上に引き出す異い能のうの水滴だ。




秋雨：《狂戦士》で、次の判定のダイス＋４個こにクリティカル値マイナス１。《癒しの水》の効果でＨＰを──40点回復ッスよ。

紅：全ぜん快かいになった！　じゃあ、私の番かな。

ＧＭ：いえ、《加速する刻Ⅱ》を宣せん言げん。さらに追加行動します。ん～、墓守をまず殺さないといけない、と判はん断だんしたようです。墓守に攻撃。




　警備員は、両りよう腕うでを刃に変じさせ、墓守を斬り裂さく。

　だが──墓守は倒たおれない。まるで不死身のように。あるいは、

　まるで、幾いくつもの命を宿しているように。




墓守：そンなンじゃ倒たおれねェって。今回はガードしないぜ、代わりに《復ふく讐しゆうの刃》だ。

ＧＭ：防ぼう御ぎよを捨てて反はん撃げきする、キュマイラのエフェクトですね。仕方ない。どうぞ！

墓守：相手の攻撃を無む視しして、槍を突つき入れる。──達成値25。




　攻撃を避けるそぶりすら見せず、墓守は相手に槍を突つき立たてる。




ＧＭ：くっ、ダメージ41点。これは厳きびしい……！　そしてお待たせしました、紅の行動です。

紅：……銃を、警備員さんに向けます。──殺さない。でも、貴方あなたの中の〝敵〟は、貫つらぬく！




　紅が、親指を口元に持っていき──皮ひ膚ふに八重歯を立てる。

　そのまま手を振ふると、中空に血の雫が舞まい──紅あかい弾だん丸がんに変化する。
















紅：そのまま空中で装そう塡てん！　自分の血で造つくった弾丸を撃うつ！　《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》に《カスタマイズ》、他も全部組み合わせるよ！

秋雨：《赫き弾》に《ブラッドバーン》、《クリスタライズ》……ダメージを上げるエフェクトてんこ盛もりッスね。おまけに《クリスタライズ》は装そう甲こう値も無視か。こりゃ強い！




　放たれた弾丸は、まるでみずからの意志を持つように空中で軌き道どうを変え、間にある木々を迂う回かいして飛んでいった──緋き弾丸が、蜂のように舞まう。




紅：秋雨さんの支し援えんももらって、クリティカル値６──６回クリティカルして達成値65！

ＧＭ：避よけられるわけがない（笑）。ダメージどうぞ。

紅：達成値65だから７Ｄに、Ｄロイス「対たい抗こう種」でさらに＋２Ｄして、攻こう撃げき力りよくを足して──合計で、88点。装甲値は無視！




　空中で自じ在ざいに動くばかりか、着ちやく弾だん時には相手に合わせて形を変え、皮膚に潜もぐり込こめば毒となる──致ち命めいの一いち撃げき、それが〝レッドホーネット〟の一ひと刺さしだ。




アンゼリカ：す、すごいダメージなのです。

墓守：俺やシロの倍だな、ちょうど（笑）。

紅：でも、代だい償しようでＨＰが10点減へるの。ＨＰ34点しかないから……。

秋雨：三回しか攻撃できない。自分の身削けずりすぎなデータッスね（笑）。

ＧＭ：それで警備員は倒たおれます。弾丸は、相手に撃うち込こまれると、レネゲイドだけを殺す毒と化し……警備員の中に潜ひそむ、何者か──人形遣つかいだけを灼やき尽つくす。




　警備員が意識を失い、倒たおれる。同時に、腕の刃が砕くだかれ、元の生身に戻っていった。




墓守：なるほど。レネゲイドだけを殺すから、〝対抗種〟。確たしかにコイツは、Ｓクラスのエージェントにふさわしい能力だ。

紅：やった……倒たおした！　倒したよ、アンちゃん！

アンゼリカ：呆ぼう然ぜんと、紅に揺ゆさぶられてますです。……やっと、終わる。

ＧＭ：警備員が気き絶ぜつしたところで、ネズミと支部長、珠樹も駆かけつけます。珠樹が「襲撃者を倒したのですね！」と嬉うれしそうに言う。支部長は無表情のまま。

紅：やりました！　これで、〝ループ〟も終わりますよ、支部長！　珠樹ちゃん！

アンゼリカ：安あん堵どのあまり、力が抜ぬけてへたれ込こむです……（笑）。

ＧＭ：では──そこで、森の中を、新たな誰かがやってきます。

一同：……？

ＧＭ：それは、一いつ般ぱん生徒のようですね。その目は虚ろで、そして見る間に──。




ＧＭ：腕が刃に変じます。




紅：ど、どういうこと……!?

ＧＭ：ルール的に説明すると、ジャーム──誰かはわかりませんが──は、Ｅロイス《不ふ滅めつの妄もう執しゆう》を宣言します。

墓守：《不滅の妄執》──死ンでも、何度でも復活するＥロイス、かよ。

紅：そんな……どういうこと？　じゃあ、倒たおせないの？

ＧＭ：生徒は、先ほどの警備員と同様に襲おそいかかってきます。これは、何度でも発生するので、もう戦闘の処理はしません。

秋雨：倒しても、どうせ次が出てくるから無む駄だ、ってことッスか……。

アンゼリカ：そんな……そんな、なんで……。

秋雨：──支部長の様子を見るッスよ。

ＧＭ：驚おどろいている珠樹の横で、無表情に立っています。特に何かしている様子はありません。

紅：もう防ふせげない、ってことは、私は──。

ＧＭ：はい。紅の胸に、刃が突き立ち──紅は、死し亡ぼうします。

アンゼリカ：そ、そんなどうして……どうしてなんです。そんな──。

秋雨：保持者キーパーが死ぬと……消しよう滅めつする、ッスか？

ＧＭ：特にそういう気配はありませんね。──で、アンゼリカ。

アンゼリカ：……はい。

ＧＭ：貴方の懐で、〝林檎〟がどくん、と震ふるえます──望みますか？

アンゼリカ：………………はい。

ＧＭ：では、〝林檎〟が脈打ち──周囲に赤い光が広がっていきます。

墓守：そいつは、俺から認にん識しきできるのかね。

アンゼリカ：もう、極きよく限げんまで動どう揺ようして、懐から〝林檎〟を落としてしまうです。

墓守：……そうか。やっぱりお前ェだったか。

ＧＭ：周囲は真っ赤な光に塗ぬりつぶされ、そして──。




ＧＭ：──紅、気がつくと、キミはそこにいます。




　早朝、刻ヶ峰市の駅前。周囲に人影はない。

　どこからか、川の匂においがした。




紅：私……また、ループしたんだ。また……。

ＧＭ：では──シーンが変わります。



ドッジは無理だな　判定のクリティカル値が11以上になった場合、クリティカルしなくなる。

キュマイラ　獣の力や器官を手に入れ、操るシンドローム。


















◆Middle18◆鬼おにごっこ




　そして世界はループする。繰り返し、繫つながって。

　何度目かの、その日を迎むかえる。




ＧＭ：──では、休きゆう憩けいを挟はさみまして、三周目の一日目、になります。

紅：休憩中、なんだか天さんと悪わる巧だくみしてた……！

墓守：いやいや、悪くない悪くない。アイアム・ノー・イービル（一同笑）。




　このシーンの開始前に、ＧＭと天で密みつ談だんしていたのである。

　内ない容ようは、状じよう況きようの変化による、墓守の行動。

　具体的には──すぐ、明らかになるだろう。




ＧＭ：そんなわけで、一日目の朝になります。

紅：う～、私がまた駅前にいるところからだ～。

ＧＭ：いえ──今回は、アンゼリカの視し点てんで始まります。

アンゼリカ：わたしですか？

ＧＭ：はい。一日目の朝、紅と会う前です。寮りようを出たところ、ですかね。

アンゼリカ：……紅を迎むかえに行くです。もう、どうしたらいいか、わからないですけど。




　悄しよう然ぜんとしながらも、何回も──何十回も繰り返したように、アンゼリカは寮を出る。

　駅前に行き、紅に会う。まだ、彼女は自分を覚えているだろうか。

　覚えていてくれても、一体、これ以上どうしたらいいのだろう──。




ＧＭ：寮を出たところで、アンゼリカに声をかける人物がいます。

墓守：よォ、シロ。

アンゼリカ：……墓守、清正。

墓守：いやァ、いい感じに騙だまされたぜ。お前が〝林檎〟の持ち主だったとはな。

アンゼリカ：それは悪かったです。

墓守：責せめちゃいねェさ。自分にとって大切なモノのために、自分にできることがあれば、誰だってやるさ。俺もそうする。それだけのことだ。

アンゼリカ：……どうするつもりですか。

墓守：わかってンだろ。お前を、殺すよ。

紅：──え、ちょ、なんで……っ!?

アンゼリカ：……それで、〝ループ〟を止めるつもりですか。

墓守：ああ。〝裏切り者〟のお前ェを殺して、この〝ループ〟から脱だつ出しゆつする。

アンゼリカ：そうすると思ってたです。でも、わたしも諦あきらめるわけにはいかないです！




　アンゼリカが手を上げる。どこからか、白い羽根が舞う。

　かつての再さい現げん。けれど今は、横に紅はいない。

　さらに──。




ＧＭ：「……申もうし訳わけないけど、他に方法はないわ」と、アンゼリカの背はい後ごで珠樹が言います。

アンゼリカ：……そう、なりましたか。

ＧＭ：「謝あやまりはしない……。学園と、刻ヶ峰市を、一いつ般ぱん人じんを守るためだから」

アンゼリカ：……わかるですよ。でも、やっぱり、抵てい抗こうはするです。

秋雨：あー……アタシも、出ていいんですかね。

ＧＭ：どうぞ。

秋雨：森から出て来て──アタシは、鳩宮サンを殺すって方には乗れないッスよ。

墓守：へェ、ＵＧＮのクセに、市民の安全より〝ループ〟への興きよう味みを優ゆう先せんするかい？

秋雨：そうじゃないッス。市民は守るべきッスよ、だから、緋蜂サンを生き残らせるために協力もした。でもね、こんな風な、犠ぎ牲せいを求めるやり方は……おかしいッスよ。

墓守：綺き麗れい事ごとには興味ねェンでな。

秋雨：……あなたと同じＦＨの、生徒会長サンは、〝ループ〟を止めるな、と言ってましたよ。……緋蜂サンを助けないよう、アタシに頼たのみに来た。

墓守：ああ、夜の密談相手はソフィアだったのか（笑）。──そうかい。〝マスターレイス〟はそうかもしれねェが、俺は違う。ここから出ることが、最優先だよ。

秋雨：……困こまったッスね。アタシには戦う能力はないし、せめて鳩宮サンの近くに──。

ＧＭ：では、その秋雨の前を塞ふさぐように、支部長──尾嚙が現あらわれます。「動かないでもらおうか、篠月。その〝裏切り者〟は、処しよ分ぶんしなければならん」

秋雨：尾嚙サン……。まあ、ＵＧＮならそう考えるのがスジ、ッスかね……。なんとなく、尾嚙サンは違う気がしてましたけど。

アンゼリカ：墓守と、珠樹と、支部長……全員から距離を取って身み構がまえるです。勝てるとは……思えないですけど。

墓守：諦あきらめな。助けにはもう誰も来ねェよ……誰も（紅を見る）。

紅：…………。（[image: ←]固かた唾ずを飲んで見守っている）

墓守：来ないの？（一同笑）

ＧＭ：ずっと我が慢まんして、すごい顔で見守ってますね（笑）。

紅：出ていいんですか!?

ＧＭ：はい、ひとり離れたところにいたので時間がかかりましたが、もう大だい丈じよう夫ぶですよ。

紅：う……でも、今出ちゃうと……。

ＧＭ：？

紅：わんちゃんが溺おぼれちゃう……。

ＧＭ：助けてから来てもいいですよ（笑）。

紅：あ、あと、行きたいところがあったんです。でも、アンちゃんを助けないと──。

ＧＭ：ふむ……場所によりますね。

紅：羊坂さんの部屋です。

ＧＭ：……そうですね。近いですし、それもＯＫですよ。《巨きよ匠しようの記憶》使います？

紅：使っていいなら！　判定します？

ＧＭ：いえ、侵蝕率だけ上げてください。では──（メモを紅に渡わたす）。

紅：（メモを見て）……やっぱり。

ＧＭ：というわけで、改めて──。




　墓守とネズミ、そして珠樹と尾嚙。四人のオーヴァードに囲まれたアンゼリカ。

　それでも、アンゼリカは戦いの構かまえを取る。諦あきらめないと──必ず助けると、誓ちかったから。

　墓守が、骨ほねの白さを持った大槍を肩かたに担かつぎ、呆あきれたように言う。

「諦めな。助けにはもう──誰も来ねェよ」

　そして──。

「そんなことないよ！　アンちゃんは、私が助ける！」




紅：走って来たから、ぜーはーぜーはー言って、それで、ずぶ濡ぬれで、片かた手てに犬を抱かかえて、片手にノートパソコンを持って登場します！（一同爆ばく笑しよう）

アンゼリカ：く、紅……その姿すがたは一体？（笑）

紅：ちょ、ちょっと待って、息が落ち着くまで……あ、わんちゃんは、あっちに行って。危ないから（犬を下に置く）。はぁ、はぁ……それで、えっと……。

墓守：落ち着け（一同笑）。

秋雨：一気に雰ふん囲い気きが全然ちがう感じになったッス（笑）。

ＧＭ：珠樹やネズミも驚いていますが、ひとり冷静な支部長が言います。「……〝ループ〟を止めなければ、一般市民が犠牲になる。鳩宮を倒たおす以外、止める方法はない」

紅：そんなことない！

アンゼリカ：紅……？

紅：だってそうでしょ？　みんな、アンちゃんが〝裏切り者〟だ、って言うけど。でも、本当に〝裏切り者〟なのは、私を殺そうと狙ってる人だよ！

ＧＭ：「それが誰だかわからない以上、鳩宮を処分するしかない」と支部長。

紅：〝裏切り者〟はわかります。羊坂さんが教えてくれました。

秋雨：羊坂サンが……？




　紅は、ノートパソコンを掲かかげた。

「これ、尾嚙さんが今朝、片かた付づけるはずだった、パソコンです。毎回、〝ループ〟のたびに、あの部屋にある物を処分してたんですよね」




ＧＭ：尾嚙は特に表情を変えません。「……そこに、何があると？」

紅：パソコンのデータにはおかしなところはなかった。でも、私の能力で、これに残った羊坂さんの記憶が──私へのメッセージが読み取れたんです。多分、羊坂さんは、私が過去を見ることを予知してたんだと思います。

アンゼリカ：羊坂さんが……〝裏切り者〟の正体を伝えてきたですか？

紅：そう。羊坂さんは、殺される直前に、メッセージを残してます。自分が殺されること、そして犯はん人にん、〝裏切り者〟は──。




　紅は、指先を尾嚙に突つきつけた。




紅：──貴方です、支部長。羊坂さんを殺して、そして、私を何度も殺した……〝裏切り者〟、尾嚙筐一郎。

ＧＭ：尾嚙は、淡たん々たんと、「証しよう拠こはキミの証しよう言げんだけか、緋蜂」と言います。

紅：そうです。

アンゼリカ：わたしは信じるです！

ＧＭ：「別に鳩宮だけではあるまい。緋蜂の言葉を疑うたがう者は──この場にはいないだろう」

墓守：……まァな。ハチが噓うそをつくとは思えねェ。

ＧＭ：ネズミも、そして珠樹も申もうし訳わけなさそうに頷うなずきます。「──だろうな」と尾嚙。

秋雨：信頼を得る能力……さすがはトップエージェント、ってワケっすかね。

墓守：アホに見えるのにも、こンな利点があるとはねェ。

紅：アホじゃないでしょ!?　今すごい賢かしこかったでしょ!?（一同笑）

アンゼリカ：……支部長が、生徒や警備員を操った方法はわからないです。

紅：うん。それに、なんで襲撃してくるジャームが倒せないかもわからない。──でも、貴方なんですよね、尾嚙さん。

墓守：強引だねェ（笑）。

ＧＭ：尾嚙は、しばらく黙だまってから、やはり表情を変えずに──「どうあれ、緋蜂が信頼を得た以上は、これで詰つみか。思ったよりも早かったな」と言う。

墓守：お、観念したか。

ＧＭ：「羊坂の遺い留りゆう物から過去視されるとは、緋蜂が来るまで盲もう点てんだったよ。それで、次の周回からは処分することにしたのだがな」

秋雨：ああ、なるほど。最初の周回でも、同じようなことがあったッスか……。

ＧＭ：はい。ただ、その時は決定的な証拠にはならず、紅も他に言わなかったようです。

紅：……最初から保持者キーパーだったんですか、支部長は。

ＧＭ：「そうだ、最初からな。……そして今回は、未来視と過去視能力者が揃った結果、計画が破は綻たんした。どうやら、私は犯はん罪ざい者しやには向いていないようだ」

アンゼリカ：どうして──どうして紅を殺したですか。

ＧＭ：「簡かん単たんだ、鳩宮。キミが〝ループ〟を発生させるよう仕向けるためだ」

アンゼリカ：な……っ、どういう、意味ですか……っ！

ＧＭ：「そのままの意味だ。緋蜂を殺せば、鳩宮が〝林檎〟の所持者となり、〝ループ〟を発生させると予よ測そく──いや、予知した」

秋雨：……羊坂サンを襲撃者と同じように操って、予知させたッスか。

ＧＭ：「そうだ。もっとも、完全に操ることはできず、こうして過去から未来へと伝言を許ゆるすことになったわけだが」

秋雨：〝ループ〟を起こした目的は……十年前の事件の、やり直し、ッスかね。

ＧＭ：尾嚙は頷きます。「十年前は〝林檎〟に力が足りなかった。だから、今回は十分に力のあるオーヴァードを集め、〝ループ〟を開始させた」

紅：どういうこと？

秋雨：尾嚙サンの目的は、死んだ恋こい人びとを蘇よみがえらせること。そしてそれは、十年前に一度、失敗している、そうッスよね。

ＧＭ：「ああ、その通りだ」

墓守：……で、今度の〝ループ〟は、なンでシロを殺す側に回ったンだ？　〝ループ〟を続けさせたいなら、逆ぎやくだろ？　シロは残して、ハチを殺すのを繰くり返かえすんじゃねェのか。

ＧＭ：「その繰り返しを維い持じできなくなったのでな。状況を次のステージに進める」

紅：次のステージ……？

ＧＭ：尾嚙はそこで話を止め、ゆっくり珠樹の方に歩き出します。珠樹が鏡の〝魔眼〟を携たずさえ、「う、動かないでください支部長！」と警けい告こくするが──止まらない。

墓守：おいおい、何するつもりだ？

ＧＭ：「キミたちは疑ぎ問もんなのだろう。私がどうやって、襲撃者たちを操っていたか」

紅：うん……それは、まだわかってない。

ＧＭ：「私の能力〝シリンダームーヴメント〟は、体内に音楽を流し、肉体を強化、変化させるものだ。そして応おう用ようとして──」喋しやべりながら、尾嚙は視線を珠樹に移うつし──指を鳴らす。すると、珠樹の体が硬こう直ちよくし、瞳が虚ろになります。

紅：珠樹ちゃん！

ＧＭ：「──このように、音を他人の肉体に流ながし込こみ、操ることもできる。欠点は、他人を操る場合、事前に仕し込こんでおく必要があることだが……」

秋雨：その代わり、操っている間には何もしなくていい。つまり、他人を操っていただけなんで、本人にはダメージがいかなかった……てのが《不滅の妄執》の理由、ッスかね。

ＧＭ：はい、その通り。尾嚙を直ちよく接せつ攻撃すれば《不滅の妄執》は発動せず、倒たおせます。

墓守：今度こそ、まともに戦えるってわけだ。

ＧＭ：「今回は時間がないので、加賀美にしか仕し込こめなかった。……分かってはいたが、初日で戦闘になると、ずいぶんとこちらに不利になるな」

紅：ずっと落ち着いてるね……支部長は。

アンゼリカ：……わたしは、怒いかりに震ふるえているです。わたしに〝ループ〟を起こさせるために紅を殺すなんて……そんなの、許ゆるせないです。

紅：うん。……支部長、貴方を止めます。そして、〝ループ〟を終わらせる！

ＧＭ：「そうだな。こうなった以上は、戦うしかない。キミたちも──私も」

秋雨：ひとつ、いいッスかね。アタシたちを……特に鳩宮サンを倒したら、〝ループ〟は終わるでしょう。尾嚙サンは、その後どうする気ッスか。

ＧＭ：「ああ、なるほどな。十年前の情報は、そこまで詳しくは渡されていないのか。──〝林檎〟の所持者が倒たおれれば、次の所持者が選ばれるのだよ」

秋雨：……む？　いや、それだと──。

ＧＭ：「……話がずいぶん長くなった。このくらいでいいだろう。どのみち、私はキミたち全員を倒すつもりなのだ。始めよう」

墓守：へっ、こっちもいい加か減げん焦じれてきたぜ！

アンゼリカ：…………紅。

紅：大丈夫。勝てるよ。勝って、終わらせよう、アンちゃん。それで一緒に──学園祭の準備して、当日になったら、一緒に回ろう！

アンゼリカ：……はいです！




　銃が、羽根が、槍が、構かまえられ。そして晴れた空から雨が降ふり始める。

　異能同士のぶつかり合いが──始まろうとしていた。







　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆キミだけが望むすべてだから




　朝。校こう舎しやに向かう生徒が出てくるにはまだ早い時間──とはいえ、早くに校舎に向かう生徒がいないとも限かぎらない。

　だから──　紅くれないは疾しつ走そうする。戦いの舞ぶ台たいは、木々の向こうだ。




ＧＭ：紅が森の中に駆かけ込こむと、尾嚙、そして操あやつられた珠たま樹きも、そのまま追ってきます。

紅：うん。他の生徒を巻まき込こまないようにしないと！

アンゼリカ：紅らしいのです。

ＧＭ：では──そうですね、森の奥、開けた場所に出ます。ちょうど、紅とアンゼリカが話した場所ですね。朝の光の下で見ると、木々の向こうに旧きゆう校こう舎しやが見えます。

墓守：ま、戦えるならどこだっていいが、《ワーディング》が使えないのは不便だねェ。

ＧＭ：「これだけレネゲイド濃のう度どが上がると、周囲にレネゲイドを散さん布ぷして一いつ般ぱん人じんを無力化する《ワーディング》には効こう果かがない。言ってみれば、この刻ときヶが峰みね学園にいる人間は既すでに、ほとんどがオーヴァードになっているようなものだ」

紅：そんな……早く、終わらせないと……！

ＧＭ：「さて……」戦場が決まったところで、尾嚙は周囲を見回して、「……来ないか。まあ、そうだろうな。協力といっても、そんなものだ」と呟つぶやきます。

アンゼリカ：他に協力者がいた……？

秋雨：〝マスターレイス〟ッスかね。ただ、そうすると色々腑ふに落ちないんですが……。

ＧＭ：「……それでも、負けるつもりはないがね」

墓守：たいした自信だねェ。そっちはふたり、こっちは五人だってのによ。

ＧＭ：五人？　……あ、そうだ。ネズミがいた（笑）。

墓守：一いち応おう数には入れてみた（笑）。

ＧＭ：……えーと、「サポートします！」って言って周囲に光の格子グリツドを展てん開かいしたネズミですが……珠樹の〝魔ま眼がん〟が煌きらめくと、ネズミの放った電光が逆ぎやく流りゆう　──「げぺ」と言ってネズミは気き絶ぜつします（一同笑）。

墓守：戦力にならないのはわかってたけどよ……よくもネズミをォー！（一同笑）

ＧＭ：まあ、珠樹の能のう力りよくは、エフェクトを反はん射しやさせる感じですよ、という演えん出しゆつでした（笑）。

アンゼリカ：確たしかに、反射しそうな形してるです。……ミラーボール（笑）。

ＧＭ：うん。珠樹のコードネームは〝ミラーボールガール〟です。

紅：そのまんますぎるよ！（一同笑）

ＧＭ：尾嚙は珠樹の前に立ちます。そっちはどんな陣じん形けいにします？

秋雨：固まっててくれた方が、支し援えんしやすいッスね。

紅：じゃあ、みんなで肩かたを並ならべてる！

ＧＭ：「楽に勝てるとは思っていない」尾嚙は歩きながら──三人に分身します。

墓守：なンだよその超ちよう人じん演出は！（一同笑）

ＧＭ：自分の体内に音を流して身体能力を増ぞう強きようした結果、分身しました。

アンゼリカ：「分身しました」って……（笑）。

ＧＭ：本当はセットアップに宣せん言げんですけどね。演出だけ先に。──では、ラウンド進行です。




◆第一ラウンド

行動値ち

紅　　　　　11

秋雨　　　　11

珠樹　　　　11

尾嚙　　　　10

アンゼリカ　４

墓守　　　　０

[image: ]




ＧＭ：では、こちらのセットアップ行動──まず珠樹がエンジェルハィロゥのエフェクト、《ショウタイム》をアンゼリカに。このラウンド中、珠樹を対象に含ふくまない攻こう撃げきは、判はん定ていのダイスがマイナス７個こされます。

秋雨：自分を目立たせるエフェクト、でしたっけ。

ＧＭ：そうですね、こう、ミラーボールがギラギラ光る感じで。

墓守：なンでそンなディスコティックなンだ（一同笑）。

ＧＭ：まあ、視覚を操作して、視し線せんを引きつける能力だと思ってください。分身をまとめて狙ねらわれるとイヤなんで、アンゼリカの《要の陣形》対たい策さくです。

アンゼリカ：目がチカチカするです……。

ＧＭ：続いて、尾嚙が《高速分身》。さっき演出したように三人に分身し、同時に《ヴァイタルアップ》でＨＰを大きく上じよう昇しようさせました。

紅：強そう……！

ＧＭ：支し部ぶ長ちようですからね。さらにＥロイス《唯ゆい我が独どく尊そん》を宣言。これにより、タイミング：セットアップの効果を追加で使用。Ｅロイス《楔くさびの呪のろい》を宣言します。

秋雨：タイタス昇しよう華かの効果を、「戦闘不ふ能のうからの復ふつ活かつ」だけに制せい限げんするＥロイスだね。ペナルティからの回かい復ふくをできなくしたんで、バッドステータス系けいの攻撃してきそう。

ＧＭ：かもしれません。セットアップは以上です。

秋雨：行動値11でこちらから、ッスね。

ＧＭ：ＰＣが先ですからね。……ん、では、《加速する刻》で一体が割わり込こみます。




　高速で飛とび込こんできた尾嚙は、襲しゆう撃げき者しやが使っていたのと同じ腕うでの刃やいば　──《骨ほねの剣けん》と《爪そう剣》で襲おそいかかる。操あやつり人にん形ぎようの襲撃者よりも、遥はるかに鋭するどさを増ました攻撃を放つ。




ＧＭ：襲撃者のコンボは、尾嚙の能力だってバレないように、ハヌマーンのエフェクトを外してたんで──《バトルビート》でさらにダメージが増ふえ、《吼ほえ猛たける爪》で装そう甲こう値無む視し。ついでに《異い形ぎようの祭典》で複ふく数すう体攻撃に！　──達成値は40！

紅：回かい避ひは無理！

墓守：俺おれは自分への攻撃には《復ふく讐しゆうの刃》で殴り返す。紅への攻撃は《崩くずれずの群むれ》でカバーリングだ。

ＧＭ：全員に命中ですね。こっちのダメージはちょうど50点です。

アンゼリカ：倒たおれます──支し部ぶ長へのロイスを取得、タイタスにして昇華！

秋雨：アタシも倒たおれますね。……尾嚙サンへのロイスをタイタスに。で、起き上がります。

ＧＭ：了りよう解かいです。──墓守は攻撃二回分のダメージをどうぞ。

墓守：一発はガードして、合計92点。──残りＨＰは39点だ。

秋雨：焼け石に水ですが、《波は紋もんの方ほう陣じん》でダメージ軽けい減げんしますよ……14点ッス。

墓守：助かるぜ。──で、《復讐の刃》での攻撃だ。達成値36で命中、ダメージは41！




　尾嚙の手が刃に変じる。体内に巡めぐる〝音〟は、筋きん力りよくを増ぞう大だいさせ、皮ひ膚ふを硬こう化かさせ、骨を変形させて刃となす。その姿すがたは既に異形──数多の刃が空気を斬きり裂さく。

「尾嚙サン、無茶苦茶ッスねぇ」

　秋雨がロザリオを握にぎる。雨あま粒つぶが弾はじけ、攻撃の勢いきおいを殺すが、刃を止められはしない。

「ハッ！　本気の攻撃はこうじゃねェとな、前の木で偶くはぬるすぎたぜ！」

　墓守の全身に彫ほり込こまれた骨の刺青いれずみが、大地を、木々を通して槍やりとして実体化。墓守は次々と槍を引ひき抜ぬき、持もち替かえて、刃と刺さし違ちがえていく。




ＧＭ：互たがいにかなりのダメージを受けましたね。──では、行動値11のふたり、どうぞ。

秋雨：先に支援と回復ッスね。《癒いやしの水》《ソーマの雫しずく》に、《狂戦士》《ポイズンフォッグ》。──ささやかな雨が降ふるッス。ＰＣ全員に、支援効果──クリティカル値マイナス１、ダイス＋４個。そしてＨＰが50点回復ッス。




　朝の光はそのままに、天気雨のように水すい滴てきが降ふり注そそぐ。

　みるみる傷きずが癒いえていき、肉体の能力を引き出していく。まさに聖せいなる雨。




墓守：これでＨＰが[image: 100]点超こえた。ありがてェ。

秋雨：アタシは、尾嚙サンを見て──緋ひ蜂ばちサン、あの男を、止めてあげてください。あれは、もう……怪かい物ぶつです。

紅：秋雨さん……。支部長と、仲、良かったんですよね。

秋雨：どうでしょうね。似にている、と。互たがいに思ってたのは間ま違ちがいないッスね。互いの事じ情じようは知らなくても、そういうのは伝わるもんッスからねぇ……困こまったもんだ。

紅：……はい。

秋雨：でもね。あの男は止めなくちゃいけない。自分が大切なものを失った。それを取とり戻もどしたい……そこまではいい。

アンゼリカ：…………。

秋雨：でもね。そのために、他人の大切なものを奪うばって、自分と同じ苦しみを、味わわせて──尾嚙サンはやっちゃいけないことをしたんですよ。

ＧＭ：「そうだろうな。私わたしは許ゆるされないことをしたのだろう」

紅：そんな、人ごとみたいに……！

ＧＭ：「止めることはできんのだよ。何を犠ぎ牲せいにしても。誰だれを生いけ贄にえに捧ささげても。諦あきらめることはできんのだ。そうだろう、鳩宮アンゼリカ」

アンゼリカ：……！　わた、しは──。

紅：アンちゃんは、貴方あなたとは違ちがう！　アンちゃんは、他の人も助けたいって、悩なやんで、苦しんでた……泣いてたんだよ！

ＧＭ：「……そうだな。私とは違う。だから、負けるのだ」背はい後ごから、尾嚙の分身が高速で突つっ込こんで来ます──が、先に紅の行動です。どうぞ。

紅：……私は、負けない！　指を嚙かんで、血を飛ばして──ここでアージエフェクト、《聖なる血けつ槍そう》を使う！　ＨＰは全ぜん快かいしてるから、20点消費して攻こう撃げき力りよく　＋20！　血が、紅あかく輝かがやく弾だん丸がんに変化する！




　《聖なる血槍》は、ＨＰを消費して武ぶ器きを強化するエフェクト。それも、「妄もう想そう」の衝しよう動どうを持つオーヴァードにしか使用できない特とく殊しゆなエフェクト、アージエフェクトだ。

　紅の血が宙ちゆうに舞まい、輝く弾丸に変形、横薙なぎにした拳けん銃じゆうのシリンダーに収おさまっていく！




紅：尾嚙さんを、撃うちます！　いつもの、《赫き弾》《ブラッドバーン》《クリスタライズ》に──《血の宴》で後ろのエンゲージに範はん囲い攻撃！

ＧＭ：珠樹と尾嚙、分身がまとめて吹ふき飛とばされますか。それは困こまる──ので、珠樹が《ミスディレクション》を宣言。対象を単体に変へん更こうします。




　紅が拳銃じゆうを連れん射しやする。放たれた弾丸は、さらに空中で分ぶん裂れつ、それぞれが異ことなる弧こを描えがいて、誘ゆう導どう弾だんのように尾嚙に迫せまる。

　それと同時に、珠樹の〝魔眼〟が輝かがやき、空間を歪めて弾だん道どうをねじ曲げる。




紅：単体……なら、尾嚙さんのひとりに攻撃！　達成値は──ダイス目が46！

アンゼリカ：そこで《妖よう精せいの手》です。ひとつを10に変えて、振ふり足してくださいです。

紅：ありがとう！　──ダイス目66で、達成値70！

ＧＭ：ドッジは無理です、命中。──で、珠樹が《領りよう域いきの盾たて》を自分に使用。尾嚙をカバーリングしつつ、ガード。ガードエフェクト諸もろ々もろ宣言。ダメージどうぞ。

墓守：かばわせたか。操あやつったあげくに盾にするってのは、なかなか鬼き畜ちくだねェ。

紅：くっ……ダメージは、10Ｄ＋34で──90点！

アンゼリカ：紅、そこで手て加か減げんしてはダメです。《力の法ほう則そく》でダメージ追加！　＋３Ｄで──合計、[image: 108]点です！

ＧＭ：あ、それ、珠樹が一いち撃げきで倒たおれるんじゃないかな……。

墓守：[image: 100]点オーバーだもンな。

ＧＭ：んー……《魔ま人じんの盾》でガード値＋40！　が、足りない！　珠樹は倒れます……が、ガード時に《歪ゆがみの領域》を宣言してます。攻こう撃げき者しやに10点ダメージ！

紅：えっと、ＨＰが、《聖なる血槍》で20点、攻撃の代だい償しようで10点減へってるんで……残り４点。

アンゼリカ：そこに10点──た、倒たおれたです……！




　無数に分裂して放たれた弾丸が、ミラーボールの輝きに幻げん惑わくされるように逸それていく。だが、たった一発残った弾丸は、白い羽根に導みちびかれ──鏡の〝魔眼〟を直ちよく接せつ貫つらぬいた。

　鏡が粉々に砕くだかれ、爆ばく発はつ。珠樹も倒れ──しかし同時に、鏡の破片が紅にも突き刺さる。




ＧＭ：あらゆる攻撃を跳はね返かえす鏡の魔眼……という設せつ定ていだったのに！

秋雨：跳はね返かえして緋蜂サン倒たおしてるじゃないッスか。

ＧＭ：いや、この後、《鏡の盾》という、受けたダメージをそのまま返すエフェクトがあったんですが……紅が倒れてるので、使用しないまま珠樹は戦闘不能（笑）。

墓守：得した……の、かねェ。

アンゼリカ：でも、紅も倒れてしまってるです。

紅：尾嚙さんへのロイスをタイタスに変えて、昇華！　立ち上がります！




　鏡の魔眼が砕くだけ散ちり──最後の一矢となって紅に突つき立つ。

　しかし、鏡の破は片へんを全身に受けながらも、紅は立ち上がった。




紅：……私、尾嚙さんはいい支部長さんだと思ってたよ。でも──今は、戦います！

ＧＭ：「それでいい。ここまで来たら、それしか方法はない」と、達観したように言う尾嚙。──で、行動値10。あらためて、三人の尾嚙が襲おそいかかってきます！。

アンゼリカ：三回連続で来るのは厳きびしいです……！

ＧＭ：複数体攻撃の《異形の祭典》はシーン１回なので、単体攻撃ですけどね。攻撃対象は……んー、ダイスで決めるか。

墓守：俺に来い！

ＧＭ：ん、なんと墓守に攻撃！　なんで狙ねらったのかわからんが──まあ、そうですね、墓守を倒たおさないとカバーリングされるから、か。前もそうしたしな。

墓守：オッケー。じゃ当然、《復讐の刃》！

ＧＭ：互いの攻撃は必中か。足を止めての殴なぐり合あいだな……ダメージは同じく50点！

墓守：そのまま受けて、ＨＰが52点残った。こっちは44点で突つき返かえす！

ＧＭ：キツ……！　しかし、さらに分身の攻撃──対象は、秋雨！

秋雨：アタシは戦闘とか苦手なんですってば……回避は無理。ダメージどうぞ。

ＧＭ：「お前は、マスターレイスの甘かん言げんに乗ると思っていたよ、秋雨」

秋雨：……妹と同じ年とし頃ごろの子こ供どもを犠牲にして生き返らせても、妹に合わせる顔がないッスよ。ただでさえ、よく妹に怒おこられるんスから。

ＧＭ：「──」何か言おうと、したところで──カバーリングするかな？

墓守：おうよ。《崩れずの群れ》だ。──お話中、悪ィな！

ＧＭ：「ほとほと邪じや魔まな男だ、墓守清正！」──ダメージ、56点！

墓守：ガードで８点軽減、ＨＰ４点残ったぜ！　もっと遊ぼうぜ、支部長さンよ！

ＧＭ：さすがにそこで、表ひよう情じようこそ変えないものの、少し声に驚おどろきを滲にじませる──。「不死身の呼よび声ごえは伊だ達てではないか、〝墓場の主マスターグレイヴ〟」

墓守：俺の中にゃ、仲間が大おお勢ぜい眠ねむってるンでね……この命、ひとりのもンじゃねェのさ。

ＧＭ：「死人と共に生きるか……」と、どこか感かん慨がい深ぶかげに呟き──その背後から、二体目の分身が飛び込んでくる。対象は──また墓守。

墓守：へっ、《復讐の刃》だ。

ＧＭ：「悪いが、そう何度も同じ手は通じんよ」──《デビルストリング》で打ち消しです。

墓守：ち、こしゃくな真ま似ねをしやがるぜ。そっちの攻撃は自動で命中して、ＨＰ０だ！　しょうがねェ、〝マスターレイス〟のロイスをタイタスに。今はアイツはどうでもいい。

ＧＭ：で、昇華して復活、ですね。「……やれやれ、本気で不死身のような気がするな」

墓守：試してみりゃいいさ。……そういや、復活以外にタイタスの使い道ねェな。

ＧＭ：バッドステータス系の攻撃は珠樹がする予定だったんですよ。

秋雨：案外、加か賀が美みサンに頼たよりすぎな戦せん術じゆつ組んでたんスねぇ。

ＧＭ：珠樹は優ゆう秀しゆうなエージェントなんです。──では、行動値４で、アンゼリカ。

アンゼリカ：──はい。支部長……わたしは、貴方を許ゆるせない。

ＧＭ：「だろうな……だが今いま更さら、謝しや罪ざいも後こう悔かいもできんよ」

アンゼリカ：これまでで一番、大量の羽根を生み出して、舞まわせるです。《要の陣形》《アニマルアタック》《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》──羽根が刃になって斬り裂くです！　達成値52！

ＧＭ：さすがに《狂戦士》の効果中だ。みんな派手に達成値出してくる──しかも珠樹が倒れているので、対象は分身含ふくめて尾嚙三人か！　ドッジは全員失敗！

アンゼリカ：……ダイス６Ｄで29。合計72点です。

ＧＭ：三体全員が受ける。装甲値……は、無視か。《絶対の恐怖》ですよね。

アンゼリカ：幻げん影えいです、そちらの防ぼう御ぎよは無む駄だなのです。

ＧＭ：すると、ＨＰは共有なので三倍、[image: 216]点のダメージ。

紅：す、すごい……！

ＧＭ：無理なんで、分身の一体が《空うつ蟬せみ》、もう一体が《透とう過か》を宣言。ダメージ二発分を０にし、本体だけが72点を受けます。「悪いが、その二体も幻影だ」

アンゼリカ：……ならば、本体を叩たたき潰つぶすだけです！

ＧＭ：そろそろ後がないな。《加速する刻Ⅱ》を宣言、追加行動！




　死力を振ふり絞しぼり、尾嚙が動く。

　出血で力を失った体を、流ながし込こんだ〝音〟で無理矢理動かし、アンゼリカに攻撃。

　かばおうとした墓守を、鋭するどい〝音〟を飛ばして足止め──アンゼリカの首を薙なぎ払はらう。




墓守：ち。俺の《崩れずの群れ》は《デビルストリング》で打ち消されたか。

アンゼリカ：倒れます。──が、致ち命めい傷しようは避さけていました。珠樹へのロイスをタイタスにして復活です。……加賀美さんは、貴方のことを心から尊そん敬けいしていたです、支部長。

ＧＭ：「ああ、そうだな。素す直なおな娘むすめだった」と、淡たん々たんと返す尾嚙。

紅：それだけなの……っ!?

秋雨：言ったでしょ、尾嚙サンは、もう怪物なんスよ……今度は、早とちりじゃない。

紅：……秋雨さん。

墓守：じゃ、次は俺だな。ダイスは少ねェンだが──。

秋雨：アタシの支援で＋４個ッス。ついでに使いそびれていた《援えん護ごの風》で＋２個。

墓守：至いたれり尽つくせりだな。クリティカル値も支援で下がって──達成値55だ！

ＧＭ：尾嚙はそこそこ回避できるんですが……その達成値は無理。ダメージどうぞ。

墓守：おらよ、そろそろじゃねェか──56点。

ＧＭ：装甲値で10点軽減──が、それで倒れます。分身はここで消える。

紅：終わった……の？

ＧＭ：大火力の紅、三体攻撃のアンゼリカ、カウンターの墓守……相あい性しようが悪かったか。

秋雨：十分強かったッスよ、アンタは──尾嚙サン。

ＧＭ：「……まだだ。まだ」──ほとんど瀕ひん死しの尾嚙ですが、体内から、微かすかなオルゴールの音が響ひびきます。トロイメライ──夢ゆめの曲です。どこか遠い目をして、尾嚙はぎくしゃくと人形めいた動きで立ち上がる。《蘇そ生せい復活》で、尾嚙本体だけ立ち上がります。

秋雨：思い出……だけで、動きますか。

ＧＭ：とはいえ、残りＨＰは１──。第一ラウンドはこれで終しゆう了りようです。




◆第二ラウンド

行動値

紅　　　　　11

秋雨　　　　11

尾嚙　　　　10

アンゼリカ　４

墓守　　　　０

[image: ]




ＧＭ：さて、第二ラウンド。こちらはセットアップ……《高速分身》はできるけど、範囲攻撃されるのが厳しいので、しません。




　瀕死の体を引きずり、尾嚙は刃を構かまえる。

　もはやその肉体は限げん界かいを超こえ、見る間に体中の血管が弾け、骨が軋きしんでいく。




紅：どうして……そこまで。

ＧＭ：尾嚙は、無む表ひよう情じようのまま、ぽつりと「──昔、私は恋こいをしたのだ」とだけ言います。

紅：……。でも、だからって。

アンゼリカ：やるしか、ないです。紅。

秋雨：尾嚙サンより先に攻撃できるのは緋蜂サンだけッスね。

紅：……うん。わかってる。私がやるよ──先に動ける、とかじゃなくても、私が決着をつけなきゃいけないと思う。この事じ件けんで生き返って、本当は死んでいるはずの私が。
















　紅もまた、全身が傷だらけで、血を流している。

　血に濡ぬれた手を掲かかげると、そこから滴したたった血が──一発の、弾丸になる。




ＧＭ：「……それをかわせば、私の勝ちだ」──うん、ここで《アナザーセルフ》を使用。《異形の祭典》の使用回数を復活させます。

秋雨：……《空蟬》なり《透過》なり回復すれば、一撃は耐たえますよ。

ＧＭ：それで単体攻撃しても、勝利はないので。全体攻撃なら、まだ勝利が見える。

紅：──目の前に落ちてきた弾丸を、銃を横薙ぎにして装そう塡てんします。

ＧＭ：「来い、〝レッドホーネット〟」

紅：《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》《カスタマイズ》《赫き弾》──弾丸は、一発でいい。撃ちます。

アンゼリカ：《妖精の手》を使うです。

秋雨：《援護の風》ッス。雨粒と羽根で、道ができる。

紅：そこを、一発の弾丸が進んでいきます──達成値、54。

ＧＭ：《リミットリリース》《パーフェクトサクセス》──クリティカル値６で回避！

墓守：これは……どうだ？

ＧＭ：達成値は────40、回避失敗です。




　そして、銃じゆう声せいが響ひびいた。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──尾嚙は倒れています。もう、体は動かない。

紅：尾嚙さん……。

ＧＭ：「……とどめを刺さして欲ほしい、と言ったら、刺してくれるかな」

秋雨：アタシは、荒あら事ごとはイヤですよ。

アンゼリカ：戦ってる時は、殺したい……って思ってたです。でも今は、無理です。

紅：うん。……ＵＧＮに帰って、事情をちゃんと話してください。

ＧＭ：「そうか──」と尾嚙は目を閉とじます。

墓守：俺は別にいいンだけど……ま、ソイツは放って、ネズミの様子でも見てるわ。

ＧＭ：ネズミは気絶しているだけですね。珠樹も、怪け我がはしていますが、同様です。で、目を閉とじた尾嚙ですが、続けてこう言います。「──だが、私の行く場所は別にある」

秋雨：尾嚙サン……？




ＧＭ：──突とつ然ぜん、尾嚙の体の一部が、見えない顎あぎとに嚙かみちぎられたように、ぞぶり、と消失します。そして、続けて、何カ所も。




紅：え、どういうこと!?

ＧＭ：何者かがＥロイス《飢うえたる魂たましい》を使用します。尾嚙の肉体は、みるみる食くい破やぶられ、消失していきます。

墓守：衝動「飢き餓が」のＥロイスか。尾嚙の衝動は「殺さつ戮りく」のはず。つまり──。

紅：尾嚙さんが使っているわけじゃない、ってこと……？

秋雨：《飢えたる魂》って、殺した相手の所持エフェクトを奪うばうＥロイスだっけ？。

ＧＭ：そうです。──で、アンゼリカ。

アンゼリカ：……はい？

ＧＭ：貴方の持っている〝林檎りんご〟が脈打ち、一回り大きくなります。

秋雨：──そういうことか。

ＧＭ：同時に、尾嚙の体が完全に食われ、消しよう滅めつします。消える直前──尾嚙は何か、声にならない声で呟きます。初めて、そして確かに、微笑ほほえんだように見えました。

紅：尾嚙さん……？

ＧＭ：ぞぶり、という音と共に──尾嚙の肉体は完全に消滅します。……どこからか、微かすかに──オルゴールの音が、トロイメライの一節が聞こえた気がしました。

アンゼリカ：これは、一体……〝林檎〟を出して、確たしかめるです。

ＧＭ：〝林檎〟は明らかに大きくなっており……そして、アンゼリカの手の中で脈打つように赤く光ると──消えます。

アンゼリカ：消え……た？

紅：……尾嚙さん、最後になんて言ってたのかな。

秋雨：んー、緋蜂サン、タイタスひとつ使ったんでしたっけ。

紅：うん。尾嚙さんのロイスをタイタスにして、昇華しました。

秋雨：どうですかね、ＧＭ。アタシのＤロイス「記憶探索者メモリダイバー」で、緋蜂サンの持ってる、尾嚙サンのタイタスをロイスに戻もどしたら、なんて言ってたか聞こえたりしませんか。

ＧＭ：ああ、面白いですね、いいですよ。では────。




　尾嚙は最後に、なぜ笑ったのだろう。なんと言ったのだろう。

　紅が、そう思いながら、尾嚙の消えた場所を見つめていると、ふと、雨粒が頰ほおに触ふれる。

　雨。空は晴れている。〝前〟のこの日に、雨は降ふらなかったけれど──。




　不意に視し界かいが変わる。教室──いや、音楽室だ。古い木もく造ぞうの、けれど、今より新しい。

　トロイメライが聞こえる。仏ぶつ頂ちよう面づらの少年が、優やさしい音で、ピアノを弾ひいている。

　隣となりには、少女が寄より添そい、微笑ほほえみながらその音を聞いている。

　微笑む少女の背後から、もうひとりの少女が、肩に、親しげに手を置いている。

　紅は、その、二人目の少女に見覚えがある。あれはいつかの夜に──。

　三人の子供たち。流れるピアノの音。どこか甘あまく、遠い、

　──夢のように。




　そして幻げん視しは消え──その記き憶おくが、尾嚙に微笑みを浮うかべさせる。

　最期の視線は旧校舎。あの音楽室の窓まどに。

「あぁ……これでやっと、僕の願いは叶う」

　それが、尾嚙筐一郎の最期の言葉だった。



エンジェルハィロゥ　光や視覚を操作するシンドローム。









　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Inter Scene◆バックトラック




　エンディングフェイズの最初には、バックトラックを行なう。

　バックトラックとは、異い能のうの事件と能力の行使により高まった侵しん蝕しよく率りつを、ロイス──日にち常じようとの絆きずなによって引ひき戻もどすことだ。




ＧＭ：というわけでバックトラックの時間です。まず、敵てきの使用したＥロイスの個こ数すう分、侵蝕率を下げます。宣言してない常じよう時じタイプのもあるんで、Ｅロイスの分で６個、まず侵蝕率を下げてから、残っているロイス分のダイスを振ふって下げてくださいな。

秋雨：緋蜂サンが[image: 169]％で、ちょっと大変そうッスかね。

紅：Ｅロイス分で[image: 138]まで下がって、ロイスが６個……厳しいかなぁ。

アンゼリカ：ちょっと厳しいですね。でも、振ってみたら？

ＧＭ：ロイスの分のダイスを２倍にして、経けい験けん点減へらすやり方もありますよ。

紅：ん～、１倍でチャレンジしてみます！　──やった、92％まで下がった！

ＧＭ：おお、それは何より。追加振ぶりのチャンスもありますが、それも経験点が下がりますしね。第一話ですから、経験点欲ほしいですよね（笑）。

紅：欲しい……みんなも50点もらってたし（笑）。

墓守：俺はメモリーを持ってる。こいつはもう変化しないロイスみたいなもんだ。これで10％下がって……ん、全然大だい丈じよう夫ぶだな。72％。

アンゼリカ：わたしはＥロイス分の出目がよくて、余よ裕ゆうだったです。78％です。

秋雨：メモリダイバー使うと１Ｄ侵蝕率上がるの忘わすれてた……アタシもけっこう上がったけど、うん、でも、83％。問題ないッスね。

ＧＭ：全員、普ふ通つうに一倍で振って帰って来ましたね。よかったよかった。

秋雨：まぁ、もう一周〝ループ〟してたら、やばかったね（笑）。

ＧＭ：そうね。割わりと後半は、複数の場面を１シーンにまとめてやってたけど、それでも〝ループ〟が終わらないで、もっと続く可か能のう性せいもありました。展開は色々あり得たので。

墓守：結果的に、俺が襲おそったのが良かったかな（一同笑）。

アンゼリカ：もうやめて欲しいのです……（笑）。

紅：ホントだよ！　……でも、これで本当に〝ループ〟は終わるのかな。

ＧＭ：では、そのへんの話はエンディングで。さっきの場面の続きからです──。







◆Ending01◆新世界




「こりゃまた満足そうに死にやがって……ですわ」

　ひどくつまらなそうに、ひどく楽しそうに。矛む盾じゆんする響きを込こめて、声がした。




アンゼリカ：ソフィア・Ｌ・コードウェル……！

ＧＭ：そうです。「よかったじゃねえか、鳩宮アンゼリカ。お前のクソったれな〝願い〟は果たされた……ましたわ」ソフィアは小こ馬ば鹿かにしたように、ぱちぱちと拍はく手しゆします。

アンゼリカ：紅を救うという願いが叶かなったから、〝林檎〟は消えた──ということですか？

ＧＭ：「へえ、思ったより賢かしこい……ですわね」

アンゼリカ：殺気を込めて睨にらむです。

秋雨：……〝林檎〟が大きくなったのは、尾嚙サンを〝喰くった〟から、ッスかねぇ。

ＧＭ：「さすがに察しがいいな、クソ神父……ですわ」

墓守：さっき、「そういうことか」って言ってたのは、それか。

秋雨：十年前の行方不明者。保持者キーパーが死んだら〝ループ〟の時に消える……のは違ちがった。なら、答えはひとつだ。あの〝林檎〟はジャームを喰って育つ。

ＧＭ：「正せい解かい。見事な推すい理りだ、ま、これだけ揃そろえばわかるか……ですわ」

墓守：そのムカつく喋しやべり方かた、なンとかなンねェのか？

ＧＭ：「え、ひどくない？　一いつ生しよう懸けん命めいお嬢じよう様さまを演えんじているのに……」

秋雨：いや、そういうのいいんで（一同笑）。

ＧＭ：「──あ、そう。まあいいや。尾嚙も言った通り、〝計画〟は次のステージに進んだよ。〝願い〟を持つ者たちが、〝林檎〟を奪うばい合あう、そういうゲームにね」

アンゼリカ：終わったのでは、ないのですか……。〝林檎〟は消えたのに……。

墓守：くだらねェ。付き合ってらンねェな。

紅：一体、何が目的なの？　なんでこんなことをするの!?

ＧＭ：「いい質しつ問もんだ、〝レッドホーネット〟。新しい世界を造つくるためだよ」

紅：言ってる意味がわからないよ！

ＧＭ：「そのうちわかる」そう、ソフィアが笑うと同時──どこかから、赤い光が広がっていきます。

紅：〝林檎〟の光──！

アンゼリカ：まだ、続くのですか。まだ……！

紅：アンちゃんの手を、ぎゅっと握にぎります！

ＧＭ：そして、世界は赤い光で満たされ、赤く、赤く染そまっていき──────。
















◆Ending02◆次の輪




　そして世界はループする。

　いつが始まりなのか、いつが終わりなのか。

　もう、わからなくなって。




ＧＭ：墓守。気づくとキミは、薄うす暗ぐらい部屋にいます。根ね城じろに使っていた準じゆん備び室しつでしょう。

墓守：……今は、いつだ？

ＧＭ：わかりません。眼がん前ぜんにはソフィアが立っています。「お目覚めのようだね、〝マスターグレイヴ〟」──キミの背後では、ネズミが「ヒッ」と悲鳴をあげます。

墓守：いきなりだな。……何の用だ。

ＧＭ：「〝マスター〟同士、仲良くしましょう、って話」

墓守：断ことわる。……俺の目的は、ここから出ることだ。

ＧＭ：「本当の楽園を生み出せるのに？　……貴方の〝願い〟も、〝林檎〟は叶かなえるよ」

墓守：返事は同じだ──断る。俺の願いは、俺の力で叶える。

ＧＭ：「頑がん固こだねぇ」ソフィアは笑いながら、白い指先をキミの頰に伸のばします。

墓守：壁かべから槍を引ひき抜ぬいて、〝マスターレイス〟にブチ込こむ。

ＧＭ：手て応ごたえなく槍は貫かん通つうします。ソフィアの姿は陽炎かげろうのように揺ゆらめき、薄うすれていく。

墓守：ち。幻げん像ぞうか。小こ技わざの多い女だ。

ＧＭ：消え去りながら、〝マスターレイス〟は笑います。「──貴方も、計画の全ぜん貌ぼうを知れば、考えが変わるかもね。この〝マトリクス〟の本当の姿を」

墓守：マトリクス……？

ＧＭ：〝マスターレイス〟はそこで消えます。ネズミが不安げに、「ま、マスター……」と囁ささやく。「いいんですか、〝マスターレイス〟とこんな敵てき対たいしちゃって」

墓守：関係ねェよ。俺は、俺の〝欲望ねがい〟のために行動する。必要なら、アイツも殺す。




　墓守清正──墓ぼ碑ひを背せ負おった少年は、そう言って、白槍を握にぎりしめた。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──秋雨。気がつくと、礼れい拝はい堂どうの奥おく、私し室しつにいます。暖だん炉ろには火が入っている。

秋雨：……冬、なんスかね？　とりあえずワインでも飲みますか……（笑）。

ＧＭ：すると、扉とびらが開いて、女じよ性せいの声がします。「秋雨神父、また昼間からワインですか」

秋雨：いや、これは神の血であって、お酒とかじゃなくてッスね……って誰ですかね。

ＧＭ：二十代前半、わりと背の高い、優やさしそうな人ですね。今は怒おこってるぽいんですが、地顔が穏おだやかなので怒っている顔に見えないです。その胸むねは豊ほう満まんであった。

秋雨：アッハイ。……だから誰？（一同笑）

ＧＭ：「それに暖炉！　いい加か減げん、使うのやめてください。掃そう除じ大変なんですから」

秋雨：もしかして……羊坂サン？

ＧＭ：「はい？　なんで毎日会ってるのに忘わすれるんですか。お酒、飲のみ過すぎですよ。まったくもう、なんで支部長の私が、掃除なんて……」

秋雨：ちょ、ちょっと待ってくださいよ。支部長って──尾嚙サンは？

ＧＭ：「尾嚙……？　えっと、すいません、それって誰でしょう」




「どうしたんですか、秋雨神父──お化けでも見たような顔して」

　そう言って、ＵＧＮ刻ヶ峰支部支部長、羊坂供犠は、小首を傾かしげた。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：それでは最後の場面──紅とアンゼリカ。気がつくと、キミたちはそこにいます。早朝、刻ヶ峰市の駅前。周囲に人ひと影かげはなく、どこからか、川の匂においがします。

紅：最初のところ……！

アンゼリカ：でも、今度は最初からわたしも一いつ緒しよにいるです……。

紅：うん。……えへへ♡

アンゼリカ：この状じよう況きようで、なんで「えへへ♡」って笑うですか!?（一同笑）

紅：だって、よくわかんないけど──でも、一緒なら大だい丈じよう夫ぶだよ。

アンゼリカ：まったく、本当に……そういうところです。

紅：そういうところが何？　なんなの!?（一同笑）

ＧＭ：ふと、風が吹きます。届とどくのは、花の香かおりと、風に舞まう、桜の花びら。

紅：桜？　……これって、春？

ＧＭ：周囲を見れば、少し離はなれた通りに桜が並ならび、満開に咲さいています。




　桜の舞う、よく晴れた、春の日。

　少女たちは、どちらからともなく手を繫つなぎ、見知らぬ過か去こを眺ながめる。




紅：……前より、もっと戻もどったんだよね、多分。

アンゼリカ：そうだと思うです。なんで一緒にいるかは、わからないですが。

紅：うん。また調べよう。そして、今度は──。




　紅は春風の中で目を閉とじる。

　救えなかった人を想う。




紅：今度は、尾嚙さんみたいに消えちゃう前に、ちゃんと止めよう。

アンゼリカ：……紅。それは、多分とても難むずかしいです。

紅：うん。わかってる。でも────。




　紅は、握にぎった手に力を込こめる。

　アンゼリカの手はとても小さく、柔やわらかい。

　この手が──自分を救ってくれたのだ。

　だから、今度は……自分の番だ。

　そして紅は、もう一度繰くり返かえす。何度でも、繰り返す。

「でも、一緒なら、大丈夫だよ」

　そして、新たな輪が始まる──────。





to be continued.


















　　　　あとがき




あづさ：今日の服はちょっと天使っぽさを意い識しきしてみました。キャラに合わせて！

有世：ずるいあづっち！　あたし、そんなの全然考えてなかったよ～。

あづさ：……え、いや、ありさん今日、服、むちゃくちゃ赤いじゃん（一同笑）。




　セッション後、そんなやりとりを見て、人ひと柄がらが出ているなぁと思いました。やにおです。

　新シリーズ『メビウス』、いかがでしたでしょうか。前作『アカデミア』に続き、今回もまた、自分の好きなものをひたすら詰つめました！

　本書のセッションは、主人公以外のＰＣがそれぞれに〝秘ひ密みつ〟を持ち、そしてその中には〝裏うら切ぎり者もの〟がいる──かもしれない、というものです。

　わたくし、こういうセッションが実は大好物でして。『World of Darkness』や『Shadowrun』、『天羅万象』、『トーキョーＮ◎ＶＡ』『シノビガミ』などで、そういった〝秘密〟を持ったセッションを遊んできました（挙げたのは全部ＴＲＰＧのタイトルです）。

『ＤＸ３』では、サプリメント『ユニバーサルガーディアン』で、「トリガーハンドアウト」という形式で、この〝秘密〟がルール化されています。実じつ際さいにセッションで運用してみたい、という方は、付ふ属ぞくシナリオも含め、是ぜ非ひ参考にしてください。

　さて、ここからは本書のストーリーに大きく踏ふみ込こんだ内ない容ようになります。

　まだ本文を未読の方は、読どく了りよう後にまたいらしてくださいませ。




　さて──本文を読まれた方ならおわかりでしょうが、

　今回詰つめ込こんだ「好きなもの」には当然、「ループもの」も含ふくまれます。

　参考作品、というのも、挙げればキリがないのですが、特にアニメ『うる星やつら２ ビューティフル・ドリーマー』『ゼーガペイン』『時をかける少女』『魔ま法ほう少女まどか☆マギカ』などなどをシナリオ作成時に見返し、大変に楽し……じゃない、参考にさせて頂いただきました。

　もちろん、ケン・グリムウッド『リプレイ』や、ＰＣゲームの数々の名作などにも影えい響きようを受けています。まだまだやりたいネタはたくさんあって、早く次のセッションしたいです。




　本書のセッションは、キャンペーン前ぜん提ていということもあって、とにかく情じよう報ほう量りようが多いものです。中には、今巻ではまだ回かい収しゆうされていない伏ふく線せんなども色々あります。

　そういった意味では、ひとり「謎なぞの解かい明めい」を一手に担になった有世さんはもちろん、プレイヤー全員の協力なくしては成り立たないセッションでした。

　特に、本書における「ヒロイン」アンゼリカを演じて頂いただいた片かた岡おかあづささんの力は大きかったです。実は今回、セッションの個こ人じん的てきな目標として「有世さんを泣かせる」というのがありました（もちろん、感動で、という意味です）。そして、あづささんにはそれを事前に伝えていたのですね。結果はご覧らんの通りで──セッション後、あづささんに「役目は果たしました！」と、さわやかに言われ、いやもう、感かん謝しや＆脱だつ帽ぼうしきりでした。すごいぜ……。

　また、もうＮＰＣのごとく様々なイベントを発生させてくれた天。同じく、膨ぼう大だいな情じよう報ほうを持ち、計算しつつ提てい示じしてくれた矢野、セッションが回ったのは、ふたりのおかげです。

　そして何より、本書の企き画かくは、まずＧＭである自分自身が、

「有世さんの面白さ、可愛かわいさをみんなに見て欲しい」

　と思ったところから始まっています。

　拙つたない筆で、少しでも、有世さんの、そして紅の魅み力りよくが伝われば幸いです。




　最後に、素す晴ばらしいイラストを付けてくださった白しろ味み[image: ]そさん、内容の相談はもちろん、凝こったレイアウトや指定でお世話になったＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のみなさま、企画時から相談に乗って頂いた三田誠まこと先生、進行で多大なご迷めい惑わくをおかけした担たん当とう、剱けん持もちさん──そして本書を手にとってくださった皆みな様さま、ありがとうございました。また次巻でお会いしましょう！
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